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　　　プロローグ







　教きよう皇こう浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。第一人工空島メガフロート。

　通常なら都市を納めるべき上部には、広大なエネルギープラントが設置されていた。浮遊都市連合に所属する浮遊都市が、エネルギー危機に陥おちいった際の備えである。

　だが、エネルギープラントは敵の眼を欺あざむく為ための囮デコイに過ぎない。

　この第一人工空島メガフロートの本当の価値は、その地下にある。本来ならば動イ力ン基フ盤ラが納まるべき地下階層構造の中に、極秘の地下都市があった。そして、そこにある教皇の隠かくれ家が──アリエスの離り宮きゆうこそ、この第一人工空島メガフロートの真の価値だ。

「へー、人工空島メガフロートの地下に都市があるのか？」

　リバーから借りたシャツとズボンを纏まとう、長身瘦そう軀くで黒くろ髪かみの少年──カナタ・エイジは、アリエスの離宮が聳そびえ立つ高台から、地下都市を見み渡わたしていた。

　壁へき面めんは崩ほう落らくを防止するためか、飛空艇ていの装そう甲こうに使われる強化素材で覆おおわれ、天てん井じように嵌はめこまれた無数の照明器具が、市民たちが暮らすコンクリート造りの建物を照らし出す。小規模とはいえ、地下都市全域を照らし出す照明の数は、千や二千を遥はるかに超こえていた。建物が総じて白いのは、陽ひの光のない地下の暗さを意識させないための工夫だろう。

「もともとこの地下都市は《ベベル》本体が非ひ常じよう事じ態たいに陥おちいった際、教皇陛下アークビシヨツプとお傍そば付きが緊きん急きゆう避ひ難なんするためのものだったのです。構造上、天井が非常に高く広い空間を確保できており、照明の明度を調節することで、昼と夜を再現するようにしてあります。またアリエスの離宮の敷しき地ち内にある白い小屋が、管かん理り棟とうになっております」

　カナタの傍かたわらに立つ、丁てい寧ねいに結わえられた紫むらさき髪がみの少女──クリスティーナ・バルクホルンが口を開いた。

　ある程度整備されているとはいえ、地下での住環かん境きようは快適とはいえない。食しよく糧りよう事情が悪く、また日照不足に因よる内ない分ぶん泌ぴつ系の病気も懸け念ねんされる。そもそもこの地下都市は長期滞在にはあまり適さないのだろう。苦肉の策で、ここに住んでいるのだ。

「ふーん。地下なりに生活を工夫してるってことか。あのさ、ひとつ質問があるんだけど。管理棟を破は壊かいしたら、地下都市って真まっ暗くら闇やみになるの？」

「なぜそのような質問をなさるのですか？」

「だって教皇陛下アークビシヨツプから、お前は呪じゆ力りよくを宿してたから死し刑けいとかって宣告されたら、逃にげなくちゃならないじゃんか」

　突とつ拍ぴよう子しもないカナタの意見を聞き、クリスは脱だつ力りよくしてしまった。

「たしかに管理棟からの信号が途と絶だえた際は、一いつ旦たん全ての照明が落ちます。ですが、すぐに全ての照明が点灯した状態で再起動するようにプログラムされております。地下で視界を奪うばわれることは致命的ですから。ですので管理棟を破壊なさっても、逃とう走そうは不可能です。もっともその必要があるとは思えませんが」

「ふーん、意外と考えて作ってあるんだな」

　素直に感かん心しんするカナタ。

　クリスはこうも説明してくれた。

「この地下都市は、この世界の真実に気づいた者たちを中心に、避難場所として利用されています。上部構造物のエネルギープラント施し設せつを前面に押し出すことでヴィーゲルト会長派の眼を欺き、浮遊都市特有の階層構造を利用することで、一部の市民の生活を支えているのです」

「でも、いくら擬ぎ装そうしているとはいえ、ここは《ベベル》本体の眼と鼻の先だろ。この場所がゼスに発ば覚れないとは考えづらいんだけど？」

「ええ。じつはこの場所には、人類に害をなす者を遠ざける、特とく殊しゆな術式が張ってあるのです」

　そう言ってクリスは、アリエスの離宮の敷地内に入り、そこにある十階建ての塔とうの中へと向かった。そこには塔を内側から支えるように聳え立つ、ルーン文字が刻まれた漆しつ黒こくの柱があった。

「変わった術式だな。それにこのチカラ……」

　柱から伝わってくる波動を感じ取り、カナタは直感する。

　これは呪力だ。となると、この術式を作ったのは……

「この術式──〈タリスマン〉は、わたくしが作りました。動力にはエネルギープラントから供給されるものの他に、この地に住む同どう胞ほうたちに協力してもらっています」

「術式を作ったって、これは呪力の術式だろ。それに、この地に住む同胞たちって……？」

「この地下都市には、わたくしと同じ呪力を持つ者が集つどっているのです。詳くわしくはのちほど、教皇陛下アークビシヨツプから説明があることでしょう」

「ふーん。クリスも呪力を使えるんだ。そんで、そんな大事なことを俺に教えるってことは──」

「カナタさんを信用していると考えてもらって構いません。……それでは場所を移しましょう。エミリーさんたちを交えて、説明させて頂きたいことがございます」

　そう言われ、カナタはクリスとともにさらに地下へと続くエレベーターで、第一人工空島メガフロートの最深部へ。そこには闘とう技ぎ場に匹ひつ敵てきするほどの広さの、四方に充じゆう分ぶんな奥行きのある空間が広がっていた。こちらも地下都市同様、壁面は強化素材で覆われ、照明設備が充じゆう実じつしている。

「こちらは現在、鍛たん錬れん場として使われています。当初は医い療りよう品や食糧品の備び蓄ちくコンテナがあったのですが、防衛戦力の強化のためにそれらを運び出して利用しています」

「簡単に言ってるけど、それってかなりの重労働だったろ。不満は出なかったのか？」

「それはありましたが、強引に推進した人物がいて……」

　クリスが言葉を濁にごすと、後方でチンと小気味のいい音がした。カナタとクリスが振ふり向くと、エレベーターのドアが開き、白い紙かみ袋ぶくろを抱かかえた少年が少女と口論しながら歩いてくる。

「ほら、カナタ君たちのほうが先に着いてしまっているじゃないか。エミリーさん、どうして僕が眼を離はなすと、キミはすぐにいなくなってしまうんだ」

　教皇の近この衛え。鳶とび色の瞳ひとみに金きん髪ぱつの美少年──リバー・エンディケウスが唇くちびるを尖とがらせた。その視線の先には、ボルドーのジャケットを羽織っているがボタンはかけておらず、中にワイシャツを着こんでいるが第五ボタンしかかけていないため、胸むな元もとがはだけ、ピンク色のブラが覗のぞいている少女の姿があった。

「あっれー。リバーちゃんが、わたしの傍から勝手にいなくなっちゃったんじゃないの？」

　一見軽けい薄はくそうだが、妖よう艶えんで底知れぬ、奥深い輝かがやきを放つ緑色の瞳をした少女──エミリー・ウィットベルンが、陽気に恍とぼけてみせた。

「そんなわけないでしょう。僕を使いっぱにしてチョコパイを買わせている間に、あなたが勝手にいなくなったんです」

「あー、そういえばそうだったかも。でもほら、わたしって立場上、街中を一人で自由に歩き回れないっていうか、色々と苦労もしてるわけよん。だから久しぶりの街中で、つい盛り上がっちゃったっていうか」

　軽い調子で言い訳をしながら、エミリーが尋たずねる。

「それで、例の店のチョコパイを買って来てくれたの？」

「僕に対するお詫わびよりチョコパイが先ですか……。はい、これです」

　そう言って、リバーが白い紙袋を手渡した。エミリーがごそごそと紙袋の中を漁あさり、さくさくのパイ生地をぱくりと口にする。

「うん、おいしい！　中身がミルクチョコだから、他のチョコパイとはまろやかさが違ちがうのよね。ほらリバーちゃん、わたしの食べかけ、ほ・し・い？」

「要いりませんよ。いつまでも僕を子分扱あつかいして、からかうのはやめてください」

「ふふーん。わたしより弱いうちはいつまでも子分だぞ？」

　リバーをからかったあと、エミリーはおいしそうにチョコパイを齧かじった。途と端たんに甘美な表情を浮うかべ、

「お菓か子しを食べると明日あしたへの活力が湧わいてくるのよねん」

　幸せ一色でチョコパイを堪たん能のうするエミリーは、シリアスや真ま面じ目めとは無む縁えんらしい。そんなエミリーのもとへ、カナタが無言で歩み寄った。

　さすがのカナタ君もエミリーさんの破は天てん荒こうさの前に我が慢まんできないみたいだ、とエミリーが[image: しか]しかられる展開を望むリバーの前で、

「そんなに旨うまいなら、俺にも喰くわせてくれよ。そのチョコパイ」

　あっさりとエミリーの手からチョコパイを取り、カナタは自らの口へ運ぶ。

「カ、カナタ君……っ!?」

「きゃあっっっ!?　間接キッスだ……っ!?」

　驚きよう嘆たんするリバーと、頰ほおに手を当て喜んでみせるエミリー。

「うん、本当に旨いじゃんかこれ」

「でしょでしょ。久しぶりに食べたけどさ、やっぱりこれ、おいしいわよねん」

「……………………」

　人ひと懐なつっこい笑みを零こぼすエミリーを、カナタは眼を細めて見つめていた。

「どうかしたのん？　もしかしてわたしに見み惚とれちゃった？」

「……いや、お前とは初めてあった気がしないなって」

　ずっと前に一度どこかであったような気がした。

　傍らで見守っていたクリスが説明する。

「カナタさん。まだ詳しい説明はしておりませんが、お二人は《ベベル》に来る以前に、一度出会っているのです。もちろん、カナタさんのご記き憶おくには残っていないのですが」

「ふーん。ま、俺の中にあった呪力っていうくらいだから、そうなんだろうな」

　そう。この陽気なエミリー・ウィットベルンという名の少女こそ、カナタの呪力そのものなのだ。

「はい。彼女はいまから半年以上前、魔ま甲こう蟲ちゆうとの戦せん闘とうで傷ついたカナタさんを助けた者でもあります。そしてカナタさんに呪力を譲じよう渡とした張本人です」

「そうなのよん。張本人でーすっ！」

　説明を聞きながら、エミリーは腰こしに手を当て、陽気に胸を張ってみせる。

　本当に軽い奴やつだな、とカナタは思う。なおもクリスの説明が続く。

「狂きよう乱らん状態に陥おちいったカナタさんを救うために、カナタさんの中にある呪力をわたくしの術式で顕けん在ざい化させました。いまは、本来の呪力の持ち主である、エミリー・ウィットベルンさんの肉体を象かたどっています」

　あらためて説明するのには、何か理由があるのだろう。

　気を引き締しめて、カナタが問う。

「さてと本題に入ろうぜ。……俺はここでなにをすればいいんだ？　やるべきことがあるからこそ、この場所まで連れて来たんだろ」

　その瞬しゆん間かん、突とつ如じよとして場の雰ふん囲い気きが凍こおった。

　何か言おうとリバーが口を開きかけたとき、クリスの淡たん々たんとした声が聞こえる。

「ええ。貴方あなたにはこれから三日以内に、なさなければならないことがございます。そしてそれをなさなければ、貴方は死ぬことになります」

「ふーん、俺が死ぬんだ。そんでさ、何をしなくちゃいけないの？」

　冗じよう談だんなど微み塵じんも赦ゆるさぬ険しい表情で、クリスが答える。

「エミリー・ウィットベルンを殺すことです」

　静かにカナタがエミリーへ視線を戻もどす。するとエミリーは「ぶい」と快活にブイサインを出し、からからと笑ってみせた。







　　　第一章　命の選せん択たく







　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。第一人工空島メガフロート。

　アリエスの離り宮きゆう。謁えつ見けんの間。

　あいつ、いったいなに考えてるんだろうな？

　エミリー・ウィットベルンという名の、やけに能天気な少女の姿を脳のう裏りに浮かべ、カナタはうーんと首を捻ひねっていた。

　カナタが殺す相手として紹しよう介かいされたにもかかわらず、まさかブイサインを出して笑ってみせるとは。その後もカナタと一いつ緒しよに肩かたを組んで記念写真を撮とろうと言い出したり、カナタと戦うという説明を受けても、「殺したいなら殺せばいいじゃないのよん」と平然と言い放ったり、見ている限りでは頭のネジが吹ふき飛んでしまっている様子だ。

　どうもやり辛づらい相手だなー、とカナタは頰ほお杖づえを突つき考え込む。そんなとき、

「聞いていますか、カナタさん」

　つぶらな瞳ひとみをした金きん髪ぱつの幼女──アンネローゼ・サザーランド・ベベルに声をかけられ、カナタははっと我に返った。

「わりー。少し考え事をしてた」

「もう、いま大事な話をしてるんですよ。ちゃんと聞いてくれないと困ります」

　テーブルを挟はさんだ向かいから、せいぜい十歳程度の幼い顔立ちのアンネローゼが、呆あきれたように注意してくる。彼女の正確な年ねん齢れいは不明だが、声帯や口調まで本当に幼女そのものだ。

　これで教皇という肩かた書がきさえなければ、カナタは本当に聞く耳を持たなかっただろう。

　アンネローゼから急な呼び出しがかかったのは、地下鍛たん錬れん場でエミリーを殺す理由について、クリスから説明を受けている最中のことだった。

　本来ならば、アンネローゼによる事情説明は、エミリーの件の説明より先に行われるはずだったが、予定が狂くるっていた。というのも、ベッドに臥ふすカナタのもとに挨あい拶さつに来たアンネローゼが重大な説明をしようとした際、アンネローゼに来客の報しらせがあったからだ。

　アンネローゼとリバーが辟へき易えきした貌かおをしていたことから、その来客が相当な厄やつ介かい者ものであることは間違いない。それ以上カナタには知る由よしもなかったが、アンネローゼは来客への対応のため、カナタへの事情説明を先延ばしにしていたのだ。

　ちなみにエミリーは、長い説明を聞くのが面めん倒どうくさいと言って、地下鍛錬場に残っている。

「では、続きを説明しますよ。ちゃんと聞いてくださいね。最後まできちんと聞いてくれたら、頭を撫なで撫でしてあげます」

　にこっと微笑ほほえむアンネローゼを見やり、カナタは一いつ旦たん頭を切り替かえる。

　先程から脳裏に渦うず巻まく、エミリー・ウィットベルンを殺すという課題から、眼前の幼女教皇の話に意識を傾かたむけようとした。

「べつに撫で撫でなんてしてほしくねーんだけど。だってさ、あんたの見た目で撫で撫でされるなんて、なんつーか俺が犯罪者みたいじゃん」

　その発言の意図を理解し、慌あわててリバーが咎とがめる。

「こ、こらカナタ君っ!?　たしかに教皇陛下アークビシヨツプは幼女体型だけど、ちゃんと敬語を使わないか……っ!?」

「……リバーさん、幼女体型で悪かったですね」

　こめかみのあたりを引きつらせたアンネローゼに告げられ、リバーが青ざめる。

　この場にはリバーに加えクリスもいるのだが、彼女はカナタを理解している為ため、これといって咎めようとはしなかった。

　むろん、アンネローゼが見た目通りの年齢のはずがない、とカナタは踏ふんでいた。おそらくは魔ま力りよくによる代謝操作で若さを装っているのだろう。

「んっ、誤解があったみたいだな。いちおう教皇陛下アークビシヨツプを尊敬はしてるよ」

　不意にカナタが椅い子すから立ち上がり、アンネローゼのもとまで歩み寄る。それからリバーから借りたズボンのポケットをがさがさと漁あさり、白い包み紙を取り出す。《ベベル》で前夜祭のときに着ていたタキシードの中にあったものだ。

「ほらこれ、レモンキャンディー。俺の教え子の手作りだから旨うまいよ」

　お菓子作りが趣しゆ味みの教え子がくれた残りを、アンネローゼへ手て渡わたした。

「カ、カナタ君っ!?　キミの前にいるのは、浮遊都市連合の最高責任者であり、人類の全権代理者たる教皇陛アークビシヨツ──」

「わあー、ありがとうございます……っ！」

　咎めるリバーの言げんを遮さえぎったのは、他ならぬアンネローゼ当人だ。彼女は太陽のように明るい笑みを綻ほころばせながら、包み紙を剝むき、中にあったレモン色の飴あめを口の中に放り込んだ。

「ア、教皇陛下アークビシヨツプっ!?　もう少しお立場というものを弁わきまえてください……っ!?」

「いいじゃないですか、美お味いしいですよこのレモンキャンディー。リバーさんもおひとつどうですか？」

「……けっこうです」
















　どこか呆れたように返事をするリバー。はあー、エミリーさんといいカナタ君といい教皇陛下アークビシヨツプといい、なんで僕の周りには常識が通じない人が多いんだろ、とリバーは内心で嘆なげいた。

「話を戻します。わたしから直接あなたに説明したいのは、わたしたちのいまの状じよう況きようについてです」

　カナタが席に着くと、アンネローゼが説明を再開した。

「先日、あなたは《崩ほう力りよく》の使い手と戦ったそうですね」

「ああ」

　アンネローゼが《崩力》という単語を口にしても、カナタの表情に特段の変化はなかった。

「じつはあなたが戦った相手は、人間ではありません。人型魔ま甲こう蟲ちゆうです」

「ふーん」

「あら、あまり驚おどろかないんですね」

「ま、可能性の一つとして考えてたからな」

　人類社会を揺ゆるがす事実をあっさり受け止め、カナタが尋たずねる。

「質問があるんだけど、そもそも魔甲蟲ってなに？　人型魔甲蟲とか魔力も使える個体もいるじゃん。それと……呪じゆ力りよくを使えた俺も人型魔甲蟲になるの？　そういうことについて説明してもらえる？」

「そうですね。まず魔甲蟲とはなにかという問いについてですが、この世界へやってくる異世界からの侵しん略りやく者という認識でいいでしょう。魔甲蟲は原種と変キ異メ種ラに分かれます。そして人型魔甲蟲は、広義の変キ異メ種ラとでも捉とらえてください。最初の質問については以上になります」

　それだけか？　とカナタは眉まゆを顰ひそめる。

　魔甲蟲とはなにか？　人型魔甲蟲とはなにか？　カナタの問いの根幹には、一切触ふれられていない。新出の情報がないのだ。

　そんなとき、アンネローゼがそっと付け足す。

「ああ。それと説明しそびれていました。最初の答えの補足ですが、魔甲蟲は《ゲート》を通ってこの世界にやってきます」

「《ゲート》……？」

　そういえばレクティとブレアが、《ベベル》で調査した資料の中に、《ゲート》という単語が記き載さいされていた。

「ええ。簡単に言うと、魔甲蟲が生まれ出いづる門のことです。《ゲート》はそれをくぐる存在に対して、火ひ種だねとなる特別な呪力を与あたえると同時に、この世界の人類に対する深い憎にくしみである呪じゆ怨おんを植え付けます。呪怨を植え付けられた存在は、常に己おのれの心の闇やみと向き合わねばならず、絶えず呪力の囁ささやきに晒さらされることになります。ちなみにカナタさんは、呪怨を受けずに呪力を宿した稀け有うな存在なんですよ」

「……………………」

「まだ色々と詳くわしい説明をすることができます。あなたがわたしたちの説明を聞き、今後も人類の為に協力してくれると約束できるなら教えましょう」

「……………………」

　そう嘯うそぶくアンネローゼの説明を聞き、カナタが沈ちん黙もくを保った。人類側の頂点に立つ人物だけあって、腹芸に長たけている。

　アンネローゼの真意がどこにあるかわからない以上、簡単に協力を約束するわけにはいかない。

「さて、では先程頂いたもうひとつの問いについてです。カナタさんが人型魔甲蟲であるかという点ですが、もうおわかりですね。《ゲート》をくぐっていないカナタさんは、人型魔甲蟲ではありません。わたしたちの基準で言えば、あなたは人間です。いまこの場に居る人型魔甲蟲は──」

「わたくしです」

　全員の視線が、クリスへと注がれた。

　人型魔甲蟲。すなわち、人類の天敵となる種族だ。ここにミソラたちがいれば、嫌いやでも緊きん張ちよう感が高まっていたことだろう。だが、ここに居るのは変わり種のカナタだ。

「ふーん。クリスって人型魔甲蟲なんだ」

　そう言ってカナタは再び席を離はなれ、今度はクリスのもとまで歩み寄る。そして紫むらさき髪がみの上から、クリスの頭をもじゃもじゃと触さわり始めた。

「な、なにを……っ!?」

　突とつ然ぜん頭をくすぐられ、困こん惑わくするクリス。

「んっ、人型魔甲蟲のことをよく知らないから観察。角つのとか生えてねーんだな」

「つ、角などっ!?　カナタさん、からかっておられるのですか……っ!?」

「いや、ふつー気になるじゃんか。だってさ、角とか生えてたらかっこいいし」

「……………………」

　カナタのことを理解したと思っていたクリスだが、まだ完全ではなかったようだ。

　席に着いたカナタが尋ねる。

「そんでクリスはどうして人型魔甲蟲の側じゃなくて、人類の側についたわけ？」

「……昔ある方と約束したのです。その方に有事の際は、わたくしが人類に味方すると。結果としてその方は亡くなられ、わたくしは人類の側につくことを決心しました」

　その言葉を口にするクリスは、どこか遠い眼をしていた。簡単に触れていいことではないことは、カナタにもすぐにわかった。

「念のためご説明いたしますが、人型魔甲蟲には個体差があり、魔力を持つ者と持たざる者がおります。わたくしは魔力を持っておらず、《崩力》を扱あつかえません。人類の側についたのは、戦うチカラを持たぬ人型魔甲蟲が大半です」

　クリスの説明を聞いて、カナタは頷うなずいた。

「あのさ。クリスが人型魔甲蟲っていうことはさ、幼おさな馴な染じみのエリスと、その兄のゼスも人型魔甲蟲ってことでいいんだな？」

「ええ。その通りです」

　クリスが肯定し、アンネローゼが説明する。

「エリス・ヴィーゲルトとゼス・ヴィーゲルトも間ま違ちがいなく人型魔甲蟲です。しかもゼス・ヴィーゲルトに至っては、人型魔甲蟲の指導者です」

　クリスと仲良しだったから怪あやしいとは思ったけど、やっぱりそうか。カナタが非人類勢力への理解を深める。

「《ベベル》に浸しん透とうしている人型魔甲蟲の目的は、人類の支配者になることです。そのために彼らは《ベベル》の要職に就つき、圧あつ倒とう的な権力を手に入れようとしています」

　いまのゼスの地位からすれば、それは目前かもしれない。彼より上の地位は、教皇ぐらいのものだろう。

「当初わたしたちは、ゼスに対し交こう渉しようを行い、融ゆう和わ案を提案しました。居住地の割かつ譲じようを条件に、わたしの庇ひ護ご下におくというものです。ですがゼスはこれを拒きよ否ひし、交渉は決けつ裂れつしました。わたしは浮ふ遊ゆう都市連合の責任者として、ゼス一派による《ベベル》の支配を阻そ止しするために動いています」

　交渉が決裂、ね。でも、クリスは人型魔甲蟲なのに教皇派についてるわけだろ。人型魔甲蟲……会長派は一枚岩じゃないってことなのか？

「交渉はどうして失敗したんだ？　教皇陛下アークビシヨツプとしてはわりと譲じよう歩ほしたと思うけど」

「その問いは、決裂したいまとなっては意味のないことです」

　詳しい説明を待ったが、アンネローゼの口から語られることはなかった。

　カナタに教えるつもりはないということだろう。まだ戦力として当てにならないカナタに教えられる情報には、限りがあるのだ。

《ゲート》や魔甲蟲の起源に関しても同様だろう、とカナタは思いながら、

「ふーん。ま、大体わかったよ。にしても《ベベル》を乗っ取ろうとするなんて、ゼスはやけにみみっちい手を使うんだな」

　衝しよう撃げき的な事実だが、カナタは冷静に物事を把は握あくしていた。

「リーゼリットのチカラを目まの当たりにしたけどさ、あいつが全力出したら《ベベル》そのものを破は壊かいできるじゃんか。でも、どうしてそうしないわけ？　それにゼスが人型魔甲蟲ってわかってんなら、そのことを告発すればいいだけじゃんか？」

「最初の問いに関しては、人型魔甲蟲の目的は人類の抹まつ殺さつではなく、人類の支配者になることにあるからです。人型魔甲蟲はわたしたち人間と同じように呼吸をし、食事をします。ゆえに、生命活動を維い持じするための生活基き盤ばんを必要とするのです。そして次の問いに関してですが、ゼスの告発はできません」

「理由は？」

「幾いくつかありますが、ゼス……ヴィーゲルト評議会会長の権力が大きすぎるからです」

　アンネローゼは淡たん々たんと事実だけを述べる。

「わたしが教皇の名を以もって、ヴィーゲルト評議会会長を人型魔甲蟲であると告発すれば、彼の配下の人型魔甲蟲だけでなく、彼を信しん奉ぽうする一般の人間たちも教皇わたしへの大逆を企てることが考えられます。市し井せいではそれだけ、ヴィーゲルト評議会会長への信しん頼らいが厚いのです。ヴィーゲルト評議会会長は対魔甲蟲戦での多大な実績がありますから、座して敬われるだけの教皇と違ちがい、一部空士を始めとする関係者からも絶大な支持を受けています。人類同士の内乱を《ベベル》で行うことは避さけなければなりません」

　ゼスは対魔甲蟲戦で多大な戦果を挙げた実力者だ。象しよう徴ちようとしての教皇より、眼に見える戦功を挙げた実力者であるゼスに、感かん銘めいを受ける空士もいることだろう。

　この世界は常に不条理な敵──魔甲蟲に対たい抗こうする強さが必要なのだから。

　教皇を信奉する空士と、武力を持つゼスを信奉する空士。この二つが争うようなことがあれば、人類に未あ来すはない。

「でも、教皇陛下アークビシヨツプは人型魔甲蟲を排はい除じよする方針なんだろ」

　アンネローゼの話を整理しながら、カナタが言う。

「なら教皇陛下アークビシヨツプの側に《崩力》か、それと同等の戦力があることを、会長派を支持する連中に示さなくちゃならない。どちらに世界を統治するチカラがあるのかを。でも《ベベル》の空士は要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市に派は遣けんされてるから、《ベベル》本体には主要な戦力がない。しかも、会長派に武力を示じ威いする機会もだ。これら二つの条件を満たす機会はっつーと……もしかして──」

「ええ。そのための空戦武踏祭エリアルソードです」

　カナタの不敵な眼まな差ざしを受け止め、アンネローゼが言う。

「『世界創世の真実』を明らかにすると、わたしの名を以もって告知したのは、各学園浮遊都市の興味を誘さそうのが目的ではありません。本当の目的は、ゼスに対しての挑ちよう戦せん状だったのです」

　さすが教皇といったところか。カナタは聞き役に徹てつすることにした。

「《ベベル》の代表小隊は、ゼスの手の者たちで構成されています。おそらくその代表小隊が空戦武踏祭エリアルソードで優勝した際に、ゼスはこの世界へ甚じん大だいな影えい響きようを齎もたらす行動を起こすでしょう。それが何なのかは、わたしにもわかりません。仮にその時点でゼスたちは人型魔甲蟲であると告発したところで、空戦武踏祭エリアルソードで圧倒的なチカラで優勝する人型魔甲蟲の姿を目の当たりにした人類が、なおも戦い続けることができるかどうかも確信が持てないのです」

「…………………」

「逆に空戦武踏祭エリアルソードで《ベベル》以外の代表小隊が勝利すれば、それは人類にとって希望の光となります。いずれにせよ、わたしが空戦武踏祭エリアルソードの開かい催さいを決意したということは、人類と《ベベル》に巣食う人型魔甲蟲とが決戦を行うということです」

　そこには断固とした決意があった。

「わたしはゼスたちによる暗殺を恐れ身を隠かくしておりますが、空戦武踏祭エリアルソード決勝には姿を現さなければなりません。その場でゼスはおそらくわたしの命すら狙ねらってくることでしょう。すなわち、空戦武踏祭エリアルソードは祭りではなく戦争なんです。そしてわたしはこの戦争に勝利するために、あなたの協力を必要としています」

　その〝あなた〟が、いまのカナタを指す言葉でないことはすぐにわかった。いまの彼には、世界の理ことわりを崩くずすチカラどころか、呪じゆ力りよくすら扱えない。

　このタイミングで、カナタは初めて腕うでを組んだ。そして考え込む仕草をみせる。

　今まで衝撃的な事実を幾つも耳にしたカナタが、この段で考え込む。この世界の人類を護まもる戦いへの協力を要よう請せいされているのになぜ？　その異常さを、カナタをよく知るクリスだけが感じ取っていた。

　空士としては、ここは承しよう諾だくの返事をするべきなのだ。魔ま甲こう蟲ちゆうから人々を護る。それがこの世界における、空戦魔導士の存在価値なのだから。

　空士のなんたるかをよく理解しているカナタがなぜ腕を組むのか？　このときのクリスにカナタの胸中など知りようもなかった。

「それで、仮に俺が《崩ほう力りよく》を完全に扱いこなせるようになったとしたらさ、あんたたちは俺にどうさせたいわけ？」

　ようやくカナタが口を開いた。だが、教皇への協力に関することではない。

「人型魔甲蟲を含ふくめ、この世界に集つどう全ての魔甲蟲を殲せん滅めつします。その尖せん兵ぺいとして、あなたには活かつ躍やくしてもらいたいのです。もちろん『世界創世の真実』についてもお教えいたします」

　それを聞き、カナタは再びうーんと考え込んだあと、あらぬことを口にする。

「あのさ、返事は保留でいい？」

「ほ、保留だってっ!?　カ、カナタ君、キミは自分が何を言っているかわかっているのかい……っ！」

「うん。返事は保留って言ったんだけど」

　怒いかりでわなわなとリバーが震ふるえだす。だが、激情に駆かられた彼が口を開くより先に──

「ええ。いきなりこんな話を聞かされて、理解が追いつかないのも当然でしょう」

　アンネローゼが素早く場を収めようとする。

「お返事はまたあらためて伺うかがわせてください。……わたしからカナタさんに伝えたいことは以上です。カナタさんも幾つか聞きたいことがあると思いますが、詳くわしい話は──クリスさんからお願いします」

「ア、教皇陛下アークビシヨツプ……っ!?」

「かまいませんリバーさん。では、今日のところはこれでお開きとしましょう」

　そう言われたあと、カナタとクリスは謁えつ見けんの間から退室を赦ゆるされた。

　教皇と二人っきりになる。

　すると、リバーが心配そうに尋たずねる。

「よろしいのですか教皇陛下アークビシヨツプ？　カナタ君にきちんと協力をとりつけなくて」

「今日のところはこれでよしとします。色々なことが起こり過ぎて、カナタさんも整理がつかないのでしょう。リバーさんには、カナタさんが確実にチカラをつけられるように、監かん視しとサポートをお願いします」

「畏かしこまりました、教皇陛下アークビシヨツプ」

「まだ何かありますか？」

「……ええ。カナタ君にはまだ説明していない事情がありますよね。特に、人類と人型魔甲蟲の交渉が決裂した理由は、きちんと説明しておくべきだったのでは？」

　交渉は、ただ決裂したのではない。

　ゼスによって一方的に打ち切られたのだ。

　それも考えうる限り、最悪の形で。

　ゼスに付き従う者たちには、交渉打ち切りの真実を知らない者もいる、とクリスから話を聞いている。教皇による宣戦布告を受けた、とゼスは仲間うちに喧けん伝でんしていたらしい。

　きちんと話し合えば、戦わなくてもいい敵なのかもしれない。

　だが、すでに戦いは始まってしまっているのだ。

　流れてしまった血を戻もどすことはできず、この戦いを終しゆう焉えんに導くには敵を全て滅ほろぼすほかない。

「問題ありません。どうせ血ち塗ぬられた道です、免めん罪ざいなど請こいません」

　真実を伝えず、しかし信念があるゆえに、アンネローゼが毅き然ぜんと言い放った。







　アリエスの離り宮きゆう。正門前。

「つまり地下都市に住んでる連中っていうのは、古くから教皇陛下アークビシヨツプに仕えてたり、人型魔甲蟲の存在に気づいた人間たちってことか」

　離宮のある高台から白い街並みを見み渡わたし、カナタが言った。

「はい。真実に気づいたまま放っておくと、いずれ会長派に処理されますから」

　返事をしたのはクリスだ。

「《ベベル》の七番街に、人の気配がなかったのを覚えておりますでしょうか？　あそこに住んでいた者の多くはここにいます。ですが、全てではありません」

　残りは、会長派に消されたということだ。

《ベベル》では人の生と死が渦うず巻まいているな、とカナタは思う。

　人型魔甲蟲という『敵』との諍いさかいが絶え間なく続き、犠ぎ牲せい者が後を絶たない。そして常に『命の選せん択たく』にさらされている。

　自分が殺されるか、魔甲蟲という括くくりの限りなく人間に近い存在を殺すか。

　カナタに課せられた『エミリー・ウィットベルンを殺せ』という命題がまさにそれだ。エミリーを殺さなければ、カナタが死ぬことになる。

　自分と相手の、どちらを助けるのか？

　こういう判断はどうも苦手だな、とカナタは思う。

　老人と赤ん坊ぼう。家族と恋こい人びと。常にどちらか一方しか助けられない状じよう況きようで、どちらを助けるべきなのか。前者なら、赤ん坊を選ぶ人が多いかもしれない。赤ん坊には将来がある。だが、家族と恋人ならどちらを助ける？　その理由は？

　そこに沈ちん黙もくは赦されず、必ず答えを出さなければいけないとしたら……どちらを助けるのが正しい？　そもそも命の価値とはなんだ？

　カナタに求められるのは、そういう類たぐいの、安っぽい正義感や勧かん善ぜん懲ちよう悪あくに縛しばられない、倫りん理りを超こえた究極の選択だ。そこには正解もなければ、間ま違ちがいもない。選択した先にあるのは、取り返しのきかぬ、純然たる結末だけだ。

「あのさクリス。そういえば色々あってお礼を言いそびれてたけど……」

　ふと思い出し、カナタが口にする。

「リーゼリットとの戦いで暴走した俺を助けてくれたのは、お前だってな。ありがと」

「いえ、どうということはございません」

「へっ、クリスは本当に謙けん虚きよだな。いい奴やつだよ」

　そう言ってカナタは市街地を見渡しながら、ごく自然に尋ねる。

「でも、お前はエリスと敵対する立場なんだろ。もしエリスがお前の命を奪うばいに来たら、お前はエリスを殺せるか？」

「そ、それは……」

『命の選択』が求められているのは、クリスも同じだ。

　詳しくは知らないが、クリスは会長派ではなく、教皇派についた。つまり、彼女は同どう胞ほうである人型魔甲蟲と戦う立場にあるのだ。

　自分の信念のために友を殺せるか？　カナタの質問を要約するとそうなる。

「俺はさ、どうしようかなってまだ悩なやんでるんだよね。でもさ、いまのままじゃダメってことはわかってる」

「……カナタさん。貴方あなたはいったい……」

　その静かな問いかけは、平へい穏おんな空気に溶とけるように消えた。クリスがカナタを見つめ、おもむろに口を開こうとしたとき、

「やあ、待たせたね」

　アンネローゼと話し合いを終えたリバーが正門に姿を現した。リバーは妙みように距きよ離りが近いカナタとクリスに気づき、

「どうしたんだい？　二人で見つめ合って？」

「なんでもねーよ」

「そうか。ならエミリーさんが待つ地下鍛たん錬れん場へ向かうよ」

　と。敷しき地ち内にあるエレベーターから地下へと向かおうとした矢先のことだ。アリエスの離宮の中から一人の男がやってきた。

「貴様が、カナタ・エイジか」

　髭ひげを生やしたオールバックの中年男性が、品定めするようにカナタを見てくる。《ベベル》の正装を纏まとうその人物に気づき、クリスが会え釈しやくをした。

「ダンベルクール様、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「クリスティーナ・バルクホルンか。穢けがれた存在がなれなれしくわたしに口を利きくな」

「慎つつしんでください、ダンベルクールさん」

　そう咎とがめたのは、リバーだ。

「クリスティーナ・バルクホルンは教皇陛下アークビシヨツプ御おん自みずからが賓ひん客きやくとして招いた方です。あなたが考えているような下げ賤せんな輩やからではありません」

「黙だまれ、ハルトマンの息子むすこ。そもそも貴様らが安全管理を怠おこたり、《ベベル》に人型魔ま甲こう蟲ちゆうの浸しん透とうを赦したのが発ほつ端たんだろう」

「ゼスを評議員に迎むかえるのは、あなただって賛成していたでしょうに」

　口論が勃ぼつ発ぱつしかけたそのとき、カナタはようやく口を開いた。

「あのさ、クリス。この偉えらそうなおっさん、誰だれ？」

「カ、カナタさんっ!?　こちらの方は、かつて評議員を務めていたジャミラ・ダンベルクール様ですよ……っ!?」

　泡あわを喰くってクリスが説明した。ジャミラ・ダンベルクールは、大規模なエネルギープラント製造会社を世せ襲しゆうで受け継ついでおり、その影えい響きよう力の高さを買われ、評議員に抜ばつ擢てきされていたらしい。ほんの少しだけ魔ま力りよくを有ゆうし、現役当時の謳うたい文もん句くは『わたしにも空士の気持ちが理解できる』とのことだ。

　カナタは怪け訝げんそうに眼を細めて、ダンベルクールを見やり、

「元評議員ね。……で、そのダンベルクールさんが俺に何の用なの？」

「貴様の噂うわさについては、わたしも耳にしている。あの忌いまわしき人型魔甲蟲どもと、互ご角かくに渡わたり合えるチカラを持つそうだな」

「ま、そのチカラもいまは完全じゃないんだけどね」

「ならチカラを完全なものにしたあとは、教皇陛下アークビシヨツプのもとを離はなれわたしのところへ来い。わたしが貴様に、チカラの使い方について教えてやる」

「チカラの使い方って？」

「《ベベル》に巣食う化け物どもを駆く逐ちくする方法だ。教皇陛下アークビシヨツプは手をこまねいておられるが、第九人工空島メガフロートで空戦武踏祭エリアルソードが開かれているいまが好機だ。第九人工空島メガフロートにいる人類勢力の警けい戒かいに人員を割さかなければならない以上、いまならヴィーゲルト邸ていを突つく隙すきができる。化け物どもに眼にものみせてくれる」

　第九人工空島メガフロートに集つどった人類勢力に対し、人型魔甲蟲も警戒せざるを得ないというのが、ダンベルクールの持論らしい。なるほど。空戦武踏祭エリアルソード参加者の中に、教皇の息がかかった人材がいれば、ゼスたちの意表を突く動きができるかもしれない。

　見た目に反してしたたかなアンネローゼなら、極ごく秘ひ裏りにそういう計画の一つや二つ進めていることだろう。

　だが、このタイミングでの強きよう襲しゆうはアンネローゼの方針に反するはずだ。強きよう硬こう派であるダンベルクールの思惑を聞きながら、カナタは飄ひよう々ひようと言う。

「ふーん。でも、あんたが思い描えがいてるように上う手まくいくとは思えないけどね。発想が素人しろうとじみてるよ」

「は、発想が素人じみてるだとっ!?　貴様、わたしを誰だと思って……」

「ダンベルクールさんでしょ、元評議員の。そんであんたが戦おうとしているのは、対魔ま甲こう蟲ちゆう戦で多大な戦果を挙げて評議会入りを果たしたゼス・ヴィーゲルト。はっきり言うけど、その計画にいったい何人の空士が従うの？　あんたさ、後ろからの声は大きいけど、いざというときは保身に走るタイプでしょ。なんつーかさ、人望なさそうなんだよね」

「貴様、いくら教皇陛下アークビシヨツプの賓客とはいえ、口の利き方に気をつけろ……っ！」

「カ、カナタさんっ!?　行きますよ……っ!!」

　慌あわててカナタの腕うでをとり、クリスがその場をあとにする。

　まだ怒おこりたりないといった表情をするダンベルクールを背に、カナタは飄々とした表情を崩くずさない。

「正直、少しだけすっきりしたよ」

　遅おくれてついてきたリバーが言った。

「さてとカナタ君。気を取りなおして、エミリーさんが待っている地下鍛錬場へ行くよ」

「その前にさ、かるく街中を見て回りたいんだけど。この街にいるっていうクリスの同胞にも会ってみたいし」

「ダメだよカナタ君。いまのキミには、時間的余よ裕ゆうがあまりない。エミリーさんは強いし、倒たおし方を考える必要がある」

「仕方ねーなー」

　しぶしぶといった様子で、カナタは地下へのエレベーターが設もうけられた小屋へと向かう。

「そういやさリバー、空戦武踏祭エリアルソードの情報とかは入ってない？　今日は空戦武踏祭エリアルソード初日のはずだろ。ミソラたちのことを知りたいんだけど」

　負傷したカナタと別れ、ミソラたちは空戦武踏祭エリアルソード本戦最初の課題である、第九人工空島メガフロートでのバトルロワイアルに臨のぞんでいるのだ。

「外部との通信が赦ゆるされるのは、教皇陛下アークビシヨツプと一部の者だけなんだ。空戦武踏祭エリアルソードの進しん捗ちよく状じよう況きようは不明だけど、無事に終わると考えない方が、精神衛生上いいことは確かだよ」

「ま、そうだろうな」

　エレベーターの小屋に入る直前。カナタはふと足を止め、眩しい地下都市の天てん井じようを見上げた。

　ミソラ、リコ、レクティ、ユーリ、ブレア……頑がん張ばれよ。おそらく大波乱の最さ中なかであろう教え子たちの名を胸中でつぶやいたあと、カナタはエレベーターに乗った。







　第一人工空島メガフロート。地下鍛錬場。

　リバーとクリスが口をぽかんとあけ、カナタでさえも訝いぶかしげな貌かおをしている。そんな彼らの視線の先には、なぜかバスタブで入浴中のエミリーの姿があった。

　どうやってかは知らないが、バスタブと付ふ随ずいするカーテン設備を、鍛錬場へと運びこんだらしい。

「あら、待ってたわよん。カナタちゃん」

　のんびりと湯に浸つかりながら、妙に艶つやっぽい声をかけられる。ふわふわとした泡あわ風ぶ呂ろからは、エミリーのやたら色っぽい生足が覗のぞいていた。

　こいつ、本当に能天気な奴だな……とカナタは心底思う。まあそれも個性かと彼は受け入れつつあるが、傍かたわらにいるリバーが呆あきれたように咎める。

「エミリーさん、その恰かつ好こうは待っていたではなく、くつろいでいたの間違いじゃないですか？」
















「やーね。くつろぎながら待っていたのよ。わたしだけやることなくて、暇ひまだったんだもの。それに仮かり初そめとはいえ、久しぶりに肉体を得たのよん。お風呂に入って、ゆっくりしたいじゃないの」

　そう言って、エミリーがバスタブを出て、恥はずかしげもなくあられもない姿を晒さらしてくる。

「ふふっ、わたしに見み惚とれちゃった～？　お姉ちゃんと一いつ緒しよにお風呂に入りたいのかしらん？」

　挑ちよう発はつ的かつ扇せん情じよう的なエミリー。リバーが「く……っ！」と困こん惑わくして眼を逸そらし、カナタは、こいつもミソラみたいにお馬ば鹿かなのかな、と言うかのように眼を細めた。

　にやりと口元に笑みを浮うかべたエミリーが、さらに男性二人をからかおうとした矢先。貌を真っ赤にしたクリスが足早に近づき、

「エミリーさん、お戯たわむれが過ぎます……っ！」

「えっ!?　ま、待ってクリスちゃん……っ!?」

　クリスはエミリーの腕を摑つかむと、バスタブの中へと押し戻もどし、カーテンをチカラ一いつ杯ぱい閉めた。その直後「ちょ、ちょっとクリスちゃん。お姉ちゃんも久しぶりにこの地下都市に来たせいか、ついついハメを外しすぎちゃって……」「エミリーさん、貴方はわたくしの姉ではございません。そんなことより、早く着き替がえたらどうですか？」「ク、クリスちゃん。眼、眼が本マ気ジっぽい……っ!?」などと、エミリーと堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしいクリスとのやり取りが聞こえてきた。

　それから数分後、クリスに絞しぼられたエミリーが、しょんぼりとした様子で、カナタたちの前に現れた。情熱的な色合いのボルドーのジャケットが、心なしか色いろ褪あせて見える。その傍らでは、むすっとしたクリスが控ひかえていた。

「エミリーさん、あなたがカナタさんに呪じゆ力りよくとして干かん渉しようなさっていたとき、悪あく影えい響きようを与あたえていないか心配ですね」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだってクリスちゃんっ!?　わたしはそこまで有害なことはしないわよん……っ!?」

「……本当でしょうか」

　軽かる弾はずみなエミリーの言葉は、信用が足りないらしい。

　これから殺し合いするのに緊きん張ちよう感ないなー、とリバーは思う。そんな最中、

「さてと、じゃあ命をかけて殺やり合いましょっか」

　微笑ほほえみかけてくるエミリーを見やり、カナタはぽりぽりと頭の後ろを搔かいた。

「あのさー、なんで俺とあんたが戦わなくちゃならないんだっけ？」

「あっらー、もしかしていまさら戦うのが怖こわくなっちゃったの？」

「べつに怖くなったわけじゃなくて、理由を確認したいんだよ。こっちに来て色々あってさ、頭の中こんがらがっちゃって」

「そうですね。大事の前に、一いつ旦たん情報を整理するのが、筋というものでしょう」

　カナタの言げんを受け、クリスが説明する。

「先の戦せん闘とうで、変キ異メ種ラの呪力にカナタさんが侵食された際、カナタさんは呪力が安定しない中で、《崩ほう力りよく》を発動しました。その結果、カナタさんの体内にある二つの呪力が相そう互ごに干渉して暴走し、カナタさんは狂きよう乱らん状態に陥おちいり、破は壊かい衝しよう動どうに駆かられました」

「ああ、そういう経けい緯いだったよな」

　狂乱したときの記き憶おくは曖あい昧まいだ。ただ、ミソラのお陰かげで、あの状況を切り抜ぬけられたことは覚えている。

「《ベベル》の地下でわたくしが出くわしたとき、カナタさんは重じゆう篤とくな状態にありました。カナタさんの体内には、粒りゆう子し状のエミリーさんの呪じゆ核かく──呪力を司つかさどるコアの部分が存在していたのですが、それが思念体であるエミリーさんの制せい御ぎよ下になかったのです。変キ異メ種ラの呪力と干渉し合った結果、完全に暴走していたようです。そこでわたくしは応急処置として、カナタさんの肉体からエミリーさんの呪核を分ぶん離りさせ、わたくしの術式をもちいて仮初めの肉体に定着させることで、事態の鎮ちん静せい化を図はかりました」

　相互に干渉し合う二つの呪力のうち、クリスはエミリーの呪力に強引に干渉。それをカナタの体外に摘てき出しゆつすることで、エミリーの呪力と変キ異メ種ラの呪力の鬩せめぎ合いを避さけたらしい。

　仮初めの肉体とは、エミリーの現在の肉体のことだ。どうやらクリスの呪力のサポートを受け、エミリーは肉体を構成、再構築したようだ。しかし如い何かに呪力とはいえ、扱う者がいなければただのチカラだ。仮初めの肉体を操あやつるエミリーの思念は、ずっとカナタの中に宿っていたらしい。

「結果として、カナタさんの体内に侵しん入にゆうした変キ異メ種ラの呪力は、カナタさんの免めん疫えき機構──抗こう呪じゆ耐たい性せいにより消しよう滅めつ。体外へ摘てき出しゆつしたエミリーさんの呪核も、ある程度落ち着きを取り戻し、カナタさんが狂乱状態に陥るのを阻そ止しすることに成功しました」

「ふーん。なんだかすごい話だな。つまりさ、いまのエミリーって、肉体全部が呪力で構成されてるわけだろ。そういえば、呪力で構成されている肉体って本物と全部同じなの？」

「ふふっ、カナタさんらしいですね」

　過去に肉体の滅ほろびを迎むかえたエミリーが、眼前に存在していることを、カナタはあっさり受け入れているようだ。

「ご質問についてですが、エミリーさんの肉体が完全に元通りというわけにはいきません。呪力で構築した肉体には、魔ま力りよくが宿らないのです。魔力とは肉体に宿る内なる事象干渉力──生命エネルギーに近いチカラですから、紛まがいものの肉体には宿りません。念のために、魔力と呪力との違ちがいについても、ご説明いたします」

　そう言って、クリスが丁てい寧ねいに説明する。

「魔力も呪力も、体内に宿る内なるチカラを指します。体内に宿る魔力には魔ま核かくが、呪力には呪核と呼ばれるエネルギー生成機関のようなものが備わっています。中でも呪力は魔力の上位互ご換かんとでも言うべきものであり、魔力より強力な事象干渉力として用立てることができます。教皇陛下アークビシヨツプの説明にあった『火種となる特別な呪力』も、空士の間で『黒こく晶しよう』と呼ばれる物質も『呪核』にあたります。もっとも呪核は形状が多様であり、必ずしも個体であるとは限りません。わたくしやエミリーさんには、粒子状の呪核が備わっております」

　区分が紛まぎらわしいが、呪核も広義では呪力に含ふくまれるものだろう。

「呪核の量は、人型魔ま甲こう蟲ちゆうごとに個体差はありますが、基本的に増やすことはできません。まれに増ぞう殖しよくすることがありますが、それはその者の欲よく望ぼうが溢あふれだし、チカラに吞のみこまれている場合です。例えば、レアルさんのケースですね」

　学園統とう括かつ長であるクリスも、レアルの一件は知っていたらしい。

「レアルさんの場合は、変キ異メ種ラの細さい胞ぼうを摂せつ取しゆすることで、呪核を強引に宿しました。ですがその方法では呪核を制御できず、呪力の囁ささやきに負け、深刻な異常をきたすことが判明しております」

「たしかにその方法は、無理があるな」

　摂取とは違うが、敵の変キ異メ種ラの寄生攻こう撃げきのせいで、カナタも強引に呪力を注ぎ込まれた経験がある。結果として狂乱状態に陥ってしまい、教え子たちに多大な迷めい惑わくをかけることになってしまった。

「それでは話を戻します。エミリーさんに関する事案についてですが、仮初めの肉体を構築して、解決というわけにはいきません」

　ここからが大事なようだ。

「変キ異メ種ラの呪力との鬩ぎ合いを避けることで、エミリーさんの呪核は一時的に鎮静化しました。ですが、それは完全なものではありません。僅わずかずつですが、いまもなおエミリーさんの呪核が暴走を──より多くの呪力を生み出そうと活性化し続けているのです。変キ異メ種ラの呪力と鬩ぎ合った反動といって差しつかえないでしょう。そしていまのエミリーさんに、この異常活性を止める術すべはありません。

　異常活性した呪核が生み出す呪力は、やがてエミリーさんの許容限界を超こえます。カナタさんが狂乱状態に陥った際は、過か剰じようなチカラを魔ま砲ほう剣けんで放出することで一時凌しのぎができました。ですが異常活性した呪核は、時限爆ばく弾だんのようなもので、いつ爆発的に呪力を集め出しても可お笑かしくないのです。ゆえに、エミリーさんの思念に代わる呪核の所持者を立てることで、異常活性を止めることが望まれています」

「あのさ、エミリーの思念に代わる呪核の所持者って……。エミリーの呪核の所持者は俺じゃなかったのか？」

「いいえ。カナタさんが扱っていた呪力は、エミリーさんの呪核が支配する呪力を借りたものだったのです」

　いままではカナタの中に呪核があって、カナタ自身が呪力を扱っているとばかり思っていた。だが厳密にはカナタの体に宿るエミリーの呪核が、エミリー思念体の意思により、呪力を集め、それをカナタに譲じよう渡としていたらしい。

　どうにも紛まぎらわしい話だな、と思いながらカナタは話を聞く。

「そもそもの始まりは、エミリーさんがまだ存命だった頃ころにあります。カナタさんとエミリーさんが出会ったときは戦闘中でした。そして戦闘収束時、エミリーさんは瀕ひん死しの重傷を負っていたのです。そこで……」

　続くクリスの話を聞き、カナタは瀕死の重傷を負ったエミリーが、呪核とともにカナタの中へ入り込んできたことを知る。そのエミリーは思念体となることで、これまでカナタの呪力の制御をサポートしてきたらしい。

　新事実を聞き、カナタは意外そうにエミリーを見る。だが、エミリーはからかうようにウィンクしてみせた。どうってことないわよん、とでも言うかのようだった。

「Ａ１２８小隊の戦闘報告書に眼を通したわたくしは、カナタさんの事情に察しをつけ、カナタさんの《ミストガン》帰き還かん後に、陰ながら監かん視しとサポートをしておりました。この世界の人間が呪力を宿すなど、前例がないことでしたので……。《ミストガン》に戻った当初は、エミリーさんの思念も不安定であり、カナタさんにも呪力の囁きが訪れたはずです。しかし致ち命めい的な状況に陥ることもなく、チカラの安定化については良好な経過を辿たどったと認識しております」

　口ぶりから察するに、クリスは本当に見守ってくれていたのだろう。

「もっとも本来ならば、カナタさんをわたくしたちの事情に巻き込むべきではなかったのです。カナタさんのことは呪力に適応した人間に留とどめ、経過観察で済ませるべきでした。どのような形であれ、裏の事情に巻き込んだことに関しては、慎つつしんでお詫わび申し上げます」

「べつに謝罪なんて要いらないよ。そんなことより、気になったことがあるんだけど」

　頭をさげるクリスを見て、カナタはふと尋たずねた。

「いまのエミリーは呪核を完全に制御できなくて、呪力の増加を抑おさえられないんだろ。だったら俺がエミリーの呪核を少しだけ譲渡してもらえば、エミリーは殺されることなく呪核を支配下におけて、俺も呪核を宿して呪力を扱えるんじゃないの？　それにさ、呪核を所持するのはべつに俺以外の人間だっていいわけじゃん」

「それは難しいです。まず思念体であるエミリーさんは、呪核を譲渡するほどの権限を所持しておりません。次に仮に僅かな量の呪核の譲渡に成功したところで、カナタさんが扱える呪力の量などたかが知れております。事実として、僅わずかな呪力でも《崩ほう力りよく》は生み出せます。ですが充じゆう分ぶんな呪力を持つ敵は、もっと多くの《崩力》を生み出せることになります。それでは、人型魔甲蟲相手に苦戦は必ひつ至しです。……加えて長い間エミリーさんの呪力とともにあったカナタさんには、チカラの流パ脈スのようなものが出来上がっており、他者と比べて呪核の定着率が高いのです。もっともそのことは、エミリーさんに何かあった際、真っ先にカナタさんが危険に晒さらされることを意味するのですが」

「ふーん。ずいぶんと事情が立て込んでいるんだな」

　エミリーは、瀕死の重傷を負ったとき思念体になった。そのときの状態でさえ、呪核の譲じよう渡とはかろうじてできるくらいだったのだろう。

　活性化を抑えられないいまは、僅かな譲渡すら困難となった。

　それゆえに、エミリーの調ちよう伏ぶく──エミリーの思念を完全に排はい除じよし、所持者を失った呪核を、その身に宿すことが必要とされているらしい。その最適者が、かつてエミリーが依より代しろとしていたカナタだ。彼の体には、エミリーの呪力に対して、流パ脈スが存在しているらしい。

「それと《ゲート》から呪じゆ怨おんを植え付けられていないカナタさんは、もしかしたら自らの呪核を浄じよう化かすることができるかもしれません」

「呪核を浄化？　浄化したらさ、呪力はどうなるの？」

「それはわたくしにもわかりません。しかし昔教皇陛下アークビシヨツプが、呪核を浄化した先に人類の希望があるとおっしゃっていました」

「……………………」

「そもそも、一度狂乱に陥った人間が冷静さを取り戻もどすのは、本来ならあり得ない現象なのです。おそらくカナタさんは、半年以上エミリーさんの呪核と共きよう存ぞんしていたため、体も呪力に慣れており、ある程度の耐たい性せいが備わっていたのでしょう。これはいままで例のなかったケースなので確かなことは言えないのですが、カナタさんには未知の可能性が……」

「クリスティーナさん、いまその話をしてもカナタ君がこんがらがるだけだよ」

　曖あい昧まいな話をするクリスを、リバーが制した。

　複雑すぎる話で頭が痛くなるが、大事なのは一点。この世界の安あん寧ねいの為ために、エミリー・ウィットベルンを殺すことが望まれているということだ。

「それにしても仮初めの肉体を与あたえたり、肉体が滅んでも思念体として意識だけをこの世に残すって。呪力っていうのは、なんでもありなんだな」

「ええ。魔力よりも上位の事象干かん渉しよう力と捉とらえて頂いてけっこうです。加えて呪力は刻印術式ではなく、心象術式主体になっています」

　ルーン文字で魔力に意味を加えるのが、刻印術式。心に思い浮うかべたイメージで、現実に影えい響きようを与えるのが心象術式だ。

　簡単に言うと、呪力は想いをチカラに変えられるのだ。

　クリスがさらに説明する。

「念のため確認ですが、いまのカナタさんは魔力量が本来のものへと戻っています。理由としては、カナタさんの体内で働いていた、ある種の防ぼう御ぎよ反応がなくなったためです。呪力を得たことで、カナタさんの体内には魔力と、エミリーさんの思念を含ふくむ呪力という二つのチカラが宿っておりました。中でもエミリーさんの思念を含む呪力は、カナタさんの体内原器において膨ぼう大だいな容量を占しめていました。そこでカナタさんの魔核は、魔力の生成量を極きよく端たんに減らすことで、体内原器におけるチカラの釣つり合いを取ろうとしたのです。魔力減げん衰すいの原因が、ある種の防御反応に因よるものであることは、カナタさんも薄うす々うす気づいていたのではないですか？」

「まーな。たしかにチカラの総量は変わってなかったみたいだぜ。もっとも呪力は、なかなか俺の言うことを聞いてくれなかったけどな」

「そうなったのはエミリーさんの思念維い持じに、相当量の呪力を生み出し、消費し続けなければならなかったからです。それに、エミリーさんなりに徐じよ々じよにカナタさんを呪力に慣らすという意図もありました。微々たる量ですが、カナタさんへ呪力を譲渡していたはずです」

　そうでなければ、カナタは《崩力》を発動できない。

　思念体であるエミリーからしたら、カナタが強大なチカラを持つに相応ふさわしい人物か見み極きわめる意味もあったはずだ。

「カナタさんがここでエミリーさんを調伏することで、エミリーさんの呪核の所有権はカナタさんへと譲渡されます。そうすればカナタさんは、呪力を体内で自在にコントロールすることが可能です。魔力と呪力の量を体内原器内で調節することで、より効率的に戦うことができます」

　今までのように魔力切れを気にせず、魔力と呪力の二つのチカラを同時に駆く使しして戦えるようになる。つまり、格段に強くなるのだ。

「エミリーさんは、人類に味方する人型魔甲蟲どうほうのために献けん身しんしてきた人物であると同時に、己おのれの命の使い方を心得た人物でもあります。エミリーさんの為にも、調伏するのに遠えん慮りよは要りません」

　クリスの説明のすぐあと、エミリーが二ふた度たび言う。

「さてと、じゃあ今度こそ殺し合いを始めましょっか」

　まるで覇は気きも気負いも感じられない声。そんなエミリーの声を聞き、カナタは妙みようだなと思う。

　いま敢あえてクリスに事情を説明してもらったのは、ただ事情を整理するためではない。

　エミリーにきちんと認識させるためだ。この戦いの結末次第では、エミリー・ウィットベルンという名の命が消え去ることを。

　だというのに、エミリーの表情には、仕草には、声こわ色いろには、死に対する特段の変化が見られない。カナタが注視する中、エミリーが言う。

「いまの状態ならまだ安定してるけど、わたしはあくまで、仮初めの肉体を与えられた思念体。呪じゆ核かくの活性化は抑えられないから、わたしは狂きよう乱らん状態に陥おちいっちゃうの。そしたら真っ先に襲おそいかかるのは、流パ脈スが結ばれてるあなたよん」

　軽い口調だが、言っていることは痛つう烈れつだ。

　いまのエミリーには、呪核を制せい御ぎよする術すべがない。呪核を制御するのに必要な意思──魂たましいの総量が足りないからだ。

　こればかりは、クリスでもどうすることもできないらしい。

「あははは。わたしはもう生き延びられる状態じゃないのよねん」

　陽気そうな響ひびきの中に諦てい観かんを孕はらんだエミリーの言葉を聞き、カナタが僅わずかに眉まゆを動かした。

「だからこそ、カナタちゃんはわたしを調伏することで、わたしの呪核の所有権を得て、それを支配下におかなければならないの。そうすれば、わたしの思念の維持に必要だった呪力すら完全に制御下におけるから、戦せん闘とう力も格段に向上するわん」

「そういうことだ。カナタ君が生き残るためには、ここでエミリーさんの思念を消し去り、呪核の所有権を得るしかない。クリスティーナさんは『殺す』という表現を用いることもあったけど、エミリーさんは思念体だから殺人にならないよ。そして放っておいてもエミリーさんはおよそ三日で狂乱し、キミが真っ先に殺される」

　全ての事情をあらためて説明したあと、リバーがはっきりと言う。

「これはキミが生きる為に必要な行こう為いだ。だから、遠慮はいらないよ」

「遠慮はいらないね。そっかそっか。じゃあ遠慮せずに言わせてもらうよ」

　カナタがエミリー・ウィットベルンを殺す。その事実を意識し、クリスとリバーから一切の表情が消える。

　自おのずと場の緊きん張ちようが高まる中、クリスとリバーは、それを明確にイメージした。これから行われる『命の選せん択たく』を。

　しかし、エミリーは相変わらず能天気な表情を崩くずさない。

　そんな中、カナタは飄ひよう々ひようとした口調で──あり得ないことを口にする。

「あのさ、やっぱ今日戦うのはやめにしない？」

　そう言って、ひとりだけ緊張を解き、カナタはリラックスした表情を浮かべる。

「「「……………………」」」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして次の瞬間、リバーとクリスが仰ぎよう天てんし、あの能天気そうなエミリーでさえも引き攣つった表情を浮かべていた。

　誰だれもがこう思ったことだろう。

　カ、カナタさんっ!?　ここで戦わなければ、貴方あなたは死んじゃうんですよ……っ!?




　　　　＊＊＊




　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。午前十一時頃ごろ。

　ヴィーゲルト邸てい。リビングルーム。

「さて、《ベベル》代表の動きはどうかな？」

　青水晶ブルークオーツのような瞳ひとみに、金きん髪ぱつで背が高い男性──ゼス・ヴィーゲルトがソファーに腰こしかけながら、液えき晶しようモニターを眺ながめていた。そこには、自然が再現された第九人工空島メガフロートで行われている空戦武踏祭エリアルソード最初の種目である──バトルロワイアルの映像が流れている。

　空戦武踏祭エリアルソード中ちゆう継けいのために転用されている、偵てい察さつ用ドローンが撮さつ影えいした映像だ。だがそこに、空戦中の映像はない。この競技では、複数の敵に狙ねらわれる恐おそれがある空戦は避さけ、自然の地形に紛れて戦う地上戦が主体だからだ。

　と。一体の偵察用ドローンが木々の隙すき間まを縫ぬい、森林へと近づいて行く。そこには倒たおれ伏ふした四人の空士を睥へい睨げいする、《ベベル》代表小隊の隊長──ユミエール・シーザーの姿があった。

　ユミエールは長ちよう剣けんを霧む散さんさせると、何事もなかったかのように歩き出す。

「どうやら空戦武踏祭エリアルソードは順調のようだね」

「ええ、そのようですね。お兄様」

　映像を眺めるゼスに、背後から声がかかる。ゼスが首を捻ひねると、そこには白いワンピースを纏まとい、西洋人形のような美び貌ぼうを持つ少女──エリス・ヴィーゲルトの姿があった。その傍かたわらには、白はく髪はつにあどけなさを残す顔立ちの、白い妖よう精せいのような少女──リーゼリット・フェアチャイルドが控ひかえている。

「リーゼリット、キミに頼たのみがあるんだ」

「なんでしょうか、ゼス様？」

「空戦武踏祭エリアルソードが開かい催さいされている第九人工空島メガフロートに向かって、空戦武踏祭エリアルソードの参加者を処分してほしい。もちろん、ユミエールたちを巻き込まないようにしてね」

「えー、でもゼス様。わたしが空戦武踏祭エリアルソードに介かい入にゆうしたら、警備責任者であるゼス様の地位も危なくなるんじゃ……」

「かまわないよ。そちらは、わたしのほうでなんとでもしてみせるさ」

　ゼスはソファーから立ち上がると、机にあった一枚の紙を、リーゼリットへ手て渡わたす。

「詳しよう細さいはこれに書いてある。警備の穴も把は握あくしているし、ユミエールたちにも事前に話は通してあるよ。それと予備兵力になるけど、わたしの警護役として配置している《アスモデウス》たちを引き連れて行ってくれ」

「うそっ!?　ゼス様の《アスモデウス》を貸してくれるの……っ!?」

「こらこらリーゼ。口の利き方に気をつけなきゃダメよ」

　エリスに窘められ、リーゼリットはびくっ!?　と一瞬怯おびえるも、

「はっ!?　も、申し訳ありません、ゼス様。……では、これより準備に取り掛かかります」

　そう言って満面の笑みを零したあと、リビングルームを退室していく。

「ふむ。リーゼリットもずいぶんと喜んでいるみたいだね」

「ええ。リーゼは自分の《アスモデウス》たちが破は壊かいされてからというもの、元気がありませんでしたから。きっと友達が増えてうれしいんでしょう」

　軽く頷うなずいたあと、ゼスがエリスへ話を振ふる。

「それで、キミのほうの首しゆ尾びはどうだい？　巣穴探しは順調かな？」

「まだ教皇派の拠きよ点てんの特定には至っておりません。ですが昨晩以降、《ベベル》を発たった飛空艇ていはありませんわ。《ベベル》に潜ひそんでいることは間ま違ちがいないでしょう」

　これまでも地下を探ってみたことは何度もあった。だが《ベベル》の地下構造は複雑に入り組んでおり、地図にない隠し通路まである始末だ。ときに教皇派の罠わなもあり、探索は遅ち々ちとして進まなかった。

「お兄様、わたしに心当たりがありますの。少し戦力を貸して頂けませんか？」

「そうだね。キミがそう言うなら、ぜひ協力させてもらおう。だが、《アスモデウス》たちはさきほどリーゼリットに貸してしまったし、他に貸せるのは空くう撮さつ用のドローンと……そうだね」

　ゼスはテーブルの上のベルを鳴らした。するとすぐにリビングに、一人の少女が現れた。淡あわく輝かがやく蒼玉サフアイアのような長ちよう髪はつに、白いジャケットと膝ひざ丈たけのブーツを履はいている。一見すると光こう彩さい奪だつ目もくの美人だが、彼女が纏まとう雰ふん囲い気きはただの美人にしては、あまりに研とぎ澄すまされ過ぎている。

　その少女の名前は──

「キルスティ……」

　エリスがぽつんと、その名をつぶやく。フルネームは、キルスティ・バーミリオン。ゼスの専せん属ぞく秘書だ。実の妹であるエリスを差し置いて。

「お呼びでしょうか、ゼス様」

「キルスティ。キミに頼みがある。遠えん征せい任務から帰ったばかりのところで申し訳ないが、これから一時的にエリスの指揮下に入って、彼女の手助けをしてほしい」

「はっ、畏かしこまりました。ゼス様」

　そう告げられ、キルスティは主あるじに忠実を尽つくす臣下が如ごとき態度で、ゼスへ頭こうべを垂れた。

　その一連のやり取りが、エリスは心底気に入らなかった。キルスティの言動は、まるで自分がゼスと一番強い絆きずなで結ばれているという印象を与あたえるのだ。

　お兄様のことを一番に思っているのは、わたしなのに……
















「よろしくお願いします、エリス様」

　挨あい拶さつをしてきたキルスティを見て、エリスは嫉しつ妬との感情を、胸の奥にしまい込む。それから努つとめて、親しげな笑みを浮うかべてみせた。

「こちらこそよろしくキルスティ。あなたと組むのは久しぶりね」

「ええ。エミリー・ウィットベルンの粛しゆく清せいの際に、助力してもらって以来ですね」

「わたしは後方で魔ま甲こう蟲ちゆうの指揮を執とっていただけよ。あれはあなたの功績」

　お世辞を言い、優しく微笑ほほえみかけるエリス。しかし、彼女の胸中は穏おだやかではない。なぜならキルスティは兄であるゼスの懐ふところ刀がたなであり、妹である自分より絶対的な信頼を置かれている。

　常にゼスの傍そばに控えることを赦ゆるされ、あの裏切り者──エミリー・ウィットベルンの粛清を担当したのも、自分ではなく、キルスティだ。妹である自分よりも、兄の傍にいる時間が長い彼女を、絶対に赦すつもりはない。

「早さつ速そくだけど、捜そう索さく活動に入るわよキルスティ。じつは教皇派の拠点はもう目星がついているのよね」

　ここで成果を挙げて、誰が真にお兄様からの信頼を置かれるべきかを証明してみせる。秘めたる想いを胸に、エリスはリビングルームを後にした。







　　　第二章　全てを捧ささげて、護まもりたかったもの







　──これはカナタがミソラたちと出会う半年以上前の出来事だ




《ミストガン》周辺空域。高度三六〇〇。

「あっらー、これはさすがにまずいかしらね」

　無数の魔ま甲こう蟲ちゆうが入り乱れる中、エミリー・ウィットベルンは額に脂あぶら汗あせを浮かべていた。

　状じよう況きようは極きわめて不利だ。人類との共生を望む魔甲蟲は少数派であり、エミリーたちの味方をする原種型魔甲蟲の数は、もとから少ない。

　しかも相手には無数の原種型魔甲蟲に加え、ゼスの右みぎ腕うでであり、《殺戮の熾天使セラフイム》の二つ名を持つキルスティ・バーミリオンがいる。

「彼ひ我がの戦力差は圧あつ倒とう的です。裏切り者ながら、ここまでよく保もったと言えるでしょう」

　息も絶え絶えになったエミリーの向かいでは、キルスティが宙を舞まっていた。手に握にぎる黒い大おお鎌がまをこちらへ向け、いままさに止とどめを刺ささんとしている。

《ベベル》を離はなれ、裏切ったエミリーを討とう伐ばつするために、わざわざここまで大群を率いて追おい駆かけてきたのだ。

「ふふっ。キルスティちゃんにそう言われるのは、本当ならうれしいことなんだけど」

　どこかチカラのない笑みを浮うかべたあと、エミリーはすぐに覇は気きを取り戻もどし、

「でも、いまはその澄すまし貌がおがむかつくのよね……っ！」

　そして一気にキルスティへと加速した。手に持つ黒い剣けん《ターディス》にチカラを込め、斬きりつける。その一いち撃げきを、キルスティは黒い大鎌で受け止める。

　かかった……っ!?　その瞬しゆん間かん、エミリーは笑みを零こぼす。同時に──




　呪じゆ剣けん戦技──爆コロナエ閃クスプロ剣ージヨン




　エミリーの黒い剣が輝かがやきを放つと同時に炸さく裂れつ。指向性の爆ばく発はつを生み出し、瞬く間にキルスティを包み込んだ。

「いくらキルスティちゃんでも、これは防ぎきれなかったみたいね」

　一撃浴びせたエミリーが、あらためて周囲を見み渡わたす。

　どうやら共生派勢力はもう限界らしい。

　エミリーの周囲を飛び交うのは、主戦派の原種型魔甲蟲ばかりだ。共生派の魔甲蟲はほぼ墜おちてしまっている。人類との共存という理念を持ち、エミリーたちが呼びかけた、平和の思念に共感を示してくれた仲間がだ。

　あら、あれは……？　と周囲を見るエミリーの視線がある一点で止まる。

　上方にこちらを見下ろす、長身瘦そう軀くの少年の姿を見つけた。魔甲蟲同士で共とも喰ぐいする状況を見て、戸と惑まどっているように見えた。

　どうやってかは知らないが、空士がこの戦場を嗅かぎつけたらしい。

　まずいわね、とエミリーは内心でつぶやいた。その空士がどの程度の実力者なのか、他に仲間がいるのか見当がつかないが、この戦場でただの空士は通用しない。

「ち……っ！」

　軽く舌打ちしたエミリーは、長身瘦軀の少年がキルスティの死角に来るように位置取りを調整する。

　やがて爆ばく煙えんが晴れ、キルスティが姿を現した。白いジャケットが僅わずかに焦こげついている他に、これといった外傷は見当たらない。

「エミリー・ウィットベルン、あなたはここまでです。ゼス様への裏切りは、誰だれであっても赦ゆるされません」

　キルスティが黒い大鎌をエミリーへ向け、指示を出す。

「殺しなさい」

　次の瞬間、エミリーを包囲中の魔甲蟲が一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

　この状況では、もう出し惜おしみなどできない。不本意だがエミリーが先に全力を──《崩ほう力りよく》を発動しようとしたそのとき、こちらへ突つっ込こんでくる五、六体のアルケナル級が漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうに包まれた。

　その直後、長身瘦軀の黒くろ髪かみの少年が舞まい降おりてくる。

「へっ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　肩かた口ぐちから血を流す少年が、エミリーを庇かばいに来たらしい。

　せっかく巻き込まないようにしてあげたのに、何を考えてるのかしら？　呆あきれながら、エミリーが言う。

「あらっ、あなたが負傷してるみたいだけど。っていうかキミ、どこから来たのかしらん？」

「んっ、あっちの空から」

　この子、わたしに喧けん嘩かを売ってるのかしらん？　小こ馬ば鹿かにするような台詞せりふを飄ひよう々ひようと言ってのけた黒髪の少年に、エミリーが眉み間けんを引きつらせる。この付近にいるとなると《ミストガン》かしらね。わたしがここで勝ったあとは、クリスちゃんが迎むかえに来てくれる手て筈はずになってるんだけど……

　クリスには内々に、《ミストガン》の哨しよう戒かい強化を依い頼らいしてあった。魔甲蟲同士の戦せん闘とうに、まだ未熟な学生たちが巻き込まれないようにするためだ。

　だとすると哨戒任務には、それなりの実力者が選せん抜ばつされているはず。この少年もそれなりの実力者なのか？　──状況が状況だ。協力を求めるしかない。

「なあ、あんたたち何してるの？　なんで魔甲蟲が共喰いして、人間同士で争ってるわけ？」

「さあてね。これに勝ったら、教えてあげるわよん」

　言葉とは裏腹に余よ裕ゆうのない貌つきで、エミリーはキルスティを見やる。当のキルスティは、黒髪の少年をしげしげと見み据すえ、

「見たところ貴様たちにとっても想定外の事態のようですが」

　キルスティは黒い大鎌を構え直し、

「この場を目もく撃げきされた以上、貴様も生かして帰すわけにはいきません」

　そう言って、真っ直ぐに黒髪の少年へ襲いかかっていく。

　どの程度の実力者なのか、とエミリーは期待した眼まな差ざしを黒髪の少年へ向ける。だが、キルスティの斬撃に翻ほん弄ろうされた黒髪の少年は、ここぞとばかり放たれた回し蹴げりを浴び、吹ふき飛ばされた。

「く……っ!?」

「ちょ、ちょっとっ!?　大丈夫……っ!?」

　慌あわてて黒髪の少年のカバーに入るエミリー。

　まずいわね。この子じゃ当てにならないわん、とエミリーが戦略の見直しを図はかり始める。すると、黒髪の少年が声をかけてきた。

「なあ、あいつは敵なのか？」

「まあねん。でも、あなたはこのまま後ろに退さがって、どうにか撤てつ退たいを……」

「そっか。わかった」

　エミリーが言い終わる前に、黒髪の少年が魔ま砲ほう剣けんを構えながら、一気にキルスティへ斬りかかった。さきほどとは打って変わって、冴さえ渡る動き。その剣勢はまるで別物だ。飄々とした動きの中に、猛もう禽きんのような鋭するどさと狡こう猾かつさが垣かい間ま見みえる。

　やがて黒髪の少年が隙すきを突き、キルスティの頰ほおを浅く切り裂さいていた。

　う、うそっ!?　これが《ミストガン》の学生のチカラなの……っ!?

　思わぬ手傷を負ってキルスティが退しりぞいたタイミングで、エミリーが黒髪の少年に声をかける。

「やるじゃないのん。お姉ちゃん、ちょっとだけキミを見直しちゃったぞ」

「大したことねーよ。そんなことより、あいつ相当な手て練だれだな。さっきは俺のことを舐なめてかかってきたから、不意をつけたけどさ。俺の想定通りなら、あいつにもっとぎゃふんと言わせてるはずなんだよね」

　黒髪の少年が睨にらみつける先には、キルスティの姿があった。が、様子がおかしい。

　キルスティは頰にできた傷を確かめ、意外そうに眼を瞠みはる。その直後、狂きよう気きに満ちた笑みを──見る者を戦せん慄りつさせる殺戮の笑みを浮うかべてきた。

「なっ、なんだよこのチカラの気配は……っ!?」

　黒髪の少年がつぶやいた刹せつ那な、キルスティから《崩力》の気配を感じる。その動きに呼応するかのように、エミリーも《崩力》を発動。カナタを庇う位置に立ち、持てる限りのエネルギーを蓄たくわえる。

　この戦いには、さらなる次元がある。ここまでは小手調べに過ぎない。

　ここから先が本当の勝負だ。

　キルスティの黒い大鎌の先に、エネルギーの塊かたまりのような黒い球体が宿る。そのエネルギーの膨ぼう大だいさに、黒髪の少年が固かた唾ずを吞のむ音が聞こえてきた。

　しかし、エミリーは怯ひるまない。戦せん況きようが芳かんばしくないのは確かだが、自分の持てる全力をぶつけるしかないのだ。

「キミは退がってなさい。ここから先はお姉ちゃんの仕事よ」

　エミリーが呪じゆ剣けんを天に掲かかげると、巨きよ大だいな黒いオーラを纏まとい始める。それをキルスティへ向けると、呪剣が纏うオーラがエミリーの背後に、翼つばさのように広がった。

　次の瞬間。エミリーとキルスティが同時に戦技を放つ。




　呪じゆ剣けん戦技──光翼アストラノ帝ル・ブ剣レイカー

　呪じゆ鎌れん戦技──煉デモン・獄ザ・テ衝ンペスト




《崩力》を以もって放たれた戦技同士が炸裂する。両者から放たれし、莫ばく大だいな漆黒の光は、激しく鬩せめぎ合う。だが、徐じよ々じよにエミリーへと光が迫せまり始めた。そこへ、

「押し負けてるじゃんか」

　黒髪の少年が加勢する。彼はエミリーの傍そばから、漆黒の魔砲剣で収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放った。

「逃にげなさいっ!?　この攻こう撃げきは、人間が受け止められるレベルじゃ……っ!?」

「大丈夫だよ。このままなら──」

　しかし次の瞬間、キルスティが不敵な笑みを浮かべた。鬩ぎ合う光が眩まぶしくてよく見えなかったが、たしかにキルスティが笑った気がしたのだ。

　その直後、キルスティが放つチカラが格段に向上する。まるで黒髪の少年が加勢するのを、待ち構えていたかのように。

　ちっ、《殺戮の熾天使セラフイム》め……っ！

　エミリーが内心で毒づくのと、キルスティの戦技が直ちよく撃げきするのはほぼ同時だった。黒い奔流に吞のみこまれたと思った刹那、エミリーと黒髪の少年の意識は吹き飛び、次にエミリーが気づいたときは自由落下中だった。

　あーあ、これはもうダメそうね。

　重力に逆らえぬ我が身を悔くやみながら、エミリーは己おのれの最さい期ごを悟さとる。

　体はぼろぼろだ。右みぎ腕うでは吹き飛んでおり、飛行魔ま術じゆつは発動できず、腰こしより下は感覚がない。首が満足に動かず、下半身が繫つながっているかは把握できない。

　命が尽つきるのは、時間の問題だった。

　そんなとき、エミリーの視界には自分の傍そばを自由落下する黒髪の少年が映る。気を失ってこそいるが、奇き跡せき的に手と足は繫がっていた。自分はダメだが、この少年なら助けられるかもしれない。

　ままならぬ体を動かし、激しい空気抵てい抗こうに耐たえながら、エミリーは黒髪の少年へと近づいた。

　せめてこの子だけでも、と一いち縷るの願いとともに自らのチカラの源みなもとを──呪核を託たくそうとする。痙けい攣れんのおさまらぬ左手を、どうにか少年へと伸のばす。そして震ふるえる指先に呪核を宿し、僅わずかな思念とともに黒髪の少年の体へ入り込んだ。

「……まあ、適当にやりなさい」

　意識が途と切ぎれる直前、エミリーは最後にそうつぶやいた。……黒髪の少年が、カナタ・エイジという名前だと知ったのは後日のことだ。




　　　　＊＊＊




　空戦武踏祭エリアルソード本戦一日目。お昼過ぎ。

　第一人工空島メガフロート。地下鍛たん錬れん場。

「ふーん、俺ってそんなことしたんだ」

「そういうこと。だからさ、わたしもすっごい意表を突かれちゃったのよん」

　そこには、仲良く談笑するカナタとエミリーの姿があった。

　本来なら、カナタはエミリーと殺し合わなければならないのだが、想い出話に花を咲さかせている。

　カナタが今日は戦わない宣言をした当初、エミリーは呆気にとられた。だが持ち前の能天気さゆえか、すぐに調子を取り戻し、いまはカナタとお喋しやべりモードだ。

「初めての人型魔ま甲こう蟲ちゆう戦にしては、カナタちゃんもなかなか上う手まく動けてたわよん」

「初めてにしては？　まさか、俺の動きに抜ぬかりはなかっただろ」

「えー、あれはお姉ちゃんのサポートがあってこそだってー」

　お、おかしいっ!?　傍かたわらで話を聞くリバーが困こん惑わくする。エミリーさんを調ちよう伏ぶくしないと、カナタ君自身が死ぬことはきちんと説明したはずだ。だというのに、なぜ調伏せず愉たのしくお喋りをっ!?　いや、カナタ君は今日は戦わないと宣言していた。今日はということは、明日あしたは戦うのかっ!?　だけど、明日は今日以上にカナタ君が不利に……っ!?

　エミリーの呪核が活性化傾けい向こうにあるということは、時間が経たつほどに、エミリーは強くなるということだ。それなのにカナタは戦おうとはせず、仲良く談笑する始末。カナタの思考を理解できないリバーは、まったくもって頭を抱かかえてしまっていた。

　しかし、そんなリバーの胸中にかかわらず、時は流れていく。

「そういやお前を必死になって助けようとしたのに、俺に記き憶おくがないのはどうして？」

「決まってるじゃないの。わたしが思念体として呪じゆ核かくごと宿る直前に、上手い感じにカナタちゃんの記憶を消したのよん。わたしが記憶を消したおかげで、カナタちゃんを人型魔甲蟲の危険から遠ざけようとしたの」

　もしもカナタが人型魔甲蟲の存在を公言すれば、間ま違ちがいなくゼスたちに眼をつけられる。そうすればカナタだけでなく、《ミストガン》の存在すら危あやうくなっていたかもしれない。

　初見の相手にできる、最大限の配はい慮りよだったのだろう。

「ふーん、エミリーっておちゃらけてるようで、意外と気を遣つかうタイプだったんだな。それと話を聞く限り、キルスティってやつは相当強いみたいだ」

「ふふっ、わかっちゃった？　じつはわたしが全力出せたところで、勝てたかどうか自信がなかったのよねー」

「俺が収束ストラ魔イクブ砲ラスターで加勢することを計算してたあたり、頭ず脳のう戦せんもできるタイプだな」

　などと、ますます話し込むカナタとエミリー。しかしそんなことなど望んでいないリバーは苛いら立だちを隠かくせず、声を荒あらげた。

「カ、カナタ君っ!?　キミはどうして戦わないんだ……っ!?」

「うーん、なんつーかどうも気が乗らないんだよね」

「気が乗らないっ!?　たかがそんなことでこの戦いを放ほう棄きするっていうのかいっ!?　キミの持っているチカラは、人類の命運を決定づけるかもしれないほど強力な──」

　リバーがますます咎とがめようとしたとき、クリスが手で制した。

「どういうつもりだ、クリスティーナさん？」

「落ち着いてくださいリバーさん。カナタさんはこれまで教官として、一見破は天てん荒こうに見えながらも、合理的な指導を施ほどこしてきたのです。きっと今回も、エミリーさんに対して、何らかの指導を施さんがために戦おうとしないのです。そうですよね？」

「まさか。エミリーは俺の教え子じゃないから、指導を施すわけないじゃん。そもそもいまの俺は教官を休業中だよ。ミソラたちもいないし」

　ええーーーっ!?　宥なだめに入ったクリスが眼を丸くした。

「で、ですがっ!?　教導に全力を尽くすカナタさんの性格なら、少しでも早く自らに生じた問題を解決し、ミソラさんたちの応おう援えんに駆かけつけようとするのではないでしょうか……っ!?」

「まあね。早く駆けつけたいとは思うよ。……でも、ミソラたちにはそうやすやすと墜おちるような指導を施しちゃいない。だから、ある程度までは大だい丈じよう夫ぶだろ」

　少なくとも、魔ま力りよくを使えなかった自分にできる最大限の指導を施した。過日《ベベル》で施した指導を振ふり返り、カナタは胸を張る。

「な、ならば、なぜエミリーさんと戦おうとなさらないのですか……っ？」

「さーね、それは秘密。念のため言っておくけど、俺が戦うのを保留したことが正しいか正しくないかは、エミリーが決めることだよ」

「エミリーさんが、正しいか正しくないかを決める？」

　クリスが慎しん重ちように言葉の意味を吟ぎん味みする。それはつまり、カナタさんが自分の決断に確信を持てないということか？　いや、そもそもなぜカナタさんは戦わないのか？

　カナタの発言に疑念を抱いだくのは、クリスに限らない。

「ねえカナタちゃん。正しいか正しくないか、わたしが決めるってどういう意味かしら？　別にわたしはいますぐ戦っても問題ないのよん」

「さーな。でも、お前は難しいことを考えなくていいんだよ」

　エミリーの問いにはっきりとは答えず、カナタは不敵な笑みを浮かべて言った。

「さてと。そんじゃ想い出話もすることができたし、一いつ緒しよに地下都市を観光しに行こうぜ。いまの俺は教官じゃないから、精せい一いつ杯ぱい羽を伸ばさせてもらうよ。……それにさ、クリスが言った同どう胞ほうってのに会ってみたかったんだよね」

　そう言って、エレベーターへ踵きびすを返すカナタ。同胞という単語を聞き、エミリーが一いつ瞬しゆん貌を顰しかめたのを、彼は横目でしっかりと見ていた。







　第一人工空島メガフロート。地下都市。

「へえー、地下なのにけっこう活気あるじゃん」

　こうなってしまえば、もうカナタのペースだ。カナタの隣となりを能天気そうに歩くエミリーはともかく、アンネローゼからカナタのサポートを仰おおせつかっているリバーは気が気でない。

「なんかこうやって歩いてると、デートしてるみたいよねん」

「デート？　いったい誰だれと誰がだよ？」

「もうカナタちゃんのいけずぅ～。決まってるじゃないの、カナタちゃんと、わ・た・し♡」

　そう言って、カナタの腕うでを摑つかみ、ぎゅっと体を押しつけてくるエミリー。ジャケットの胸元から覗のぞくピンク色のブラと胸の谷間が、否応なしにカナタの眼についた。すかさずエミリーがからかってくる。

「なぁにーカナタちゃん。もしかしてわたしに欲よく情じようしちゃったのん？」

「……そんなわけねーだろ。それと俺の腕にくっつくなよ。歩きづらいだろ」

「そういう無愛想なところがまたいいのよねー」

　カナタが嫌いやがるのも気にせず、エミリーは自分勝手に、しかも陽気に立ち回り、地下都市を巡まわりだす。

「ふふっ、この町並みも久しぶりだわん。チョコパイを買いにリバーちゃんと来たときは、ここまで足を運ばなかったからん」

「そういやお前さ、ゼスに従う振りをしながら、人型魔甲蟲たちの情報を教皇陛下アークビシヨツプに流してたんだろ」

「ええ、そうよん。味方する振りをして情報を流すのが、わたしに与あたえられた役割だったのん。ふふっ、スパイみたいでかっこいいでしょん」

　さも愉ゆ快かい気な口調でエミリーが言った。もっとも最終的にスパイであることが発覚し、制裁を受けることになったが、それを気にする素そ振ぶりは見せない。

　なおもカナタが問う。

「情報を教皇陛下アークビシヨツプに漏洩リークするためにここに来たときは、この辺りでもよく遊んだのか？」

「そうねー。いつもリバーちゃんに監かん視しされてたから、あんまり遊べなかったのよん。というのもわたしは人型魔甲蟲だから、好き勝手に歩かせるわけにはいかないって方針らしかったのよねん」

　人型魔甲蟲にもかかわらず、人類に味方するエミリーは異い端たんだ。ゆえにゼスを裏切る振りをして、じつは人類側の情報をゼスに漏洩リークするという、二重ダブルスパイの可能性を疑われていたらしい。

「そっか。リバーみたいな口煩うるさい奴やつに監視されるなんて、お前もツイてないんだなー」

「そうなのよ。冗じよう談だんのわからないストーカーみたいな男が監視役で、ツイてなかったわん。わたしが何度も嫌いやって言っているのに、付き纏まとってくるのよん」

　カナタとエミリーは振り返って、後ろを歩くリバーに呆あきれた視線を浴びせる。するとリバーが大おお慌あわてで反論した。

「か、勝手に人をストーカー呼ばわりしないでください……っ!?」

　リバーが心外そうに言う。

「エミリーさんはアリエスの離り宮きゆうの壁かべにラクガキをしたり、お店で過度の値切り行こう為いを行ったり、余罪が幾いくつもあるじゃないですか……っ!?」

「だって～、アリエスの離宮の壁はエミリーちゃんのイラストがないと寂さびしそうだったし、お店に行ったときはほしいものがあったけどお金がなかったんだもん」

　こいつ本当にお気楽だな、と傍らで聞くカナタが思った。

　リバーが、声を大にする。

「あなたは我が慢まんという言葉を知らないんですか……っ!?」

「あら、知ってるわよ。でも我慢するよりも、欲よく望ぼうのままに生きるほうが幸せじゃないのん。感情の赴おもむくままに生きるのが、わたしの生き様なのよん」

　極ごく当たり前のように言い放つエミリーの表情には、微塵の陰かげりもない。本気でそれが当然のことと考えている様子だった。

「……エミリーさん、もう少しちゃんとしてください。あなたにだって、人類側についた理由があったはずですよね」

「そういや、俺にもその理由ってのを教えてくれよ」

　リバーの言葉に反応して、カナタが尋たずねた。

「さあ。それは内ない緒しよよん。乙女おとめのひ・み・つ」

　しかしエミリーは軽かろやかに躱かわし、決して答えようとしない。自然な流れでカナタはエミリーの内側に迫せまろうとしたが、不発だったようだ。

　エミリーは能天気な態度で、カナタの腕を取る。

「ねえカナタちゃん、あの店に寄りましょうよ。あそこの小物入れ、すごくかわいいわん」

「そうだな」

　とりあえず、カナタは付き合ってみることにした。

「次はね、あの店よん。あそこの店から漂ただよってくるこのバニラエッセンスの香かおり。きっとこの辺りじゃ一番腕のいいケーキ屋だわ」

「んっ、じゃあ行ってみるか」

「ふふっ、こうしてお店巡めぐりしてみるのは随ずい分ぶんと愉たのしいわねー」

「なんだよ、こういうことに興味あったのか？」

「まあねん。カナタちゃんが学校帰りに教え子ちゃんたちとお店巡りするのを見てて、わたしも一度はそうして遊びたいなーって思ってたのよん」

「そっか。そういや、お前はずっと俺の中にいたからな」

「だから、今日はいっぱいサービスしてもらおうかしらん。わたしって特定の親しい人とか作ってこなかったから、こうやって街を歩くのって初めてなのよん」

　気になったお店にふらっと立ち寄ったり、街の人にお勧すすめの場所はあるかと尋ねたりするカナタとエミリーは、まるで観光客のようだった。緊きん張ちよう感が欠片かけらも感じられず、これから殺し合いをする雰ふん囲い気きは皆かい無むだ。

「ねえカナタちゃん、マッサージしてくれないかしらん。じつはわたし、カナタちゃんのマッサージを受けてみたかったのよねん。リコちゃんにした、すごく気持ちよさそうなやつ」

「ああ。ユーリが教官を務める小隊との模も擬ぎ戦を控ひかえた時期の話か」

「それで返事はどうかしらん？」

「いいよ。あとで時間を見て、マッサージしてやるよ」

「ふふっ、ありがとうカナタちゃん」

　などと、穏おだやかな会話が繰くり広げられる一方で、

「（クリスティーナさん、カナタ君は本当に大丈夫なんだろうね？）」

　後ろをついて歩くリバーは、ひそひそ声でクリスに囁ささやいた。

「（さあ。わたくしにも大丈夫かどうかは……）」

「（それじゃ困るよ。このままじゃ貴重な《崩ほう力りよく》の使い手が……。それに僕は教皇陛下アークビシヨツプからカナタ君を任されているんだ）」

　貌かおに苦労皺じわが刻まれそうなリバーを見やり、お気の毒にとクリスが思う。そんなとき、

「リバー。ほら、これやるから元気出せよ」

「ああ、いただくよ」

　悩なやめるリバーに、露ろ店てんのトロピカルジュースが手て渡わたされる。あたり前のように口にし、ひと心ごこ地ちついたリバーがはっとし、

「って、そうじゃなくて、カ、カナタ君……っ!?」

「どうしたんだよリバー。さっきから元気なさそうだと思えば急に驚おどろいたり、お前疲つかれてるんじゃねーの？」

　だ、誰のせいだと思っているんだ……っ!?　心でそう嘆なげくリバーを気にかけるわけもなく、カナタは地下都市で生産した食品を扱あつかう店などが、軒のきを連ねる通りを見渡す。そこでは市場が開かれ、主婦や店主が愉快そうに話をしている。

「それにしてもさ、ここの住民って意外と活気があるよな」

「あら、意外とってどういう意味？」

　甘いマンゴージュースを、口にしていたエミリーが尋ねた。

「世界情勢がよくないって知ってるのにっつーこと。ここに住んでても《ベベル》を取り戻もどせるって保証はどこにもないんだぜ」

「それは、教皇陛下アークビシヨツプの統率力のなせる業わざでしょう」

　グレープジュースを片手に、清せい涼りよう感漂ただようクリスが説明する。

「教皇陛下アークビシヨツプはゼスの正体をいち早く見み抜ぬき、真実に気づいた人々が安全に暮らせる環かん境きようを整えてみせました。この地に住む人々は、その実績を認めているのです。教皇陛下アークビシヨツプが見た目通りの幼女なら、とうに秩ちつ序じよが崩ほう壊かいしているでしょう」

「ふーん。やっぱ見た目と能力は違ちがうってことか」

　得心しながら、カナタが言う。

「でもその教皇陛下アークビシヨツプでさえ、ゼスを追放できない。間違いなくゼスも、かなりのやり手だな」

　カナタが《崩力》を扱あつかえると知った上で、ゼスはそのチカラを利用しようと声をかけてきた。対魔ま甲こう蟲ちゆう戦の実績を買われ評議会入りを果たしたとはいえ、ゼスは武一いつ辺ぺん倒とうというわけではない。策さく略りやくにも長たけているようだ。

「ええ。ゼス・ヴィーゲルトの政治手しゆ腕わんはなかなかのものです。他者への根回しや交こう渉しようでも、カードを上う手まく使い分け、柔じゆう軟なんにこなします。彼自身の戦せん闘とう力が皆無であったとしても、政治の世界において脅きよう威いに映ったことでしょう。しかもゼスは穏やかそうに見えて、そのじつ冷れい徹てつなのです。目的の為ためなら、手段を選ばないことすらあります」

　随分とゼスを嫌っているんだな、とカナタは思う。《アスモデウス》に襲おそわれたクリスとしては当然の反応かもしれないが、それ以外の事情もあるように思えた。

「なんだか二人とも、難しい話をしてるわねん」

　エミリーが口を挟はさむ。

「わたしならムカつく奴の貌を、すぐにぶん殴なぐりに行くけど。ゼスだって《ベベル》にいるんでしょ。第一人工空島メガフロートからひとっ飛びじゃないの。仮にわたしがぶん殴ったことがきっかけで人類同士の戦闘をするようなことになっても、知らんぷりしてればいいのよ」

「そんなこと言うお前の最期は、《ベベル》じゃなくて《ミストガン》の哨しよう戒かい空域だったぞ。おもいっきし人類同士の戦闘を避さけてるだろ」

「あららっ、そうだったかしらん」

　自らの頭をこつんと叩たたき、ちょろっと舌を出してみせるエミリー。そんな風に恍とぼけてみせる彼女を見やり、カナタは思う。喰くえない奴だな。

　本気で恍けてるのか。それとも、本音を隠しているのか。

　観光と称しようしてエミリーと一いつ緒しよに街中を回ってみたが、いまいちエミリーのことが摑つかめない。それどころか、わからないことだらけだ。

　エミリーはなぜ人型魔甲蟲どうほうを裏切り、教皇の側についたのか？　それと、やけに陽気な様子だが、彼女は二ふた度たびの死を迎むかえることに本当に何も感じていないのか？

　疑念ばかりが脳のう裏りを過ぎるからこそ、カナタはエミリーを調ちよう伏ぶくすることを躊躇ためらっていた。

　いつの間にかカナタたちは活気のある通りを抜ぬけ、町外れへと続く道を歩いていた。

「ここから先は、やけに厳重なんだな」

　カナタの視線の先には、四メートルほどの高さの鉄てつ条じよう網もうがあった。有ゆう刺し鉄てつ線せんでこそないが、それは明らかな壁だ。まるでその区画だけを隔かく離りし、中にいる者を封ふうじ込こめるかのような印象だった。

　出入り口は、鉄条網沿いに歩いた、ずっと向こう側にある。

「ええ。ここから先の地に住まう人々は、あまり好ましく思われていないのです」

　言葉を濁にごすクリス。そんな彼女を見やり、カナタが勘かんづいたように目を細める。

　なるほど、そういうことか。

　そんなとき、いままで陽気にしか振ふる舞まっていなかったエミリーの貌に、うっすらと影かげが差す。

「ねえ、この先に行くのはやめにしないかしらん？　お姉さん、もう歩くの疲れちゃったわん」

　情念や信念や、そういう心のありようを示す感情に何かが引っかかった貌だ。

　ふーん、こいつもこういう貌をするんだな。

　カナタによる調伏を前にしても、動じなかったエミリーが見せた表情の真意を、カナタは確かめたいと思った。

「疲れたんなら、俺がおんぶでもしてやるよ。つーことで、この先に行こうぜ。当てずっぽうだけど、お前らの同どう胞ほうもこの先にいるんだろ」

「……………………」

　能天気な軽かる口くちも叩けなくなったエミリーを引き連れ、カナタたち一行は殺風景な正面入口前へ到とう着ちやくする。

　ときどき足を運ぶリバーが、門もん扉ぴのダイヤル錠じようを外はずす。敷しき地ち内には鉄棒や滑すべり台を始めとした遊具が置かれたグラウンドと、二階建ての白い建造物があった。開け放たれた窓からは、子供たちのはしゃいだ声が聞こえてくる。

「この場所には、人型魔甲蟲専用の養護施設が設もうけられているのです」

「養護施設ね。大人の人型魔甲蟲はいないの？」

「はい。ゼスの思想に浸ひたらなかった者たちには、精神的にまだ幼い者が多いのです。加えて、戦力的にも当てにされなかったことも関係しているでしょう」

「そっか。たしか魔力を使えないんだっけ？」

「ええ。おっしゃる通りです」

　クリスが言う。

「ゼスは人型魔甲蟲の真しん価かは、《崩力》を扱あつかうことにこそあると考えております。ゆえに魔力を持たざる人型魔甲蟲は冷れい遇ぐうされるのです。もっともゼスはそれを差別ではなく、区別だと考えているようですが」

　人型魔甲蟲が多大な脅威である理由の一つが《崩力》だ。それを扱えぬ者は、ゼスの眼鏡に適かなわないらしい。

　反対に《崩力》を扱えれば、リーゼリットのような幼女でも一人前とのことだ。

　そんな話をしながら、カナタたちは養護施設の中へと入っていく。リバーが養護施設をただ一人で担になう院長のもとへ話を通しに向かい、カナタたちは養護施設の子供たちと対面する許可を得た。そして孤児たちが集つどう集会室のドアに手をかける。

「あのさカナタちゃん、やっぱりこのまま帰ったりしないかしらん？　わたしはこういうところは……」

「お前さ、ひょっとしてここに入りたくないの？」

「もしかして『入りたくない』って言ったら、このまま入らないでくれるのん？」

「まさか。絶対に入るに決まってるだろ」

「ちょ、ちょっとどういう理り屈くつよんそれっ!?　って、手を引っ張らないでよんっ!?　本当にお姉ちゃんはこの場所苦手なんだってばん……っ!?」

　嫌いやがるエミリーの手を取り、カナタは集会室の中へと入った。

　発表会で使うステージが設置されたそこには、合計十五人の子供たちの姿があった。年ねん齢れいは七歳から十二歳まで。肌はだの色や性別に違いこそあれ、みんなが人型魔甲蟲とのことだ。

　見た目はアンネローゼと同じ子供だが、こちらは身に纏まとう雰囲気も年相応といったところか。

　さて、エミリーはやけにこの場所を意識してたみたいだけど。カナタはエミリーの反応を窺うかがう。するとエミリーはそわそわとして、ばつの悪そうな表情を浮うかべていた。まるで身の置き所がないかのように。

　集会室に姿を現したエミリーを目もく撃げきした直後──子供たちが一いつ斉せいに表情を輝かがやかせる。そして、

「わあー、エミリー先生だ……っ！」

「先生、すごく久しぶりっ！　いままでどこ行ってたの……っ!?」

「ずっと待ってたんだよエミリー先生……っ!?」

　さきほどまで、お行ぎよう儀ぎよく椅い子すに座っていた子供たちが騒さわぎ始めた。年老いた院長が注意する声も耳に入っていない。

「んっ、エミリー……先生？」

　怪け訝げん貌でカナタがつぶやいた直後、赤茶けたショートヘアの女の子を筆頭に子供たちが椅子から立ち上がる。そのままエミリーのもとに駆け寄よろうとするが、エミリーの様子はますますおかしくなっていた。

　ばつの悪そうな表情を抑えこみ、エミリーは明らかに作りものとわかる陽気な笑みを浮うかべ、

「エミリー先生って誰だれのことかしらん？　……わたしはもう先生じゃないし、あなたたちはもうわたしの教え子じゃないの。だから、こっちに来ちゃダメよん」

　薄うす気き味み悪いまでの陽気さで、子供たちを拒きよ絶ぜつした。

　そのただならぬ覚悟を感じ取り、凍こおりつく子供たち。だが、その拒絶を受けてもなお、赤茶けたショートヘアの女の子だけが更に駆け寄ろうとした。するとエミリーは、カナタと出会ってから初めて嫌けん悪お感を露あらわにし、

「ダメって言ってるでしょ……！」

　短い言葉に込められたただならぬ剣けん幕まくに、その子も凍りついた。

　一いつ瞬しゆんで静まり返る集会室。突とつ然ぜんの出来事にカナタが眼を細め、エミリーの次の出方を窺う。

　エミリーは気まずそうに貌を伏ふせたあと、誰にともなく告げる。

「わたしは……またすぐ行かなきゃいけないところがあるんだから、みんなはこっちに来ちゃダメなのよん。……カナタちゃん、やっぱりわたしは帰るわ。街中を散策してくる」

「……エミリー先生」

　赤茶けたショートヘアの少女たちが見守る中、エミリーはひとりで集会室をあとにした。沈ちん黙もくする子供たちを引いん率そつし、年老いた院長は気落ちしたように教室に戻っていく。
















「なあ、先生ってどういう意味？」

「その……エミリーさんは、あの子たちの世話をしていたことがあるんです」

　解散していく子供たちを見やるカナタに、クリスが説明する。

「エミリーさんは子供たちの冷れい遇ぐうを憂うれい、ゼスに待たい遇ぐう改善を訴うつたえましたが、聞き入れてもらえませんでした。そこで彼女は、この世界の人類に訴えることのしたのです。……結果としてエミリーさんは、人類への協力と引ひき換かえに、子供たちの保護をとりつけました」

「随ずい分ぶんと思いきったことをしたんだな」

「ええ。微び力りよくながら、わたくしもお手伝いさせてもらいました。間かん諜ちようとして社会に溶とけ込んだわたくしも、ひとつ間ま違ちがえれば同じ運命でしたから。そのあとは──」

　人型魔甲蟲の子供たちは、人類に保護された。そこでも除のけ者もの扱いは変わらなかったようだが、生活は格段によくなったようだ。当初は塞ふさぎこんでいた子もいたが、エミリーが先生として触ふれることで、明るさを取とり戻もどしたという。

　反面、エミリーの立場は危あやういものとなった。しかしそれを差し引いてでも、クリスにはエミリーが幸せそうに見えた。

「ふーん。あいつちゃらんぽらんな性格っぽいけど、情に厚あつい奴やつなんだな。……それに、先生としては面めん倒どう見みがいいみたいだ」

「わかりますか？」

「まーな。ああやって子供たちが眼を輝かせるのは、いい先生の証しよう拠こだよ」

　さらに話を聞くと、クリスも指導はできるが、おっとりとした性格のせいか、教え子からのウケはあまりよくないらしい。それに比べて、陽気で大おお雑ざつ把ぱなエミリーは先生として、子供たちからの人気が高かったとか。

　この辺りの話を聞いて、カナタは大体の事情を察した。現在は一時休業中だが、カナタもこれで教官なのだ。指導者が、敢あえて教え子たちと距きよ離りを取った理由はわかる。

「ようやくあいつの人間らしいところがわかったよ」

　そうつぶやいたカナタは、我知らず口の端はをつりあげていた。ここしばらくしていなかった不敵な笑みだ。

　そんなとき、集会室のドアが開く。そこには息を切らせ、不安げな貌をした院長と男の子の姿があった。

「すみません、クリスさん。少しの間、子供たちの面めん倒どうを見てもらってもよろしいでしょうか？」

「どうかなさったんですか院長先生？」

「じつは一人、敷地の外に出て行ってしまったようなのです」

「リコリスはエミリー先生のこと、すごく好きだったから……」

　傍かたわらにいた少年が言い添そえた。リコリスというのは、真っ先にエミリーに駆け寄ろうとした、赤茶けたショートヘアの少女のことらしい。

　当然の反応だな、とカナタは思う。リコリスの恩師が、理由も告げずに立ち去ったのだから。

「まずいことになったね」

「？　どうしたんだよ？」

　顎あごに手をやり考え込むリバーを見て、カナタが尋たずねた。

「この場所が隔かく離りされているのは、気づいているだろう」

「教皇陛下アークビシヨツプの方針で、人類との共存を望む人型魔ま甲こう蟲ちゆうには、居住地を提供しています。ですが、この地に住む人々からの反感は禁じ得ません。人型魔甲蟲に赦ゆるされているのは、この養護施設の敷しき地ち内での生活です。逆にいえば、この養護施設の子供たちが敷地の外に出るときは、教皇陛下アークビシヨツプの許可と監かん視しを必要とします」

　エミリーやクリスには、リバーが監視役として付き添っている。だがリコリスという少女には監視役がついておらず、市民から嫌がらせを受ける可能性があるらしい。

　魔甲蟲を憎にくむ人間は、どこにでもいる。アンネローゼから信任されている院長はともかく、全ての人間が人型魔甲蟲を受け入れられるわけではないのだ。

「なら院長先生にはこの子供たちを任せて、代わりに俺たちで追いかけよう。そもそもの原因は、エミリーをここに連れてきた俺たちにあるからな」

　言い終わるや否いなや、カナタはクリスたちとともに集会室を飛び出して行った。







　地下都市。商店街。

「エミリー先生……っ！」

　赤茶けたショートヘアの少女──リコリス・リアライトが街中をとことこと駆けて行く。

「エミリー先生、待ってよっ！　エミリー先生……っ!?」

　雑ざつ踏とうに混じって後ろから聞こえる声に、エミリーは歩調を早めた。

　悪いわね。もうあなたたちと関わるつもりはないのよん。

　なおも懸けん命めいに追いすがってくる声に、エミリーは向き合おうとしなかった。そもそも向き合う資格すらないのだ。

　エミリーの命の期限タイムリミツトは、長く見積もって三日だ。とうの昔に本物の肉体は滅ほろび、いまは魂たましいの滅びを待つ身でしかない。そんな自分がどの面つらをさげて、リコリスたちに向き合うというのだ。

　さきほど集会室でリコリスたちと再会し、エミリーは痛感していた。この子たちは、いまでもわたしのことを先生と慕したってくれる。いや、慕ってしまっている。

　ついリコリスたちのことが気になって、カナタに付き添うという形で様子を見に行ってしまった。だが、あれは失敗だった。

　あの行いは、リコリスたちにもう去った先生──エミリー・ウィットベルンへの情念を思い起こさせてしまった。

　はあー、わたしもえらく間ま抜ぬけなことをしたものねん。

　エミリーは小さく下した唇くちびるを嚙かんだ。

　カナタに腕うでを引っ張られていたとはいえ、その気になればいつでも逃にげだせたのだ。

　半年以上前の戦いで、キルスティに討うたれた自分のことを、あの院長先生ならどう説明しただろうか。おそらくは幼いリコリスたちが悲しまないように、配はい慮りよしてくれただろう。

　思念という名の魂たましいが滅ばなかったからこそ、呪じゆ殺さつに伴ともなう、エミリーに関する記き憶おくの消失が生じなかった。だが、生じなかったことが、こうも足を引っ張ることになるとは……

　せめて、わたしに関する記憶がリコリスたちの中から消されていれば、あの子たちを見て親愛の情を覚えるのは、わたしだけで済んだのに……

　あのまま旧交を温めあえば、リコリスたちにさらなる喪そう失しつ感かんを覚えさせてしまう。

　なにせわたしの命は残り……

　そんなとき、不意に後ろ髪がみを引かれる想いに駆かられ、エミリーは後ろを振ふり向いた。なぜこのタイミングで振り向くことができたのか、自分でもよくわからなかった。

「おい、引いん率そつ担当はどうした？」

「どうしてお前一人でここにいやがるんだ？」

「えっ!?　あ、あの……」

　そこにはリコリスを囲む男たちの姿。状じよう況きようは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　赤のラインが入った《ベベル》の空戦衣を纏まとうならず者どもが、幼いリコリスをいたぶろうとしているのだ。相手は四人。彼らは空士でリコリスは人型魔甲蟲という立場の違ちがいから因いん縁ねんをつけて……

　わたしは関わるべきじゃないわねん、とエミリーは静観を決め込もうとする。だが、

「なんでお前がここにいるのかって訊きいてるんだよっ！」

「きゃっっっ!?」

　空士の一人にリコリスが突き飛ばされる。手加減されていたとはいえ、成人男性にどつかれ、リコリスはたやすく尻しり餅もちをつき、心底怯おびえた表情を浮かべていた。

　わたしは関わるべきじゃ……と思いながらも、エミリーはその場を立ち去ることができなかった。

　……もう気は済んだでしょ。とっとと解放しなさい。体の中から沸ふつ々ふつと湧わきあがる衝しよう動どうを堪こらえ、エミリーはぎゅっと拳こぶしを握にぎった。だがその間も、空士たちはリコリスを囲み、汚きたない言葉を浴びせている。

　限界を迎むかえたリコリスがいまにも泣き出しそうな貌をしたとき、エミリーの頭の中が一瞬で沸ふつ騰とうした。

「ちょっと、あなた。この子に手を出すなんて、どういうつもりよ……っ!?」

「エミリー先生……っ!?」

　憤ふん怒ぬに貌を染めたエミリーが大おお股またで歩み寄り、突き飛ばした男性をびしっと指さし言った。

「なにわたしの生徒に手を出してくれてるのかしら、このたまなし野や郎ろうっ！」

　気づいた瞬しゆん間かんにはもう、喧けん嘩かをふっかけてしまっていた。状況に流されるまま、ここで干かん渉しようしてはいけないとわかっているにもかかわらず……







　なんだよ、あいつ。本当に熱い先生じゃんか。

　通りを見渡せる路地の陰かげから、カナタはその光景を見守っていた。本当はもっと早くリコリスを見つけていたのだが、声はかけなかった。

　まだ幼いリコリスが、必死にエミリーを追いかけているのだ。

　一時休業中とはいえ、カナタは教官だ。頑がん張ばるリコリスを、つい応おう援えんしたいと思ってしまったのだ。

「カナタさん、早く止めに行きませんと……っ！」

「待てよクリス。もう少し様子見させてもらっていいか」

　助けに入ろうとするクリスを制し、カナタは陰から様子を見守り続ける。

　有事の際に監かん督とく責任が問われるリバーは、さきほどの会話が聞こえない振りをして、エミリーたちの場に割って入ろうとする。だが、カナタとクリスにがしっと上着の裾すそを摑つかまれ、ですよねーと言いたげな表情で落らく胆たんしながら路地へと戻もどった。

「カナタさん、なぜ様子見なさるのですか？」

「どんな人間にだって譲ゆずれないもののひとつやふたつはあるもんだよ。……ミソラたちだって、そうだった」

　しかし、エミリーにはそういった執しゆう着ちやくが感じられなかった。まるで世せ俗ぞくのあらゆるものに興味がなさそうで、自らの命にすら関心を示さなかった。

　そんなエミリーが剝むき出しの感情を曝さらけ出すところを、カナタは見定めたい。そして確かめたいと思ったのだ。

　エミリー・ウィットベルンの本音を。

「ってか、《ベベル》の空士は全員要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市勤務って話じゃなかったのか？」

　教皇を警護するリバーたち近この衛えを除くと、《ベベル》に防空戦力はなかったはずだが。

「あの連中はダンベルクールさんの子こ飼がいだよ。あの人は地下都市防衛のための最小限の戦力って称しようして、自分の息がかかった空士を、要塞浮遊都市から引き抜ぬいてしまったんだ。三ヶ月くらい前の出来事かな。……教皇陛下アークビシヨツプに無断でこの場所の存在を明かしてしまったせいで要塞浮遊都市に帰すわけにもいかず、不ふ良りよう債さい権けんになってしまっているんだよ」

　不良債権、か。たしかに頼たよりになる連中には見えねーな。

　体格はカナタより大おお柄がらだが、空士というよりならず者という雰ふん囲い気きだ。制服の着き崩くずし加減でわかる。おそらく要塞浮遊都市で手に余る連中を、体ていのいい厄やつ介かい払ばらいとして渡わたされたのだろう。元評議員に振り回されまいという要塞浮遊都市の司令官のしたたかさが、意外な形で負担となっているのだ。

　騒さわぎに巻き込まれるのを恐おそれ、居合わせた市民たちが走り去る。そんな中、エミリーが険しい表情で《ベベル》の空士たちを睨にらみつける。

「いい加減にしなさいよ。文句があるってんなら、わたしが相手を──」

「してやるってか？　おいおい、ここでトラブルを起こして困るのはあんたたちだぜ」

「く……っ!?」

「人型魔甲蟲が監視をつけずに、無断で居住地を出てるんだ。処分されたって文句は言えねえ。てめぇが誰だれか知らねえが、怖こわいめに遭あいたくなきゃとっとと逃げな」

「エミリー先生……」

　リコリスを背に庇かばうように立つだけで、エミリーは手を出せない。その間に《ベベル》の空士たち四人が、エミリーとリコリスを囲い込んだ。

　そろそろヤバいな。カナタがさりげなく介かい入にゆうする。

「あーっ!?　かわいい女の子が、怖いおじさんに襲おそわれている……っ!?」

　間の抜けた声をあげるカナタと、付き添うクリス、呆あきれ貌のリバー。奇き妙みような三人組の出現に、《ベベル》の空士たちの動きが止まった。

「どうしたんだよエミリー、なんかトラブル？」

「カ、カナタちゃん……っ!?」

　自分より大柄な空士を相手に、カナタは怯ひるまずに向かっていく。

「お前、このへんじゃ見ない貌だな」

「こいつがあれか、教皇陛下アークビシヨツプがわざわざ声をかけて連れて来たっていう……」

　空士たちが囁ささやく中、リコリスを突き飛ばした空士が前へ出てきた。

「へえー、兄ちゃん。ひょっとしてお前、こいつと仲いいのか？」

「ああ。当然だろ」

　ガンを飛ばしてきた空士を、カナタは堂々と睨み返す。体格の違いからか、自らの優位を疑わない空士は嘲あざけりきった貌で、げらげらと笑った。

「こいつが誰だか知ってて言ってんのか？　こいつは、俺たちと違って──」

「人型魔ま甲こう蟲ちゆうだって言いたいんだろ。そのぐらい知ってるよ。ついでにお前ら三下は知らないだろうけど、そこの能天気女は呪じゆ力りよくそのものだぞ。……そんでさ、女を取り囲むしか能がない間抜けが、なんか用でもある？」

「大した度胸だな。子ガ供キだからって優しくしてもらえるなんて思うなよ。……俺たちはみんな、戦場帰りなんだぜ」

　空士たちの頭に見る見る血が昇のぼるのを見て、カナタが言い放った。

「ふーん。そんで、その戦場帰りさんっておっさんは強いの？」

　その言葉が引き金だった。

　目の前にいた男が、マチェット状の魔ま剣けんを展開しつつ、斬きりかかってくる。それを予期していたかのように、カナタは軽いステップでさっと相手の懐ふところに入ると、相手の顎あごに掌しよう底ていを叩たたき込んだ。がんっ！　と相手の意識を一いつ瞬しゆんで刈かり取り、怯ひるんだ相手の腕の関節を極きめ、背中に回り込む。

　いつの間にかカナタの手には、マチェット状の魔剣が握られていた。相手が持っていたものだ。それをカナタは容よう赦しやなく相手の首筋に突きつける。

「どうするんだよ、まだ喧嘩すんのか？」

　眼の前にいた男二人が怯んだ。

　んっ、二人だけ？　カナタが怪け訝げんに思った刹せつ那な、騒ぎに乗じてカナタの真横に回り込んでいた男が、死角から飛びかかってくる。対応が遅おくれた、殴なぐられる……！　どうにかカナタが体を捻ひねろうとした瞬間、艶つややかな美び脚きやくがその男の股こ間かんを蹴けりあげた。

　悶もん絶ぜつしながらその場に膝ひざをつく男を見やり、カナタが言う。

「へっ、やるじゃんか」

「さすがにカナタちゃんに助けられっぱなしだと、お姉さんも恰かつ好こうがつかないのよん」

　リコリスと手を繫つないだエミリーが、ウィンクを飛ばしてみせた。人ひと質じちを取ったカナタが言う。

「ここで俺たちがこいつらを解放してやる代わりに、あんたたちは俺に手を出さない。今回のいざこざのことも全部忘れる。それでいいよな」

「あ、ああ。言う通りにする。俺たちは手を出さない」

「頼たのむから、ジャンを解放してやってくれ」

　カナタはジャンを解放する。マチェット状の魔剣も、遅れて相手の足もとへ放り投げてやった。

「人型魔甲蟲と組むなんて、いかれてやがる」

「だいじょうぶかジャン」

「てめぇ、その面つらは二度と忘れねーからな」

　ジャンと呼ばれた男の恨うらみ事を聞き流しながら、カナタは遠ざかる空士たちを眺ながめ、

「あれで元前線勤務か。戦せん闘とう力以前の問題だな」

「そうね。あの程度なら敵じゃないわん」

　カナタとエミリーはお互たがいを見やると、ハイタッチした。まるで長い間一いつ緒しよに戦ってきた戦友のように、呼吸が合っている。

　呆れたリバーが、こめかみの辺りを搔かいた。

「あのね、起きてしまったものは仕方ないけど。今度からもう少し穏おん便びんな方法を……」

「エミリー先生、怖かったよ……っ!?」

「こらこら、あなたもいけないのよん」

　腰こしに抱だきついてきたリコリスを見て、エミリーは躊躇ためらいながらも、その頭をそっと撫なで始めた。

　それを見て、カナタは口の端はをつり上げて頷うなずく。

「ふーん、そっかそっか。そういうことか」

「カナタさん、どうかなさったのですか？」

「ああ。今日ずっと考えてたんだけどさ、俺はようやくわかった気がするよ」

　得心顔のカナタの視線の先には、リコリスを慰なぐさめるエミリーの姿があった。

「そんなにこっちを見てどうしたのよカナタちゃん？　ひょっとしてお姉さんに、恋こいをしちゃったの？」

「いやなに。俺が今日エミリーと戦わなかったことが正しかったことの証明を、その子に手伝ってもらおうと思って」

　カナタは膝を曲げ、リコリスと同じ目線で尋たずねる。

「ねえ、名前なんて言ったっけ？」

「……リコリス、です」

「リコリスか。うん、いい名前だな」

　まるで宝物でも愛めでるかのように、カナタはリコリスの頭を撫でた。そのあと彼は仲間たちを見回し、

「あのさ、今日俺はこれからリコリスたちと遊ぶよ。エミリーたちには、明日あした付き合ってもらうから九時に養護施設に集合な。そんじゃ今日はここでお開きにしよう」

「明日は養護施設に集合って……カ、カナタ君……っ!?」

　思わずリバーが尋たずねる。

「エミリーさんとの戦いはどうするんだ……っ!?」

「ああ、その件ね」

　心底面めん倒どうくさそうな貌で、カナタは頭の後ろを搔きながら、

「今日はエミリーと戦わないって言ったけどさ、明日も戦わないから。みんな、気楽にかまえててくれよ。んじゃ、そういうことでよろしく。ああ、もし明日エミリーが来るのを嫌いやがるようだったら、羽は交がい締じめにしてでも連れて来てくれ」

　カ、カナタ君ーーーっ!?　リバーの願望をあっさりと裏切り、二日目も戦わない宣言するカナタ。そんな彼を見やり、あのエミリーですら完全に啞あ然ぜんとした表情を浮うかべてしまっていた。
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　空戦武踏祭エリアルソード本戦一日目。夕方。

　第一人工空島メガフロート。地下都市。ダンベルクール邸てい。

「ヴィーゲルト邸への夜や襲しゆうですか？」

「そうだ。いまは第九人工空島メガフロートで開かい催さいされている空戦武踏祭エリアルソードのために、《ベベル》本体の警備が手て薄うすになっている。我々は短時間のうちに都市上空から一気に、ヴィーゲルト邸へと降下。速すみやかに、ゼス・ヴィーゲルトを処理する」

　急きゆう遽きよ召集をかけたダンベルクールの視線の先には、ジャンを始めとする要塞浮遊都市から引き抜いた空士たちの姿があった。

　アンネローゼが、人型魔甲蟲に悪あく戦せん苦く闘とうしているのは知っている。だからこそ、ここ最近は足繁しげくアリエスの離り宮きゆうへと通い、具申したのだ。

　しかし、アンネローゼの返事は常に否定的だ。今日も直じか談だん判ぱんしたが、あの小こ娘むすめは戦うということを嫌っているように見える。教皇という肩かた書がきは立派だが、しょせん中身は女ということか。

　まあいい。ここで手て柄がらを立てれば、今より多くの権力を握れる。それに《ベベル》に如い何かに強敵がいるとはいえ、少数精せい鋭えいで奇き襲しゆうをかければ押しきれるという自信が、ダンベルクールにはあった。

「教皇陛下アークビシヨツプから御ご裁さい可かがくだったのですか？」

「いいや。だが、これは教皇陛下アークビシヨツプの《ベベル》に巣食う害虫を駆く除じよする行こう為いだ。教皇陛下アークビシヨツプの御おん為ために動くのは、我々の忠心からである。きっと教皇陛下アークビシヨツプもご理解くださるであろう」

　そう言って空士たちを説得したあと、ダンベルクールはジャンがふてくされた貌をしているのに気づく。

「どうしたんだジャン？」

「いえ、何でもありません」

「頼むぞ、わたしは貴様たちを当てにしているのだからな」

　当てにしているというのは本当で、訓練用の環かん境きよう作りにも抜ぬかりがなかった。地下倉庫にあったコンテナを、アンネローゼの傍そば仕づかえたちに命じて全て運び出させ、鍛たん錬れん場へと変えさせたのはダンベルクールだった。しかも要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市にいたジャンたちの引き抜きに成功する以前から、訓練環境を整えていた。

　ダンベルクールたちは日が沈しずむのを待って、エレベーターで上部プラント施し設せつに移動する。月明かりのもとに、巨大なエネルギープラントが忽こつ然ぜんと聳そびえ立っていた。生温かい風が吹ふく屋上で、ダンベルクールが告げる。

「市民への被ひ害がいは気にするな。ヴィーゲルト邸を襲しゆう撃げきし、ゼスを殺せば敵は瓦が解かいする。最悪奇襲が失敗した場合は、痕こん跡せきを残さずここまで戻もどって来ればよい。視覚疎そ外がい術式である〈タリスマン〉が貴様らを護まもる」

　その指示を聞いたあと、ジャンたちが夜空へと上がる。闇夜に溶とけ込むように消え去ったジャンたちを見やり、ダンベルクールは勝利の笑みを浮かべた。

　だが、この空には彼ら以外の存在があった。ギュインという機械音とともにレンズが動き、月明かりを背に、白い球体のドローンが動き出す。そのレンズは、第一人工空島メガフロートを飛び立ったジャンたちの姿を映し出していた。







《ベベル》領空。第一人工空島メガフロート付近。

　まるで誰だれかに見張られているような気がして、ジャンが背後を振ふり返った。しかし、そこにはこれと言って何も見当たらない。

『どうかしたのか？』

『いや、なんでも──』

　言いかけ、ジャンの眼が月明かりを反射した、何かの光を捉とらえた。正体が気になったジャンが接近し、それを確かめる。

『偵てい察さつ用のドローン？』

　たしか空戦武踏祭エリアルソードの撮さつ影えい用に、《ベベル》で大量生産したという話だ。

　しかしそれが競技中の第九人工空島メガフロートではなく、夜襲をしかけるジャンたちを追つい跡せきしているとなると、嫌な予感がする。

　最悪の状じよう況きように思考が至る刹那、上空から二つの影かげが舞まい降おりてくる。

『ふーん、どうやらドローンが追跡してたのはこの子たちみたいね』

『そのようです。第一人工空島メガフロートの方角から来たようですね』

　そこにいたのは、白いワンピースを纏まとったエリスと、白いジャケットに膝ひざ丈たけのブーツを履はいているキルスティだ。

『エリス様の読みが当たりましたね』

『機械のチカラを借りなければ、見み逃のがしていたところだったわ。さすがねキルスティ』

　皮肉っぽい響ひびきを孕はらんで、エリスが言った。

『なにほどのこともありません。それよりドローンが捉えた物体が、教皇の手の者でなによりです』

　皮肉を聞き流し、それとも気づいていないのか。キルスティは努つとめて冷静に返事をしてきた。

　じつは教皇の拠きよ点てん捜そう索さくは、リバーのお陰かげで大分絞しぼりこめていたのだ。対《アスモデウス》戦後に《ベベル》本体の地下へと身を潜ひそめたリバーは、ある過あやまちを犯していた。カナタの救助を急がせたため、浅い地下でクリスに呪じゆ力りよくを使わせたことだ。

　感覚を尖とがらせていれば、その場所がどこか目星をつけられる。のちほどエリスがその場所を捜索した結果、すぐ近くの《ベベル》の外へと繫つながるハッチに、使用痕こんがあることを発見した。

《ベベル》の地下は迷宮のように入り組んでおり、地図にない通路もある。むろん整備士は、許可された区画以外立ち入り禁止だ。だからこそ地下の全ぜん貌ぼうは、《ベベル》の建造当初より栄えてきた教皇とその関係者以外把は握あくできていない。それゆえに地下に教皇派の拠点があるとしてゼスは捜索を続けていたが、エリスは別の観点でアプローチした。地下に教皇はいないと判断し、キルスティと相談。その結果、各所の人工空島メガフロートに偵察用のドローンを重点配備したのだ。

　そのうちの一体に動体反応があり、急行した結果がこれだ。

　空士の一人が雄叫おたけびをあげ、ひ弱そうなエリスへ襲おそいかかる。だがエリスに刃やいばが届こうとした刹せつ那な、突とつ如じよとしてエリスの眼前に生じた呪力障しよう壁へきが斬撃を拒こばむ。そのまま呪力障壁はロープのように形状を変え、瞬またたく間まに空士を縛しばり上げた。

『さて、あなたの頭の中を見せてくれる』

　身動きできぬ空士と視線を合わせた刹那、エリスの瞳ひとみが妖よう艶えんな輝かがやきを放った。同時に空士が悶もだえ苦しみだし、絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。呪力の事象干かん渉しよう力を駆く使しした、精神感応の一種だ。相手の精神に強引に干渉し、記き憶おくを読み取ったり、催さい眠みん暗示を施ほどこせる。

『ふーん、そういうことね』

　気絶した空士を放り捨て、エリスが得心貌がおをする。

『キルスティ。役に立つ記憶はあらかた読み取ったし、残りは全部処理していいわよ。この夜襲を指示した人間が、第一人工空島メガフロートのエネルギープラントにいるみたい。捕つかまえてくるわ』

『畏かしこまりました、エリス様』

　上品に返事をし、キルスティはエリスを見送る。次に彼女はジャンたちを見やり、獲え物ものを嬲なぶり殺すような、狂きよう喜きに満ちた表情を浮かべた。

『わたしたちに歯向かう愚おろかさを教えて差しあげます……！』

『ひ、怯ひるむなっ!?　相手は一人だ……っ!!』

『あ、ああ。行くぞ……っ！』

　ジャンの仲間二人が同時に襲いかかる。間合いを詰つめて、二人同時に斬撃を放ち、キルスティの脇わきをすり抜ける。

　とったっ！　と彼らが確信した瞬しゆん間かん。そこには、あり得ない結果が待ち受けていた。

『………………っ!?』

　キルスティに斬きりかかった二人が握にぎる武器が、あっけなく砕くだけ散ちった。破壊されたのだ、と気づいた二人が後ろを振り向く。そこには、いつの間に展開したとも知れぬ、黒い大おお鎌がまを握ったキルスティの姿があった。

　いつ攻こう撃げきしたか、斬線が見えなかった。夜や陰いんに紛まぎれて、見逃したわけではあるまい。

　キルスティがあの黒い大鎌を展開した直後から、ジャンは震ふるえが止まらない。己おのれの手が、膝ひざが、体全体が恐きよう怖ふに震え、逃にげろと本能が告げている。

　だが、相手はたった一人。こちらは一人がやられたが、自分を含ふくめまだ三人残っている。三対一なら、負けるわけがない。

　なぜならこの位置取りは……

『いくぞ……っ！』

　ジャンが仲間二人に声をかけ、一いつ斉せいに襲いかかる。ジャンは魔ま剣けんを、残り二人も副武装サイドアームの魔剣を携たずさえて、三方向からの一斉攻撃だ。

　これで勝負がつく。ジャンのその考えは、ある意味では正しい。

　しかし。根本的なところで、思い違ちがいをしていたことに気づかなかった。なぜ自分は逃とう走そうという選せん択たく肢しを選ばなかったのか。それはあまりの力量差に、逃走が不可能であることを本能的に悟さとっていたにすぎない。

　そもそも勝負として成立していないのだ。

『さあ滅ほろびなさい、愚か者ども……！』

　言い放つや否や、キルスティが黒い大鎌を素早く振りかざす。その直後、巨きよ大だいな戦輪チヤクラムのような呪力が放たれ、ジャンの仲間へ襲いかかる。

『う……っ!?』

『ぎゃあああ……っ!?』

　その戦輪チヤクラムは相手に逃げる間も与あたえぬほど素早く奔はしり抜け、たやすく命を刈かり取っていった。最後に残ったジャンは魔力を振り絞り、どうにか戦輪チヤクラムを弾き飛ばす。なおもジャンが戦おうとすると、瞬く間にキルスティが眼前に接近し、冷れい酷こくな表情で大鎌を振り下ろしてきた。

『終わりです……っ！』

　真っ赤な血が、月明かりの空に弾はじけ飛ぶ。体を両断されたジャンは、なす術すべもなく暗くら闇やみのような海へと落下していった。







　一方でエリスは、気配を殺しながら第一人工空島メガフロートへ。そのままエネルギープラントの屋上へと降下していた。ここには〈タリスマン〉という視覚疎外術式が張られているらしい。しかも術式を張ったのは、あのクリスで、彼女はいまも健在とのことだ。

　肌はだに不可視の膜まくのようなものが纏まとわりつく感覚を覚えながら、エリスは屋上へ降り立つ。するとどこからともなく「ひ……っ!?」と怯おびえる声が聞こえ、眼の前で何者かが尻しり餅もちをついた音がした。

「もしかして、ここに誰かいるのかしら。でも、見えないのは厄やつ介かいね」

　そう言って、エリスは周囲に呪力を霧きり状に撒まき散らす。すると慌あわてて立ちあがり、走り去ろうとする者の気配を捉えた。

「あらあら、ろくに挨あい拶さつもしないうちにどこに行くのかしら？」

　霧状の呪力を相手に纏わりつかせたあと、ロープ状に変化させて捕ほ縛ばく。見えない何かを捉えたまま、エリスは飛び立ち、第一人工空島メガフロートを離はなれる。〈タリスマン〉の圏けん外がいに出ると、捕縛した人物の姿が明らかになった。

「わ、わたしを誰だと思っているエリス・ヴィーゲルトっ!?　とっとと拘束を解け……っ!?」

「あら、どなたか存じあげないけど。どこかでお会いしたかしら？」

「元評議会議員のジャミラ・ダンベルクールです。エリス様」

　遅おくれて合流したキルスティが告げた。

「まあ、評議員を辞職したあとは故郷に帰って余生を過ごしてるって聞いてたけど……なぜこんなところにいるのかしら？」

　この状況で微笑ほほえむエリスの不気味さに、ダンベルクールは言い知れぬ恐怖を覚える。

「ま、待てっ!?　話せばわかる……っ!?　きょ、協力ならいくらでも……」

「惜おしまないって言うんでしょ。でもね、わたしはあなたのことを信用できないの」

　借りてきた猫ねこのように大人しくなるダンベルクールを見やり、

「さて、どうしようかしら？　……そっか、いいこと思いついちゃった」

　そう言って、妖艶な微笑みを浮うかべるエリス。その直後、エネルギープラントの上空にダンベルクールの絶叫が響き渡った。




　　　　＊＊＊




　ヴィーゲルト邸てい。エリスの自室。

「さて、これで材料は揃そろったわ。あとはあの男に仕込みを済ませて、罠わなを張るだけね」

　ダンベルクールには軽い催眠暗示を施し、地下に閉じ込めてある。むろん、これからダンベルクールを待つのは不幸しかない。

「エリス様。今日の一件を、ゼス様へ報告なさらなくてよろしいのですか？」

「そうね……」

　エリスは考える仕草をみせたが、

「お兄様もご多た忙ぼうのことだし、教皇派の始末はわたしたちの仕事よ。途と中ちゆう経過を報告したところで、目標が達成されなければ意味がないわ。まだ報告はしないでおきましょう」

　そう言って、報告を先送りにした。

　教皇派の拠点殲せん滅めつというビッグニュースをいきなり届け、ゼスを驚おどろかせたいという想いが何にも勝まさったのだ。それに途中経過を報告したところで、キルスティが考案した、偵察ドローンの流用策を、ゼスが評価しかねない。

　エリスが兄の一番になる為ためには、誰だれもが納得する、エリス自身の確実な成果を出す必要があった。

「半はん日にちもあれば、ダンベルクールの催眠暗示は完全になる。そうすれば、彼はわたしの操り人形よ。教皇の首も獲とりやすくなるわ」

　リーゼがいれば楽なんだけど、と思いながらエリスが言った。精神感応は人型魔ま甲こう蟲ちゆうにおいても適性に大きく左右され、催眠暗示は同どう胞ほうの中でリーゼリットが一番上う手まい。二番目がエリスだ。

「そういえば空戦武踏祭エリアルソードのほうはどうなってるの？」

「順調に進んでいるようです。《ベベル》の代表はすでにバトルロワイアル突とつ破ぱ条件を満たしました。ゼス様の計画通り、今晩からリーゼリットが動き出すことでしょう」

「そう。それは何よりだわ」

　悪戯いたずらっ子の笑みを綻ほころばせ、エリスは思う。覚かく悟ごしなさい教皇。あなたの覇は権けんももうすぐ終わりよ……！







　　　第三章　最後の晩ばん餐さんの日に……







　空戦武踏祭エリアルソード二日目の朝。

　第一人工空島メガフロート。地下都市。養護施設前。

「それで、わたしをまたここに連れてきてどういうつもりかしらん？」

「今日はさ、エミリーのことをもっと知りたいと思ったんだよ」

　ややむっとするエミリーに、カナタが言った。傍かたわらに控ひかえるクリスとリバーはやつれた貌かおをみせる。

　じつは今朝、エミリーは部屋から出ようとしなかったのだ。養護施設に行くことが相当嫌いやだったらしい。説得も通じず、クリスとリバーは仕方なくチカラを行使した。結果としてアリエスの離り宮きゆうで一ひと悶もん着ちやく起こしていた。

「うーん、わたしのことを知りたいって言われてもねん。わたしはほら、ご覧の通りちゃらんぽらんな性格だし」

　そう言って、カナタをからかうかのように胸の谷間を見せつけてくる。だが、カナタは眉まゆひとつ動かさない。

「ちゃらんぽらん、ね。ま、いまはそれでもいいや。でも、せっかく顕けん在ざい化したんだし、ちゃらんぽらんなお前でもやりたいことがあるんじゃないか？」

「……やりたいこと、ね。だけど、よくも悪くも明日までの命なのよん。たいして時間もないのに──」

「あのさエミリー。もし明日世界が崩ほう壊かいするとしたら、今日をどう生きる？」

「あらあら、いきなり突とつ拍ぴよう子しもない質問ね。でもそうねえー、たぶん遊び明かすと思うわん」

「ふーん、そういうもんか。ならさ、今日はレクリエーションでもやんない？」

「レクリエーション？」

　怪け訝げんそうに問い返すエミリー。そんな彼女の傍らに立つリバーとクリスは、カナタの発言の意味を悟り、慌てて口を開いた。

「カ、カナタ君っ!?　レクリエーションだなんて、キミは本当にいまの状じよう況きようを理解してるのかいっ!?　エミリーさんのチカラは刻一刻と強くなっている。いますぐにでも対処しなければ、キミが死んでしまうかもしれないんだよ……っ!?」

「リバーさんの言う通りです」

　昨日は静観を決め込んでいたクリスも、今日は否定的な立場をとった。

「カナタさんに何かお考えがあることとは思いますが、さすがにこれ以上は看かん過かしかねます。カナタさんの身に何かありましたら、人類側の《崩ほう力りよく》の使い手がいなくなってしまいます」

　人類全体の未来を考え、二人は必死にカナタを引きとめようとする。

「それにだ、カナタ君。キミの提案はいくらなんでも不ふ謹きん慎しんすぎるよ。だってエミリーさんの命は、長くても明日までなんだよ」

「そうです。エミリーさんに残された道が限られている以上、ここはエミリーさんの為にも、この世界の為にも最善の選せん択たくを……」

　明あ日すをも知れぬ身のエミリーが、レクリエーションなんて愉たのしめるわけがない。そんなことより、やらなければならないことがある。二人はそのことを指し摘てきしたつもりだったが、

「なんだか面白そうね。わたしは賛成よん」

　エミリーの発言を聞き、リバーが眼を丸くした。

　慌ててクリスが尋たずねる。

「エ、エミリーさんっ!?　本当によろしいのですか……っ!?」

「もちろんよん。カナタちゃんだけじゃなくて、クリスちゃんやリバーちゃんと遊ぶのも面白そうだし」

「そっか。ものわかりがよくて助かるよ。……それと明日が二日目だけど、明日戦うかどうかは、みんなの協力次第だ」

「カ、カナタ君っ!?　キミ、気は確かかい……っ!?」

「ああ。問題ないに決まってるだろ」

　そう言って、カナタは振ふり返ると背後にある養護施設を見る。

　そしてよく通る声で言い放った。

「じゃあみんな。今日はこれから、一いつ緒しよにレクリエーションだ」

　その直後、近くの物もの陰かげで息を潜ひそめていた子供たちがわあーっと駆かけ出してきた。瞬しゆん時じにカナタの意図を悟さとったエミリーが眼を丸くし、詐さ欺ぎ師しに嵌はめられたかのような声で、

「ちょ、ちょっとカナタちゃんっ!?　わたしは、ここの子供たちと遊ぶなんて一言も言ってないわよん……っ!?」

「ええー。でも、エミリーは俺がレクリエーションを提案したとき『賛成よん』って言ったじゃん」

「そ、それは言ったけど……」

「ならいいじゃん。はいこれ、予定表。それぞれ役割があるからよろしく」

　ポケットからこの日の予定と各担当が書かれたメモを取り出すと、エミリーに手て渡わたした。このあたりの手て際ぎわの良さは、さすがと言ったところか。昨日養護施設に泊とまったカナタは、それなりに仕込んでいたらしい。

　エミリーが持つメモを、クリスとリバーも眼を通す。

「よい子たちと仲良く遊ぶ担当、エミリー・ウィットベルン先生って……。まさかわたしたちって、レクリエーションを主しゆ催さいする側なの……っ!?」

「進路担当が、わたくしですか。内容は、子供たちと一緒に将来の夢について考える……？」

「僕は晩餐会に……ア、教皇陛下アークビシヨツプを呼んでくるだってっ!?　だ、だけど教皇陛下アークビシヨツプは公務でご多た忙ぼうの身だよ……っ!?」

　それになんだか僕の立ち位置、パシリで定着してない？　ひとりだけ先生に選ばれなかったリバーが内心で嘆なげく。

「さてと、じゃあエミリー先生、レクリエーションを頼たのむよ。メモの裏に午前中のスケジュールが書いてあるから」

「で、でも……」

　エミリーは躊ちゆう躇ちよするように俯うつむいた。それを見て、カナタはにやりと口の端はをつり上げ、

「さて、エミリーがみんなと遊びたがってるぞ。ほらほら、みんなエミリーと手を繫つないで仲良くしてやれ」

「えっ!?　ちょ、ちょっと……っ!?」

　リコリスたちに囲まれて、ますますエミリーは困こん惑わくする。そんなエミリーを一いち瞥べつしたあと、カナタはクリスとリバーに念押しした。

「クリスは真しん剣けんに進路指導をして、リバーは本当に教皇陛下アークビシヨツプを晩餐会に連れて来てくれよ。もちろん強制じゃないけど、俺の言う通りにしないと、最終日は大変なことになっちゃうかもな」

　青ざめるリバーとクリスの脳のう裏りに、カナタが明日も戦わない未来が過よぎった。







　養護施設。グラウンド。遊具置き場。

「それでカナタちゃん、なんでわたしが先生をするのよん？」

「んっ、言わなかったか？」

「言ってないっっっ！　絶対にカナタちゃんは言ってないわよん……っ！」

　腰こしに手を当てたエミリーが人差し指を立て、抗こう議ぎしてくる。

「っていうかカナタちゃん。あなたね、その『んっ、言わなかったか？』っていうのを気に入ってるみたいだけど、かなり意地悪に聞こえるわん……っ!?」

「いいんだよ。俺はもともと意地悪なんだし。……でも、あんなに愉しみにしてる子供たちの気持ちを、無む下げにするわけにはいかないだろ」

　カナタの視線の先には、エミリーと遊ぶことを心待ちにする子供たちの姿。それをエミリーも見やり、困ったように額に手を当てた。

　人型魔ま甲こう蟲ちゆうの子供たちは、カナタの知らないエミリーを引き出している。それは昨日一緒に地下街を歩いたときは、ついぞ晒さらすことのなかった、エミリーの地とも言えよう。

　クリスとリバーは、院長とともに養護施設の清せい掃そう活動に勤いそしんでいる。この場にいるのは、カナタとエミリーと子供たちだけだ。

　これから起きることを想像し、カナタはふっと不敵な笑み零こぼす。

「さてとほら、エミリー先生。指導指導」

　ぽんっとカナタに背中を押され、エミリーはしぶしぶ先生に復職することとなった。




　レクリエーション第一幕。担当、エミリー・ウィットベルン。

　まさかわたしが先生に復帰することになるとはねん。

　呆あきれた表情を浮うかべたエミリーは眼を細めると、傍らに立つカナタを見やる。

　カナタちゃん、いったいどこまで計算しているのかしらん？

　飄ひよう々ひようとしたカナタの貌からは、狙ねらいが読めない。だがカナタの中にいたエミリーは、感覚的にカナタが何かを仕し掛かけてくることを感じ取っていた。

「ほら、エミリー。どうしたんだよ？　ひょっとして先生することにビビってるのか？」

「ビ、ビビってるわけないでしょカナタちゃんっ!?　なんでわたしがたかが先生をすることを、いちいち気にしないといけないのよん……っ!?」

「へっ、気にしないならちゃんと先生をしろよ。ほら、生徒たちがお前のことを見てるぞ」

「ねえ、エミリー先生。審しん判ぱんをお願い」

　リコリスがボールを持って、エミリーのもとへやってきた。エミリーが見やると、生徒たちが二チームに分かれて、グラウンドに散らばっている。グラウンドには白線が引かれ、コートが描えがかれていた。子供たちの好きなドッジボールだ。

「いいでしょエミリー先生？」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑みを零すリコリスを見やり、エミリーは思わず陽気な返事をしたくなる。だがそれをぐっと堪こらえ、努つとめて無機質な声で返す。

「かまわないわ。じゃあすぐに試合を始めるから、ジャンプボールの用意をして」

　カナタからのメモ通りに、エミリーが進行を執とりしきる。無機質な口調で、淡たん々たんとしていたが、エミリーは審判をこなした。

　試合は順調に進み、やがて終しゆう盤ばんを迎むかえる。コート上では、最後の一人になったリコリスが、懸けん命めいにボールを避よけ続けていた。

　もうばてばてじゃないの。誰だれか助すけっ人ととかはいないわけん？

　キルスティに墜おとされる以前のエミリーなら、こういうときは「わたしが助っ人でこっちに入るわん」などと言って、自分が加勢していた。むろんエミリーの加勢がなかったチームの生徒たちからは反感を買ったが、能天気な彼女の性格がそれを宥なだめ、エミリーの加勢のお陰かげでもっとドッジボールが愉しくなることを教えた。

　だが、いまのエミリーは極力生徒たちと触ふれ合おうとしない。そんなとき、

「ふーん、ずいぶんと遠えん慮りよしてるようだな」

　傍かたわらで見守っていたカナタが声をかけてきた。

「リコリスたちから聞いた話じゃ、お前はもっと体当たりしていく先生って話だったんだけどな」

「さあ、なんの話かしらねん」

　つぶやくように言い、エミリーは最後に残ったリコリスを眺ながめる。

　もといた世界でエミリーは、子供たちとの戯たわむれなど好まず、自分一人で自由気ままに生きることをよしとしていた。だがこの世界に来て、怯おびえるリコリスたちを護まもろうと決意したあの時から、先生として道を歩み始め、生徒たちからの信しん頼らいを得た。

　だけど、いまのわたしにはその資格がない。せいぜい明日あしたまでの命のわたしが、ここでリコリスたちとまた親しくしたら、深い喪そう失しつ感かんを覚えさせることに……

　そんな最中、粘ねばるリコリスをボールが捉とらえた。

「……アウト」

「さすがに一ひと筋すじ縄なわじゃいかねーか」

　エミリーが無機質な声でアウト宣告をすると、観念したようにカナタが言った。だが彼はすぐに飄々とした表情を浮かべ、

「でもさ、覚かく悟ごしとけよエミリー。お前がなにを考えてるかは、俺もよくわかるけどさ。そういうのは、俺には通じないから」




　一通りドッジボールで遊んだあと、エミリーの授業は次のステージへと進む。

「さてと、じゃあエミリー先生、次はなにをするんだよ？」

「次は……鬼おにごっこみたいねん」

　カナタからのメモを見やり、エミリーが言った。

「じゃあ最初は、エミリーに鬼をやってもらおうか」

「な、なんでわたしが鬼なのよん……っ!?」

「先生だからいいじゃんか。ほら、エミリーが全員を捕つかまえるまで終わらないぜ」

　カナタの言げんを聞き、リコリスたちが一いつ斉せいにわあーっ！　と歓かん声せいを上げ、駆け足でグラウンドへ散らばって行く。

　そんな生徒たちを眺めながら、エミリーが言う。

「ひょっとして今度は見ているだけじゃなくて、わたしに自分からリコリスたちに触れ合わせようとする狙いかしらん」

「さあ、どうだろうな？」

「でも、残念ね。わたしの実力なら本気を出さなくても、この子たちを捕まえることができるわん」

「だからなんだって言いたいんだ？」

「さっきと同じようにわたしは、リコリスたちと機械的に触れ合うだけよん」

　そう言ってエミリーは、何気ない足取りで生徒たちとの距きよ離りを詰つめていく。

「悪いわねん。これでもわたしは……」

　すか……っ！

　エミリーが生徒にタッチしようとした際、軽く身を捻ひねられ、逃にげられた。

「《翼撃の狩人ヤークトウイング》の二つ名を持つ……」

　すか……っ！

　エミリーが生徒にタッチしようとした際、軽く身を捻られ、逃げられた。

「人型魔ま甲こう蟲ちゆうの中でも優すぐれた実力の……」

　すか……っ！

　エミリーが生徒にタッチしようとした際、軽く身を捻られ、逃げられた。

　見かねたカナタが声をかけてくる。

「お前さ、一体なにがしたいの？」

「う、うるさいわねっ!?　少し手を抜ぬきすぎちゃっただけよん……っ!?」

「そんな中ちゆう途と半はん端ぱな動きじゃ、いつまで経たっても終わらないぜ」

　カナタの安い挑ちよう発はつを聞き流しながら、エミリーはなおも走ることはせず、何気ない足取りで生徒たちとの距離を詰めようとする。

　しかし遊び盛りの生徒たちを、やすやすと捕まえられるわけもない。

「『エミリー先生』って親しまれてるみたいだから、もっとすごいことができると思ってたよ」

　……残念ね。いまのわたしはあのときとは違ちがうのよん。内心でエミリーが反論する。カナタちゃんには悪いけど、あの子たちのためにもこれくらいがちょうどいいと思うわん。

　もしここで仲良くなって、明あ日すをもしれぬ自分のことを記き憶おくに留とどめたら、それこそ酷こくというものだ。

　そんなとき、カナタが口を開く。

「この分じゃお前の生徒たちの評価もさげないといけないな」

「？　何の話よん？」

「じつはさ、昨日の夜、お前の生徒たちに訊きいたんだよ。『エミリー先生ってどんな先生だった？』って。リコリスたちは『陽気で体当たりしてくれる、一いつ生しよう懸けん命めいな先生』って答えてたよ。でも、それって噓うそだったみたいだな」

「噓……？」

「ああ。いまのお前は、陰いん気きでつまんないよ。きっとさ、お前は普ふ段だんからこんな授業をしてたけど、生徒たちが噓つきなんだろ。俺を失望させたくない気持ちはわかるけど、噓をつくのはよくねーよな」

「……………………」

「ほら、噓つきは泥どろ棒ぼうの始まりだって言うじゃんか。もしかしてお前の生徒たちの将来は……」

　カナタがその先を言いかけたとき、エミリーは条件反射のように動いていた。カナタの唇くちびるの先に、ぴっと人差し指をくっつけ、それ以上の言葉は言わせない。

「ちょっとだけ、本気を出してあげようかしらん」

　何かスイッチが入ったように、エミリーの雰ふん囲い気きが変わる。表情は陽気なままだが、これまでとは打って変わり、覇は気きを宿している。

「念のために断っておくけど、これはリコリスたちを噓つき呼ばわりするのを否定するためじゃないわん。あくまでわたしの評価をさげさせないためなんだから」

　そう前置きして、エミリーがリコリスたちに向かって一気に駆け出した。

　先程の緩かん慢まんな動きが噓のようだった。突とつ如じよとして全力を出したエミリーに戸と惑まどい、子供たちは次々と捕まっていく。そしてエミリーは、最後にリコリスを捕まえた。するとリコリスと眼が合い、無む邪じや気きに微笑ほほえみかけられる。

「えへへっ、捕まっちゃったー」

「～～～～っ！」

　エミリーは無言のままそっとリコリスから視線を逸そらし、さりげなくリコリスから手を離はなした。

　そんな光景を見やり、カナタがふっと口の端はをつり上げた。




　そして鬼ごっこのあと、エミリーは最後に、水泳の授業を迎えることになる。

「どうしたエミリー先生？　もう疲つかれたのか？」

「あれだけ動き回ったから当然でしょん」

　プールサイドに座りこんだエミリーに、カナタが声をかけてきた。

　鬼ごっこが終わっても、リコリスたちの体力は尽つきることはなく、いまは精せい一いつ杯ぱい水泳を愉たのしんでいる。へとへとに疲れ切ったエミリーとは対照的だ。

「ほら、ちゃんと見張ってろよエミリー先生。水の事故は命を奪うばうことがあるからな」

「ここの子たちは、普段から体を動かしてるから大だい丈じよう夫ぶよん」

　そう答えながら、エミリーはぼーっとプールを眺める。

　カナタが怪け訝げんそうに声をかけてきた。

「なあエミリー。リコリスはいったいどこに行ったんだ？」

「さあ、どこかにいるでしょ」

　素そっ気けなく返事をするエミリー。

「なあ、本当にリコリスはどこだよ？」

「あーもう、なによカナタちゃん。さすがにその手は喰くわないわよん。そうやってわたしを、あの子たちに近づけようったって……」

　見え透すいたことをと思いながら、エミリーがさっと反論する。そんなとき、プールから上がった生徒二人が不安そうに声をかけてきた。

「ねえエミリー先生、リコリスがいないよ」

「さっき競泳用のレーンを泳いでたはずだけど、浮うかんでこないみたい」

　うそっ!?　と口にする時間を惜おしみ、エミリーはすぐに立ち上がると、真しん剣けんな眼まな差ざしでプールを見み渡わたす。そして水面にリコリスの姿が見つからないと判断した瞬しゆん間かん、

「リコリス……っ！」

　血相を変えて、エミリーが水中に飛び込む。それとほぼ時を同じくして、競泳用のレーンの端はしに人ひと影かげが浮かびあがる。そこには、壁かべにタッチするリコリスの姿があった。

「ふぅ、どうにかゴール」

　リコリスがいないと報告した生徒が、駆け寄り尋たずねる。

「あれ、リコリス。なにしてたの？」

「うん、潜せん水すい泳法。潜もぐったままで二十五メートル泳ぎ切れたよ。……そういえばエミリー先生は？」

　その直後、プールの水をかき分けるようにして、エミリーが必死に泳ぎ、叫さけぶ。

「リコリスっ!?　どこよ、リコリス……っ!?　（ぶごごごご）」

「エ、エミリー先生が溺おぼれてる……っ!?」

　そんなエミリーを見やり、カナタがへっと口の端をつり上げた。




　　　　＊＊＊




「ハァーハァー、本当に溺れ死ぬかと思ったわん」

「ははは、そりゃ災難だったな」

　プールサイドの白いデッキチェアに腰こしかけながら、カナタが言った。足が攣つって溺れていたエミリーを救助したカナタは、上じよう半はん身しん裸はだかだ。後ろにあるフェンスには、シャツが干してある。カナタの隣となりのデッキチェアでは、頭からタオルをかけたエミリーが、仰あお向むけで寝ねそべっていた。濡れた服を脱ぎ、水着に着替えている。

「もう、誰だれのせいだと思ってるのん？　全部カナタちゃんのせいよん」

　タオルを取って、身を起こしたエミリーが言った。

「俺はなんもしてねーよ。ただあいつらに引っ搔かき回されただけじゃんか」

　そう言って、カナタはプールではしゃぎまくる子供たちを見やる。

　どうせ仕込んでいたくせに……とエミリーは思う。エミリーの思念は半年以上カナタとともにあったのだ。カナタのしたたかさはよく知っている。

「カナタちゃんのお陰かげで、どうもペースが乱れがちなのよねん。せっかくお姉さんも水着姿になったんだから、色々とエッチなことを教えてあげるわん」

　そう言って立ち上がったエミリーが、カナタの前でしゃがみ込む。ピンク地に黒の縁ふち取どりがされた水着から、ごくりと唾つばを吞のみこんでしまうような胸の谷間が覗のぞき込めた。悩のう殺さつボディーを見せつけながら、妖よう艶えんな微笑みを浮かべて迫せまるエミリー。しかしカナタはその光景に現うつつを抜かすどころか、呆あきれた眼で眺ながめ、

「教えるなら、もっと役に立つことを教えてくれよ。……そんなことよりさ、ほらここに横になれよ。うつ伏ぶせな」

　そう言って、真っ平らにしたデッキチェアに、エミリーを寝かせる。

「いったいなにをするつもりなの？　ひょっとして本当に襲おそっちゃうとかん？」

「マッサージだよ。昨日お前が、俺にしてほしいって言ってただろ」

「ああ、本当に覚えててくれたの。なら、お願いしちゃおうかしらん」

　地下都市を観光していたときの約束を、カナタは覚えていたらしい。

　うつ伏せになったエミリーの上に跨またがるようにして、カナタはその白い背中にゆっくりと指を這はわせた。

「ふふっ、くすぐったいわんカナタちゃん」

　そうは言いながらも、エミリーはどこか幸せそうな様子だ。背中をもみほぐしたあと、今度は肩けん甲こう骨こつのあたりをカナタがぐりぐりしてやると、「あぁん、気持ちいい……！」とまるで極楽湯に浸つかったかのような表情を零こぼした。

　しばしマッサージを続けていると、脱だつ力りよくしたエミリーが尋ねてくる。

「ねえカナタちゃん、ここでわたしを殺さなくていいのん？」

「ここで殺すって、どういう意味だ？」

「いまならお姉ちゃんは背中丸出しで、カナタちゃんはマウントポジションよ。魔ま砲ほう剣けんでひと刺しじゃないのん」

　うつ伏せのままエミリーが言った。眼前のプールではしゃぐリコリスたちの声が、急に寒々しいものに聞こえてしまう。

　エミリーの言が理に適っていることはすぐにわかった。しかし、カナタは飄ひよう々ひようと問う。

「逆に訊くけどさ、お前はいま死んでもいいのか？」

「……ええ。もちろんよん」

　返事に明らかな間があったことを確かめ、カナタはにやりと笑みを零した。それから彼は話題を変える。

「そういやお前が俺の中に引っ越こしてから、ときどきお前じゃない声が聞こえてきたけど、あれは？」

「ああ。あれが本物の呪じゆ力りよくの囁ささやき。わたしが完全に支配したと思ってたけど、まだ残ってたみたいだったのよん。それがわたしの支配を逃のがれて、カナタちゃんに悪あく影えい響きようを及およぼそうとしたのよね。……あの声っていうのがさ、人型魔ま甲こう蟲ちゆうが本来調ちよう伏ぶくすべきもの。《ゲート》で呪じゆ怨おんを植え付けられた身としてはさ、あれの囁きに打ち勝って自分の意思を保ち続けるのが難しいのよねー」

　なるほど。じゃあ俺の場合は、エミリーのお陰でそんなに苦労しないで済んでたんだな。カナタは気のない表情でプールを見ながら、

「そんで、お前はいつ自分からあいつらに話しかけるの？」

「……………………」

「今日はまだ自分から話しかけてないだろ。あいつらはとびっきりお前のことを気にかけてるから、もう気づいているよ。そんで今日は、お前の注意を引こうと一いつ生しよう懸けん命めいになっている。そんな生徒たちを、エミリー先生はいつまで放っとくわけ？」

「そ、それは……」

　言葉に詰つまったエミリーが俯うつむく。

　できることなら、子供たちと交流したい。先生であるエミリーの気持ちは、教官であるカナタもよくわかった。そして、そこにある葛かつ藤とうも。

　そのとき。ぺたぺたと足音を立て、ひとりの生徒が駆かけ寄よってくる。

「エミリー先生、元気になったー？」

「こらリコリスっ！　プールサイドを走らないの……っ！」

　マッサージするカナタをはねのけ、思わず立ち上がったエミリーが注意をする。するとリコリスがぴたっと立ち止まった。生徒の素直な一面を目もく撃げきしたエミリーは、

「ふふっ、リコリス。意外と素直じゃないの。でも、今日はいたずらが目立つから、お仕置きしちゃうぞ？」

　そう言って、逃にげようとするリコリスを捕つかまえ、幸せそうにくすぐりあげる。エミリーに捕まったリコリスは、うれしそうだった。しかしエミリーは途と中ちゆうではっと我に返ると、リコリスをそっと場に放す。怪訝そうな貌をするリコリスに構わず、何事もなかったかのようにデッキチェアへ戻もどってきた。

「み、見た……っ？」

「何をだよ？」

「その……見てないならいいのよん」

「あのさエミリー。お前、いまみたいな調子で生徒たちと接してやれよ。そうすれば、あいつらきっと喜ぶぞ」

「お、おもいっきし見てるじゃないのよん……っ!?」

　貌を真っ赤にして、エミリーが抗こう議ぎしてきた。

　そのあと再びデッキチェアに座ったエミリーは、プールで遊ぶリコリスたちを眺めながら、

「ねえカナタちゃん。本当にいまわたしを殺さなくていいの？　もしお姉ちゃんに勝てないと思ってるなら、間ま違ちがいよん。お姉ちゃんは、ちゃんとサービスしてあげるんだから」

「そのサービスってのが問題なんだよね」

　地下鍛たん錬れん場でエミリーと相対したときを想い出しながら、カナタが言う。

「あのさ。昨日お前、本気で戦うつもりなかっただろ」

「どういう意味かしら？　わたしは本気だったわよん」

「恍とぼけるなよ。ずっと俺の中に居たんだから、俺の観察眼は知ってるだろ。あのときのお前からはさ、どうしても生きようっていう意思が感じられなかったよ」

　いまの自分からは一番縁えん遠どおいものを指し摘てきされ、エミリーは反応に困った。

「……ふーん。じゃあカナタちゃんはさ、教え子ちゃんたちのときと同じく、わたしにも何か指導を施ほどこすつもりなの？」

「まさか。いまの俺は教官じゃない。教官は一時休業中だって言っただろ」

「なら、いったいなにがしたいのよん？」

「さーな。でもお前だって、この世界を護まもるために戦って、志こころざし半なかばで散ったんだ。そう簡単に諦あきらめられないことの一つや二つあるだろ」

「でも、わたしには時間がないわ。仮によ、カナタちゃんと対戦して勝利したとしても、わたしの寿じゆ命みようが、残り少ないことは変わらないわ。あの子たちの想い出の中にある、エミリー・ウィットベルンという先生はもう死んだのよん」

　諦てい観かんの念に苛さいなまれながら、エミリーが言った。いっそあの場でわたしがキルスティに呪じゆ殺さつされていれば……

　悔くやむエミリーの気持ちは、カナタにも伝わった。

「でも、いまお前は生きてるよ。そして俺なら時間の許す限り、できることをする」

　カナタは頑かたくなに自分の考えを崩くずさない。

「だから何度でも訊きくよ、エミリー。お前、本当になにかやりたいことはないの？」

「わ、わたしは……」










　空戦武踏祭エリアルソード二日目。昼ちゆう食しよく後。

　養護施設。教室。

　レクリエーション第二幕。担当、クリスティーナ・バルクホルン。

「さてと、じゃあ次は将来の夢について。今度はクリス先生の授業だ」

　教きよう壇だんに立つクリスを、カナタが景気よく紹しよう介かいした。しかし、クリスの表情は冴さえない。カナタはすぐに察しをつける。

　先生役に不慣れなのはあるだろうな。でもそれ以上に、俺がエミリーと戦わないことが気になっているんだろう。

　始業時間が迫りながらも、顎あごに手を当て考え込むクリスを見やり、エミリーが言う。

「ふふっ、クリスちゃん。慣れない先生役に苦労してるみたいねん」

　今回エミリーは生徒役らしく、リコリスたちに混じって席についていた。カナタも一いつ緒しよだ。

「ふーん、他人のことを気き遣づかうなんて余よ裕ゆうじゃんか」

「まあね。ずっとカナタちゃんの中にいたから、カナタちゃんの手口は知り尽つくしてるわん。でも何をしたところで、わたしの考えは変わらないわよん」

　そんなとき、時計の針がちょうど一時を指す。

「では、レクリエーションを始めます。いまから用紙を配りますので、みなさんが描えがく将来の夢について、書いてみてください」

　クリスが着々と先生役をこなす。穏おだやかだが几き帳ちよう面めんな性格も相まって、授業はそつなく進んでいた。

　もっとも、ただ一人を除いてはだが……

「なんだ、エミリーは白紙か」

　隣に座るエミリーの用紙を覗き込み、カナタが言った。

「まあね。わたしは将来なんて望のぞみ薄うすだし」

　まっさらな用紙を前に、エミリーはさばさばした様子だ。

　おそらくはこのレクリエーションを経へて、自分の中の何かが変わることを恐おそれているのだろう、とカナタは思う。俺の中にずっといたエミリーだからこそ、自身に気づかせ考えさせるという俺のやり口は心得ているはずだ。

　ま、今回の俺は教官じゃねーから普ふ段だんとは勝手が違ちがうんだけどな。にやりと口の端はをつり上げ、カナタがさっと挙手して発言する。

「クリス先生、エミリーが授業をサボってます」

「ちょっとっ!?　なにふざけてんのよカナタちゃん……っ!?」

　とたんに生徒たちがざわつき、口々にエミリーを咎とがめ始めた。若じやつ干かん教え子たちと関係を戻しつつあったエミリーはばつが悪くなり、貌かおを赤らめる。しかも意外なことに、

「こらこらエミリーさん。授業をサボる悪い子は、バケツを持って廊ろう下かに立ってもらいますよ」

「ク、クリスちゃんっ!?　あなた意外とボケるのうまいわねん……っ!?」

　おしとやかなクリスの注意に、エミリーが苦い貌をした。

「さて、どうするんだよエミリー？」

「いいわよやるわよん。わたしにだって、将来の夢のひとつやふたつあるんだから」

　リコリスたちに聞こえるように大きな声で言うと、エミリーは粛しゆく々しゆくと真っ白な用紙に向き合った。だがやはり何も浮うかんでこず、筆は進まないようだ。他の生徒たちが何を書いているか気になり、エミリーは覗のぞき見ようともした。しかし「エミリー先生覗かないで」と注意され、用紙を遠ざけられる始末だった。

「ここにいる子たちは、いったいどんなことを書いてるんだろうな？」

「まだ子供だから、きっと無む邪じや気きな、それこそ突とつ拍ぴよう子しもないことを書いているわよん」

　ああ、そうだろうな、とカナタは同意する。

　この年の子供が抱いだく夢は、本当に突つき抜ぬけている。分別がつくにつれて、覚える身みの丈たけを、社会的な立場を、己おのれの限界をまだ知らないからだ。

　ミソラたちはもうちょい年上だけど、空戦武踏祭エリアルソード優勝なんて夢を抱いてるしな……

　あいつらはいま大変だろうな、とカナタは思う。

「お前の言う通り、リコリスたちは突拍子もないことを書いてると思うよ。でも、どうしてお前は書けないんだ？」

「えー、だってわたしには将来の夢なんてないから書けないんだもん。カナタちゃんだって知ってるでしょ」

　将来や未来などといった言葉の対極に、エミリーが位置するのはよく知っている。

　そして……かつて先生を務めたエミリーが、敢あえてリコリスたちに近づこうとせず、エミリー自身の死という消失感から遠ざけようと配はい慮りよしていることもだ。

「ああ。知ってるよ。でも、だからこそお前に将来の夢を書いてほしいんだ」

「……それがカナタちゃんの伝えたいことなのかしらん？　けど、わたしに将来なんてそれこそ奇き跡せきでも起きない限り……」

「奇跡は起きるもんじゃなくて、起こすもんだ。ミソラたちのことをずっと見てきたお前なら、この言葉の意味がわかるだろ」

　諦めず、前に進み続けること。その先にみちが、『未知』であり『道』が生まれることを、エミリーも目まの当たりにしてきた。

「書かなくてもいいから、最後まで考えてみろよ。どんな課題であっても、ミソラたちは最後まで諦めなかっただろ」

「……仕方ないわねん」

　カナタに諭さとされ、エミリーは黙だまって用紙と向き合う。とはいえやはり筆は進んでいない様子だが、カナタはふっと笑みを零こぼす。

　へっ、ようやく向き合う気になったみたいだな。

　エミリーの眼を、真しん剣けんに用紙に向き合う姿勢を見れば、これまでとの違いは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ちょうど巡じゆん回かいして来たクリスが、意外そうに眼を瞠みはった。

　それもそうだろう。明あ日すをも知れぬ身であり、いずれにしろ滅ほろびの道しか残されていないエミリーが、将来の夢などというふざけた課題に向き合っているのだから。

　エミリーとこの世界。その双そう方ほうのために調ちよう伏ぶくを支持していたクリスにとって、これは青せい天てんの霹へき靂れきだった。

　どうだクリス？　エミリーが面白いことになっているだろ？

　カナタが不敵な視線を送ると、クリスはゆっくりと頷うなずく。普段は穏やかな彼女の表情には、隠かくせぬ驚おどろきが滲にじみ出ていた。

　その後クリスが用紙を回収する時間になり、カナタは『ミソラたちを教え導いた先にある到とう達たつ点』というタイトルが書かれた作文を、クリスに手て渡わたした。

「あの……カナタさん。頂いたメモには、今後の進め方については書かれておりませんでしたが」

「ああ。全員が書き終えたら回収とまでしか指示してなかったんだっけ」

　そう返事をしたあと、カナタがみんなに聞こえるように言う。

「じゃあ。各自の作文を俺とクリスで確認したあと、教皇陛下アークビシヨツプがいる晩ばん餐さん会で発表してもらうんでよろしく」

　こうしてカナタたちは一いつ旦たん解散することとなった。







　養護施設。教室。

　わたくしは……大きな思い違いをしていたのかもしれない。

　驚きよう愕がくを覚えるクリスの隣となりには、回収した用紙に眼を通すカナタの姿があった。

　エミリーは、リコリスたちとともに厨ちゆう房ぼうに向かっていた。院長先生とともに晩餐会の手伝いをするためだ。エミリーは自らの本心に向き合い始めたためか、どこか上うわの空といった様子で、リコリスたちと一緒であることを嫌いやがる素そ振ぶりは見せなかった。

「うーん、どれかな。やっぱ……これかな」

　用紙に眼を通すカナタは、一番印象深い将来の夢を選び出した。横から覗き込んでいるクリスが同意する。

「たしかにそれが一番のようですね。ですがカナタさん、そちらを教皇陛下アークビシヨツプの前で読み上げるのはなんといいますかその……」

「こいつらの素直な意見なんだから、そのまま伝えちゃっていいじゃん」

　クリスが難色を示したにもかかわらず、カナタはあっさりと言い放った。

　本当にこんなことを、教皇陛下アークビシヨツプの御ご前ぜんで申し上げていいのか？　クリスは眉み間けんに皺しわを寄せた。そして内心で渦うず巻まく疑念の中で、最も強きよう烈れつなものを口にする。

「あのカナタさん、もう二日目の夕刻ですが、本当にエミリーさんを調伏なさらなくてよろしいんですか？」

「クリスはさ、まだエミリーを調伏することに何の抵てい抗こうもないの？」

「えっ!?　それはその……」

　昨日だったら、あまり躊躇ためらいを覚えなかった。エミリーが生に無む頓とん着ちやくと思わせる言動ばかりをしていたから。

　今日カナタがレクリエーションをしようと言い出したときもまだ、エミリーを調伏することが正しいことだと信じ込んでいた。

　だが。エミリーが将来の夢に真剣に向き合う今となっては、彼女が自分を偽いつわっていたのがよくわかる。当初はカナタにエミリーを調伏させたい、とクリスは思っていた。それこそが世界の為であり、エミリーの生徒たちを護ることにも繫つながると。

　だけれども、いまは生きていてほしいとも思う。エミリーにも生き残って、彼女が本当に成し遂とげたかったことをしてほしいと思う。

「俺はさ、まだエミリーと戦うつもりはないよ。調ちよう伏ぶくの件に関しては『遠えん慮りよはいらない』ってリバーからお墨すみ付つきをもらったしな」

　そう断って、カナタはあらためてリコリスたちの作文を見る。

「それにしてもさ、ここの子供たちが考える将来の夢って面白いな。なんつーかさ、こいつらは本気で夢を叶えようと思ってるよ。そういうことを臆おく面めんもなく言えるのはさ、立場に捉とらわれないからなんだよね」

「立場に捉われない？」

「そ。難しい事情とか抜きにして、自分がしたいことを真っ直ぐに捉えてる。それに対してお前やエミリーは難しいことを考え過ぎてるよ。世界情勢や社会的立場……例えばさ、もし自分が思い通りのことをしたら、この地に住む同どう胞ほうへの迫はく害がいが酷ひどくなるとか、世界の命運が危なくなるとか、難しいことを考えてない？」

「それは……わたくしがそういうことを考こう慮りよすべき立場である以上、当然のことです」

「その立場ってやつが問題なんだよね。……エミリーも、クリスと同じように立場に縛しばられてる。そんであいつは自分に噓うそをつくことで、自分自身を誤ご魔ま化かしてるんだ。俺はさ、あいつの本音ってやつを聞いてみたいんだよね」

　エミリーさんの本音を聞くまでは、戦わないということか。

　しかしエミリー・ウィットベルンを調伏しなければ、カナタ・エイジが、人類側の《崩ほう力りよく》の使い手が潰ついえることになる。それはこの世界にとって大きな損失だ。

　不安そうな表情で、クリスが問う。

「ですが、このままではカナタさんの身が危険なのではないですか？」

「そうだろうな。ついでに、世界情勢とか人類の未来とか、色んなものも危険に晒さらしてやるよ。でもさ、その危険リスクを冒してでも、俺にはエミリーの本音を聞いて判断したいことがあるんだ」

　それがなんなのか？　おそらくはそれこそが、カナタの根源に通じるものだと、クリスは思った。なぜならそう語るカナタの眼が、雲ひとつない蒼そう穹きゆうのように、とても澄すみきっていたから。

「なあクリス。昨日お前に俺が訊きいたこと覚えてる？　話の途と中ちゆうでリバーが声をかけてきて、しかもダンベルクールとかっていうおっさんの邪じや魔まが入ったけどさ」




　──でも、お前はエリスと敵対する立場なんだろ。もしエリスがお前の命を奪うばいに来たら、お前はエリスを殺せるか？




「覚えております。ですが……」

「答えはまだ出ない、か」

　その言葉を聞き、クリスは沈ちん黙もくした。カナタが大事なことを伝えようとしてくれているのはわかった。『命の選せん択たく』に将来の夢が関係していることも。

「俺はさ、もうすぐ答えが出そうだよ」

　思わずクリスは尋たずねる。

「エミリーさんを……殺すのですか？」

「どうだろうね。それはまだわかんない」

　次々と発せられるカナタの言葉に、迷いは少しも感じられない。大した胆たん力りよくだ、とクリスは思う。

　昨日アンネローゼから人型魔ま甲こう蟲ちゆうを倒たおす為ための協力を要よう請せいされたとき、カナタは返事を保留していた。あの場面で返事を保留にするのは、世界を敵に回すに等しい。

　そしていまもエミリーとの決けつ闘とうを先延ばしにし、何かを求めている。

　いったい彼は何を見ているのだろうか。カナタが描えがく未来は、クリスには推おし量はかれそうもない。

「クリスもエミリーも根っこは同じなんだよ。お前らがやらなければいけないと思うこととさ、本当にやりたいって思ってることは別物なんじゃないの？　世界の事情と自分の事情を天てん秤びんにかけて悩なやんでも、いつまで経たっても納得のいく答えなんて出てこないよ」

「で、ですが……。それではいったいどうすれば……」

「そこで問題になってくるのは、自分の立場。もう一度訊くよクリス、いまのお前はどういう立場なの？　大事な人に対してどう接したい？」

　クリスはしばし黙って考え込む。

『命の選択』に正解はない。

　だが、後こう悔かいをしない選択をすることはできる。それこそが、正解に近いなにかだと信じたかった。

「もう少し考える時間を頂いてもよろしいでしょうか？　カナタさん、貴方あなたの問いに答えるには、今少し決意を固める必要がありそうです」

「ふーん、なんかわかったみたいだな。ま、いまはどう考えてるか訊かないでおくよ」

　そう言ったあと、カナタがそっと言い添そえる。

「お前がそういう想いを持ってることが、エミリーにも伝わるといいな」

　その言葉を聞いたとたん、クリスが大きく眼を見開いた。

　そういうことかっ!?　カナタさんはそこまでエミリーさんのことを……っ!?

　クリスに道を説とき、その上でエミリーのサポートをさせようと企たくらんでいたらしい。エミリーを説得したところで、その先にあるのは不幸な決別だ。だがクリスは、カナタの選択の先にあるものを、その行く末を──未来を見み極きわめんがために、協力しようと思った。

　それがどんなものであるかわからない。だが、カナタが描く未来からは、勇気を貰もらえる気がする。不思議とそのことを確信できた。

「それと、別件で相談があるんだけど。あのさ──」

　そう言って、カナタは幾いくつかクリスに説明してきた。そして全ての説明を聞き終えた後、クリスは穏おだやかに頷く。

「なるほど。ですからあの場でエミリーさんと戦わず、何が正しいかわからない趣しゆ旨しの発言をなさっていたのですね」

「ま、そういうこと」

　飄ひよう々ひようと返事をするカナタ。しかし次の瞬しゆん間かん、クリスはその身を案じるような不安そうな眼でカナタを見やり、躊躇いがちに言う。

「……ですが、カナタさんのなさろうとしていることは……」

「危険は承知だよ。でも、教官は一時休業中だからさ。多少無理してもミソラたちには怒おこられないよ」

　などとカナタとクリスが話し込んでいると、教室のドアが開いた。そこにはリコリスが立っていた。

「カナタさん。晩餐会での発表の件だけど、相談したいことがあって……」

「わかった。今行くよ」

　去り際ぎわに、カナタはクリスの眼を見て告げた。

「じゃあ、お前はもうちょい自分の立場についてゆっくり考えてみろよ。そんでさ、できればエミリーに、自分の考えを伝えてやってくれ」
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　カナタがエミリーのために奮ふん闘とうする一方。

　アリエスの離り宮きゆう。教皇の執しつ務む室。

「晩ばん餐さん会ですか？」

「ええ。恐きよう縮しゆくですが、教皇陛下アークビシヨツプにお越こし願いたいのです」

　リバー・エンディケウスはアンネローゼ相手にどうにか頑張っていた。執務机の前に恭うやうやしく傅かしずき、最上級の敬意を払はらってお願いする。

　当然のことながら、アンネローゼは呆あきれたように眼を細め、

「あのリバーさん、いまの状じよう況きようをわかっていますか？」

「え、ええ。無礼は重々承知です」

　な、なんで僕がこんなことを……とリバーが内心で嘆なげく。だが、これも命令を遂すい行こうするために必要なことなのだ。

　カナタにエミリーと戦わせ、彼女を調ちよう伏ぶくさせなくてはならない。

　それがこの世界の秩ちつ序じよを維い持じする為に、必要不可欠な行いであるのだから。

「リバーさん。空戦武踏祭エリアルソードも始まって、わたしは少しでも多くの戦力をかき集める為に四苦八苦してるんです。わたしたちがいまここで話をしている間も、《ベベル》ではゼスの陰いん謀ぼうによる、深刻な事態が進行しているんです。加えて、この地にいた不ふ良りよう債さい権けんが勝手に出しゆつ撃げきしたまま還かえってこないとの報しらせもあります。おまけにダンベルクールさんが行方ゆくえ不明とか。あなたが考えている以上に、わたしは忙いそがしい身なんですよ」

「申し訳ございません教皇陛下アークビシヨツプ。ですが、僕にも込み入った事情がございまして」

　このままでは、アンネローゼから協力は得られない。

　カナタがエミリーと戦わない未来を想像し、無礼を承知でリバーが言う。

「じつは教皇陛下アークビシヨツプが晩餐会にいらっしゃらないと、明日あした大変なことになるとカナタ君が申しておりまして。おそらく脅きよう迫はくかと」

　ああ、言ってしまった、とリバーは思う。

　この世界の頂点に立つ教皇を脅迫するなんて……あるまじき行こう為いだ。

　アンネローゼがあからさまに嫌いやそうな貌で言う。

「リバーさん。あなたひょっとしてわたしをからかっていますか？　わたしがロリ体型だからって、馬ば鹿かにしてるんじゃないでしょうね。そんな脅迫をして、わたしが赤子のように屈くつするのを望んでいるんですか」

「め、滅めつ相そうもございません教皇陛下アークビシヨツプ。ここはどうかご協力を……」

　リバーが肝きもを冷やしながら、必死に頭を下げる。するとアンネローゼは、はあーとため息を吐ついた。

「仕方ありませんね。ですが、長居をするつもりはありませんよ。リバーさんは護衛として付き合ってください。それと今度同じようなことをしたら、エンディケウス議長と相談したうえで懲ちよう戒かい処分ですよ」

　こうしてリバーの立場は首の皮一枚で繫つながり、カナタの指示を守ることに成功した。
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　養護施設。遊具置き場。

　そもそもわたしは、半年以上前に死んだはずなんだけどなー。

　無人の遊具置き場には、エミリーの姿があった。

　でも、なんの因果か蘇よみがえっちゃったし……

　現在はクリスの術式のお陰かげで、仮の肉体を構成しているにすぎない。厳密には生きているとは言えないが、そんなことは些さ細さいな問題だ。

　エミリーは誰だれも使っていないブランコや滑すべり台を見ながら、そこにリコリスたちの面おも影かげを重ねる。




　──もし明日世界が崩ほう壊かいするとしたら、今日をどう生きる？




　この日の始めに、カナタから問いかけられた言葉だ。

　あのときは遊び明かすなどと言ったが、いまはこうして悩んでいる。

　カナタの選択がどうであれ、エミリー・ウィットベルンが意識を保てるのは明日までだ。それ以降は活性化する呪核に思念が耐たえきれず、狂乱してしまう。

　にもかかわらず、カナタに諭さとされた。いや、考えさせられたというのが適切か。自分が未練を完全に断ち切れず、この世界に執しゆう着ちやくしていることを。いまだにリコリスたちと同じ時を過ごしたがっていることを。

　さて、どうしようかしらねん？

　仮に明日カナタと戦い、返り討うちにしたところで、自分の寿じゆ命みようが長くても一日延のびるだけだ。

　その一日にどれほどの価値がある？

　世界の命運と引き換かえにして、たった一日の寿命を得て、成し遂とげたいことが自分にあるのか？

　問うのも自分であれば、解を出すのもまた自分だ。

　人生の最後。過ごすのは自分の自由だ。さて、どうするエミリー・ウィットベルン？　最後の日に何をしたい？

　考えごとに専念したかったエミリーの足は、自然と養護施設の裏手に回っていた。無機質なフェンスをぼんやり眺ながめ、子供たちの喧けん騒そうとは縁えん遠どおい環かん境きようで考える。だが、たった一日の為に、世界を犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごなど得られようはずもない。

　そんなとき、声がかかった。

「こちらにいらしたのですか？」

　振ふり向くと、歩み寄ってくるクリスの姿があった。

「エミリーさん。厨ちゆう房ぼうはよろしいのですか？」

「うん、摘つまみ食いばっかしてたら、リコリスたちに追い出されちゃった。『エミリー先生、あっちに行って』だって」

　あはははは、とエミリーは恍とぼけたように笑ってみせる。呆れちゃったかな、と思いながらクリスの貌色を窺うかがうと、彼女は神しん妙みような表情でこちらを見ていた。

「どうしたのクリスちゃん？」

「いえ。お互たがい厄やつ介かいな立場になったものだと思いまして」

「厄介な立場、か。クリスちゃんも、カナタちゃんに何か言われたみたいねん」

　まるで世間話のように言いながら、エミリーが縁えん石せきに腰こしかけ、空を見上げる。

「そういえば、クリスちゃんと初めて会ったときは、お互い大変だったわよねん」

「ええ。エミリーさんは行き場のないあの子供たちを護まもる為ために、わたくしは友を正す為に、奔ほん走そうしておりましたから」

　人型魔ま甲こう蟲ちゆうの殆ほとんどはゼスの信者であり、彼を疑う者はいなかった。いや、いなかったということはあり得ないが、おそらく人知れず粛しゆく清せいされていたのだろう。

　ゼス・ヴィーゲルトの冷れい酷こくさを、弱き者たちを平然と虐しいたげることを、エミリーは知っている。おそらくはクリスもゼスの闇やみを目まの当たりにし、その悪あく影えい響きようを受けたエリスを救おうとしていることも。

「あのさ。なんていうかな……わたしが描えがいてたシナリオだと、わたしはもうとっくに死んじゃってるはずだったの。でも、ここで生きちゃってるのよね。さすがはカナタちゃん、一ひと筋すじ縄なわじゃいかなかったわん」

　自分の生き方を変えさせようとする、カナタ・エイジの努力は認めよう。エミリーは素直に思った。

　だが、いくら《黒クのロ剣ノ聖ス》と呼ばれた男でも、この事情だけは解決することができない。

　なぜならエミリーに残された選せん択たく肢しは、いずれにしても『破は滅めつ』しかないからだ。

　しかし。悲ひ愴そうな現実を前にしても、クリスは穏やかな表情を変えずに言う。

「ええ。カナタさんは一筋縄ではいきませんよ。気をつけてくださいね、エミリーさん」

「気をつけるってなにを？」

「さあ。口が滑りました」

　胸中を見み透すかしたかのような発言に、エミリーは怪け訝げんそうにクリスの貌を見つめる。だが次の瞬間には、ふっと表情筋を弛ゆるめ、

「それにしても、ここ最近は本当に心が疲つかれるわねん」

「ええ。それには、心の底から同意いたします」

　そう言ってお互いに貌を見合わせ、くすくすと笑いを零こぼす。二人とも『命の選択』について考え続け、もうくたくただった。

　エミリーもクリスも、ミソラたちのように精神的に未熟というわけではない。だが『世界の事情』を前に、使命感や義務感に似た悲ひ壮そう感に浸ひたっていた面は否定できなかった。

　滅ほろびの美学。滅めつ私し奉ほう公こう。そんな破滅を美化する言葉によって、個としての幸せを疎おろそかにしていたのかもしれない。そしてその事実に対し、カナタから痛つう烈れつな批判を浴びせられているような気がしてならなかった。

　これまでのレクリエーションを通じて、カナタは画策していたのだ。エミリーが未練と未来について、もう一度見つめ直すことを。

「ねえクリスちゃん。もし明日が世界最後の日だったら、クリスちゃんは何をして過ごす？」

　そして行きつく先は、ここだ。世界最後の日。明日、エミリー・ウィットベルンが何をなすべきなのか。

「あまり深く考えなければ、おそらくわたくしは……何も変えようとしないかもしれません。ただ普ふ段だんと同じように過ごしているでしょう。この世界の命運、共生派人型魔甲蟲の生存権獲かく得とくという大義の前に、個の事情など微び々びたるものですから」

　そして考えなければ、エリスと対立している件も、有う耶や無む耶やのままだった。状況の流れに身を任せ、あとはなるようにしかならなかったはずだ。

《ベベル》でクリスが《アスモデウス》に殺されかけたことも、結局はエリスとの直接対決を避さけた結果にほかならない。

「エミリーさんは遊び明かすとのことでしたが……」

「うん。明日が世界最後なら、きっとそう」

　べつに遊び尽つくしたからと言って、誰に迷めい惑わくをかけるわけでもない。人生最後の一日を過ごすのは、その人の自由だ。

「じつはわたくしは、少し悩なやんでおります。友との関係で悩んでいて……いえ、おそらくなるようにしかならないと諦あきらめかけていたのです。けれど、今日思うことがありまして、自分の立場というものを今一度見つめ直してみようと思いました」

「クリスちゃんなら、まだ可能性はあるかもね」

　できれば幸せが訪れてほしいと思いながら、エミリーが言う。

「時が経てば、もしかしたらあの悪戯いたずら好きのお嬢じようちゃんと殺し合わずに何とかやっていく方法も見つかるかもしれないわん。でもね、わたしはやっぱ無理かなー。わたしの命の期限タイムリミツトは明日までだし」

　普段の陽気さがなりを潜ひそめ、諦てい観かんした様子でエミリーは二ふた度たび空を見上げる。

　エミリーとクリスの決定的な違ちがいはそこだった。エミリーの心を定めさせるにはまだあと一手足りず、しかも猶ゆう予よは殆どない。

　どうやらクリスちゃんが説得に来てくれたみたいだけど、それでもわたしは……と、エミリーが艱かん難なんを前に最後の決断を下そうとしたとき、

「エミリーさん、クリスティーナさん」

　不意にリバーの声がするや否いなや、彼が駆かけ寄よってきた。

「あらリバーちゃん。いま大事な話をしていたのに、一体何の用かしらん？」

「カナタ君が夕食の準備ができたから、二人を呼んで来いって。まったく人使いが荒あらいよ。教皇陛下アークビシヨツプも席に着いているから、急いでほしい」

　ああ、そういえば忘れてたけど……リバーちゃん、パシられてたのよね。

　最後の結論が出かけたいま、ふとエミリーは思う。教皇を交えた、もしかしたら生しよう涯がい最後になるかもしれない晩ばん餐さん会で、カナタが何をしかけてくるか？　それを見極めてから、自分の意志をカナタに伝えようと。

　そしてエミリーの決断は、最後の晩餐へと持ちこされることになる。







　空戦武踏祭エリアルソード二日目。夜。

　養護施設。集会室。

　さてと、これでようやく全員が揃そろったようだな。

　カナタの視線の先には、燭しよく台だいが置かれた幾いくつかのテーブルに座る、人型魔甲蟲の子供たち。そしてカナタたちのテーブルには、エミリー、クリス、アンネローゼの姿があった。

　この晩餐会が持つ意味を知る者は、カナタ以外には誰もいない。

「さてと。じゃあリバー、仕切りをよろしく」

　カナタからプログラムのメモを受け取ったリバーは、ステージ脇わきに設もうけられた司会席にあった。汚きたなくて読みづらいカナタの字に貌かおをしかめながらも、リバーは生き真ま面じ目めに司会を務める。これも世界秩ちつ序じよの為だと自分に言い聞かせながら……

「この度たびは晩餐会に御列席いただき、ありがとうございます。では面めん倒どうくさい挨あい拶さつはそこそこにして食事を頂きましょう。……締しまらないけど、本当にこれでいいのかい？」

「かたっ苦しいのは嫌きらいだから、これくらいでいいんだよ」

　四秒で挨拶を切り上げさせたカナタが眼で合図すると、子供たちが一いつ斉せいに食事にありつく。この日は教皇を招いての晩餐会ということもあり、奮発したメニューになっていた。各テーブルには祝い事があるときにしか作らない、チキンの丸焼きが並べられているのだ。

「ふふっ、締まらないのはＥ６０１小隊の流りゆう儀ぎじゃないの」

　クリスが丁てい寧ねいに切り分けたチキンを受け取り、エミリーが微笑ほほえみながら言った。アンネローゼが食事に手をつけずに言う。

「さて、それではわたしをこの晩餐会に招待した目的を教えてくれますか？」

「うーん、ちょっと待って。その前にまずは腹ごしらえ」

　そう断って、カナタはフォークとナイフでチキンを口に運び、咀そ嚼しやくし始めた。その間、アンネローゼは食事に一切手をつけず、カナタを睨にらみつけてる。だが、カナタに気にする素そ振ぶりはまるでなかった。

　ヴィーゲルト邸ていでは、ゼスの前でも食事を優先したことといい……カナタは意外と食事にこだわりがあるのかもしれない。軽く胃に食べ物を入れてから、カナタが言う。

「どうもさ、ここにいる連中ってのは、答えを急ぎ過ぎるきらいがあるよね」

「急ぎ過ぎる？」

「そ。教皇陛下アークビシヨツプにエミリーにクリスも、みんなそう。みんな立場っていうもんに縛しばられて、自分の言いたいことが言えなくなってる」

「……………………」

「俺もさ、《ベベル》に来てから教官っていう立場に縛られて、教え子たちに気づかされることがあったよ」

《ベベル》で模も擬ぎ戦せんをした際、ミソラたちがもっと先を──彼女たち自身の将来を見み据すえていることに気づけなかった。

　ゆえに自じ戒かいの念を込め、カナタは教官を一時休業していたのだ。

「立場ってのはさ、人の眼を曇くもらせるよ。だから今日の俺は、ただのカナタ・エイジなの」

「カナタさん、あなたが教官を休業している理由はわかりました。ですが、その件とわたしを晩餐会に招待した件に、いったいどんな関係があるんですか？」

　問われ、カナタはエミリーとクリスを横目で見やり、

「さーね。でも今日はレクリエーションなんだから、みんなも立場とか忘れて、言いたいことがあったら何でも口にしたらいいよ。好きな人のことでも、子供の頃ころしたイタズラの話でもなんでもな。いまはそういう魔まの時間帯なんだぜ」

　冗じよう談だんめかした口調で言ったあと、司会席のリバーに目配せする。

　するとリバーから指示があり、各テーブルの燭台の蠟ろう燭そくに火を灯ともすように言われた。全てのテーブルで火が灯ったのを確認し、リバーが部屋の電気を消す。

　暗くして心理的障害を取り除く意図ですか、とアンネローゼは思う。たしか心理学の本でこれと似たような状じよう況きようについて書かれていた。

「ふふっ、カナタちゃん。こうやって暗くしたからって、セクハラしてきちゃダメよん」

　やたら色っぽい声でエミリーが言う。彼女の手には、なぜかジョッキグラスが握にぎられ、泡あわ立だつ黄こ金がね色いろの液体がなみなみと注がれていた。

「そんなことしねーよ。ってかお前、いまから大事な話をするのに酒を吞のもうとするな。あと誰だれだよ、酒買ってきたやつ？」

　僕だよ、と司会席にいるリバーが内心で告白する。エミリーにどうしても吞みたいと駄だ々だをこねられ、しぶしぶ自腹で購こう入にゆうしてきていた。

「ま、それはさておき。じつはさ、俺は今回色んな人たちから本ほん音ねってやつを聞きたいと思ってるんだよね。みんなさ、隠かくしてることとかあるんじゃないの？」

　真っ先に口を開いたのは、アンネローゼだ。

「わたしは特に隠し事はしていませんが、いったい何の話でしょう？」

「ま、あんたがそう簡単に色んな事を教えてくれるとは思ってねーよ」

《ゲート》から生まれ出いづる魔ま甲こう蟲ちゆうの正体。呪じゆ殺さつの記き憶おく消失現象。人型魔甲蟲との和平交こう渉しようがなぜ決けつ裂れつしたか。聞きたいことは山ほどある。だが尋たずねたところで、アンネローゼは答えないだろう。まだカナタは、全面的には信しん頼らいされていないのだ。

　そしてカナタとしては、アンネローゼからの信頼を獲得するより先に、エミリーとの問題を解決しなければならない。

　そのあとはすぐに……ミソラたちのもとへ駆けつけたかった。負傷して以来貌を合わせていないから、きっと彼女たちは心配していることだろう。

　アンネローゼを正面から見据えて、カナタが言う。

「そんで教皇陛下アークビシヨツプをわざわざ呼びつけた件なんだけど。じつはあんたに、これからの出来事を見届けてほしいと思って来てもらったんだよね」

「これからの出来事？」

「そ。これから起きる真実の告白ってやつをな」

　何のことだろう？　と怪け訝げんに思うアンネローゼの前で、カナタは口の端はをつり上げ、椅い子すから立ち上がり、子供たちに言う。

「みんな、ご飯食べてるとこ悪いけど。俺たちに、将来の夢を教えてくれるか。教皇陛下アークビシヨツプの前で、将来の夢について発表をしてほしい」

　カナタの指示に従い、子供たちが各自椅子を持参してステージに上がった。照明がステージを照らす中、マイクスタンドの前に立った子供が問う。

「あ、あの。本当に教皇陛下アークビシヨツプの前で発表していいんですか？」

「ああ、いいんだよ。お前らの夢だからこそ価値があるんだ」

　促うながされ、その子は手に持つ作文を一瞥する。

　これから何が起こるのかと身構えるアンネローゼ。そんな彼女の前で、子供たちが将来の夢について発表し出した。

「わたしの将来の夢は、お花屋さんになることです。そしていつか綺き麗れいなお花で作ったブーケを、エミリー先生にプレゼントしたいと思ってます」

　発表が終わり、次の子供に代わる。

「僕は将来、飛ひ空くう艇ていのパイロットになりたいです。エミリー先生やここにいるみんなと一いつ緒しよに世界中を巡めぐる飛空艇に乗って……」

　さらに発表が終わり、また次の子供に代わる。

「俺の夢は、院長先生のような腕うでのいいパン屋になることです。じつはエミリー先生にもパンを食べてもらいたくて……」

　次々と発表が続いていく。

　それぞれが、将来の夢を……エミリーとともに過ごす未来を声に出す。

　そこにあるのは、子供たちの純じゆん粋すいな、祈いのりにも通じる、儚はかなく、だが尊い、一いち途ずな願いだった。

　そんな発表を聞きながら、エミリーは思う。

　まさかわたしと一緒の時を過ごしたいだなんて、突とつ拍ぴよう子しもない夢よねん。

　そもそも彼らは人間の子供ではなく、人型魔甲蟲の子供だ。いまはアンネローゼの温情によりこの地に生きることが赦ゆるされているが、その存在自体が忌き避ひされている。エミリーと一緒に過ごす件を抜ぬきにしても、彼らが大人になったとき、この世界の表おもて舞ぶ台たいに立てる日が来るとは限らない。

「それでわたしにどうしろというんです？　まさかあの子たちの夢をわたしに叶かなえろとでも？」

　不ふ機き嫌げんというより、現リ実ア主リ義ス者トの口調でアンネローゼが言った。

「残念ですが教皇といえども、この世界全ての人間を幸せにすることはできません。幸せになるかならないかはその人の努力次第です。そして世界中の人々の努力が報むくわれるとは限りません」

「ま。それについては、教皇陛下アークビシヨツプの言う通りだよ」

　肯こう定ていしたうえで、カナタは言う。

「でもさ、それは教皇の正論ってやつなんだよね」

「どうも含ふくみのある言い方ですね。わたしはあの子たちのことを本気で考えた結果としてそれを述べただけです。まさかそれが悪いとでも言いたいのですか？」

「いいや、別に悪いことじゃないよ。現実を諭さとすことは大事だ。けどさ、教皇陛下アークビシヨツプっていう視点からだとどうしても正論しか出てこないんだ。できることとできないことを自分で決めつけてる。立場に縛られてちゃさ、自分の本音に気づけないこともあるよ」

　この期ごに及およんでカナタが何を言いたいのかわからない。そんな貌をするアンネローゼに対し、カナタが言った。

「俺が聞きたいのはさ、子供たちの将来の夢のような、情勢や立場に縛られない率直な話なんだよ。アンネローゼは、何の話をしてるかわからないと思うけどさ。でも、エミリーとクリスは何か思うところがあったんじゃないか？」

「……さあ、どうかしらねん」

「わたくしは……なんとなくカナタさんの言いたいことがわかります」

　エミリーは素っ気なく、クリスは素直に応じた。エミリーは返事をしたものの、カナタと視線を合わせようとしなかった。

「ふーん、エミリーはまだ素直になれないんだ」

「素直になるとかならないの話じゃないわよカナタちゃん。どの道わたしには──」

　心を定める時間的猶ゆう予よがない、か。でもさ、時間がなくたって心を定めることはできるんだぜ。カナタは小さく口の端をつりあげた。

「まだお前は縛られてるみたいだな。でも、今日はそういう難しい立場は関係なし。完全に無ぶ礼れい講こうだ。そんでもって能天気なようで、能天気になりきれないエミリーのためにもうひとつ用意があるんだよね。……リバー、よろしく」

「では、ここで重大発表をします」

　カナタのメモを手に、司会席のリバーがマイクで言う。

「じつはエミリー先生は、事情があって明日あしたから遠いところに行かなければなりません」

「えええーーーーーっ!?」

　リコリスたちから一いつ斉せいに不満の声が漏もれる。どうやらわたしの命の期限タイムリミツトは決まったみたいね。エミリーはまるで気にしていないように振ふる舞まいながら、ジョッキグラスを傾かたむけようとする。

　しかし、リバーの言葉には続きがあった。

「でも、皆みなさんが一いつ生しよう懸けん命めいにお願いすれば明日も遠いところに行かないで済むかもしれません」

　ぷはーっ!?　とエミリーが吞みかけのサワーを噴ふき出した。それから斜はす向むかいに座るカナタを見やる。

「カ、カナタちゃんっ!?　どういうつもりよ……っ!?」

「どういうつもりもなにも、俺は最初からレクリエーションだって言ってたはずだぜ。せっかくの機会なんだから、自発的に立場の異なる人たちと交流しなきゃな。あいつらが仲良くなりたいっていうんなら、仲良くしてあげていいじゃんか」

「……帰るわ。これ以上、カナタちゃんに付き合ってられないわん」

　そう言ってエミリーが席から立ち上がった瞬しゆん間かん、カナタの眼光が鋭く光る。

「どうした？　逃にげるのかエミリー・ウィットベルン？」

「逃げる？　いったい誰に向かって言ってるのかしらん」

「生徒たちと触ふれ合うことを恐おそれているお前にだよ」

　エミリーの眼をじっと見つめ、カナタが言う。

「お前が落ちこぼれ赤レツドって笑った子は、どんなときでも逃げなかったぜ。ここにいるリコリスたちだってそうだ。お前になにか事情があることは薄うす々うす感じてる。それでも嫌いやがるお前と昔の関係に戻もどりたくって、必死にお前に呼びかけてる。生徒がこんなに頑がん張ばってるんだ。ここで逃げるような先生だと生徒たちまで笑われるぜ」

「……………………」

　観念したエミリーが席に座り直す。そのタイミングで、カナタがステージ上にいる生徒たちに声をかける。

「じゃあ、そろそろとっておきをやろうか。ほらリコリス、発表して」

　カナタに促され、リコリスががちがちに緊きん張ちようしながらマイクスタンドの前に立つ。

　あの赤茶けたショートヘアの少女が何をするのだろうか？　アンネローゼが注目する中で、リバーがマイクスタンドを調整し始めた。







「あ、あの……言っていいんですよね？」

　妙みようにしおらしくなったリコリスを、仲間たちが応おう援えんする。

「頑張れ、リコリス」「そうだよ、さっきまで練習してたじゃんか」「ほら、ここが勝負どころだよ」

　声せい援えんを受けたリコリスがおもむろに口を開く。

　これから起こる出来事を、エミリーは一生忘れないと思った。

「わたしの将来の夢。リコリス・リアライト。……わたしの将来の夢は、ここにいるみんなとエミリー先生とで、一緒に仲良く暮らすことです。この世界に来てから、わたしには家族がいませんでした。寂さびしくて困っていたわたしにエミリー先生が声をかけて、こっそりこの養護施設に連れてきてくれました。ここにはわたしと同じ境きよう遇ぐうの仲間がいて、わたしはみんなとエミリー先生と一緒に愉たのしく暮らしていました」

　大きな声で、リコリスが発表する。必死に声を絞しぼり出す。その想いを、誰だれに届けたいのかは明らかだ。

　それでもエミリーは、わたしには無理よ、というかのように冷めた表情を浮うかべていた。

「でも、そんな暮らしも長くは続きませんでした。ある日、エミリー先生はしばらく留守にすると言って出て行ったきり、戻ってきませんでした。気になって院長先生に訊きいたら、エミリー先生はずっと遠くの空へ旅に出たと教えてくれました。それでしばらく帰ってこれないって。けど本当は……気づいてました。エミリー先生がずっと遠くの空へ旅に出たってことは……もう帰ってこないっていうことだって。わたしのお父さんが死んだときも、そう教えられたから。本当はここにいるみんなも、わかっているんです」

　うそっ!?　とエミリーが驚きよう愕がくに眼を瞠みはる。慌あわてて他の生徒たちの様子を窺うかがうと、ステージ上で椅子に座るみんながこちらを見ていた。

　それこそ、真っ直ぐな眼まな差ざしで。

　一いち途ずに何かを信じる眼差しで。

「だから、いままたエミリー先生と一緒にいられることは、きっと神様がくれた奇き跡せきなんだって。わたしはこの地下都市でエミリー先生とまた会えたことがうれしくて、忙いそがしい先生の背中を追いかけてて、うっかり居住区の外に出て、[image: しか]しかられたりしました。でもわたしはエミリー先生ともう一度会うことができて、本当にうれしかったです！　あれ……どうして……なんでかな……涙なみだがとまらないや。……みんな、わたしの隣となりに立ってちょうだい」

　泣き出すリコリスを見やり、エミリーもまた自然と涙を零こぼしていた。

　そっと目元を拭ぬぐう指先にしっとりとした感かん触しよくがあり、そのときになって初めて自分が泣いていたことに気づく。

　リコリスの声に応じて、他の子供たちが彼女の隣に並び立つ。そしてみんなで声を揃そろえて、必死にエミリーに訴うつたえた。

『エミリー先生、もうどこにも行かないでくださいっ！　ずっとわたしたちと一緒にいてください……っ！』

　そう。全員がエミリーの事情を汲くんだうえで、なおもエミリーと一緒にいようとしていたのだ。

　やがては霧きりとなり、消え去る身であったとしても。自らのチカラを律せられず、暴走する身であったとしても。そんな残酷な事実を前にしても、リコリスたちは、エミリーとの時間を過ごしたいと言ってくれるに違いない。

　なのに、わたしはなんて愚おろかなことを……




　──だから何度でも訊くよ、エミリー。お前は本当になにかやりたいことはないの？




　ふとその言葉が脳のう裏りを過よぎり、エミリーの眼に前向きな強い光が宿った。彼女は思わず立ち上がり、両目から涙を零して返事をしていた。

「うん。わたしもずっとここにいたいっ！　もっとみんなの先生でいたいよ……っ！」

　そう返事をし、しかし己の運命さだめをエミリーは想い出す。

　この命は長くても明日まで。

　だが気づいたときにはもう、口が動いてしまっていた。

「あ、あのね。先生はもしかしたらあまり長く生きられないかもしれないんだけど。それでも……みんなと一いつ緒しよにいさせてもらっていいかな？」

　その瞬間、リコリスたちがわあーっ！　と、一斉に表情を綻ほころばせる。大だい歓かん声せいだ。しかし、一方でエミリーの表情は冴さえない。当然だろう。彼女の想いは本物だが、もう未来は長くない。

　仮にカナタが明日戦わなかったとしても、明日が人生最後の日。今夜が最後の晩ばん餐さんだったのが、明日に延期されるだけのことなのだから。

　何か言いたげな貌で、リコリスたちを見やるエミリー。彼女はおもむろに口を開こうとする。だが最悪を予期させる言葉は、カナタが言わせなかった。

「ほら、ぼうっと突つっ立ってないで、エミリーはテーブルを移動な。そんでもって一休みしたら、子供たちと一緒に食後の軽い運動でもしてこいよ。あいつらは、まだまだお前と遊びたいって貌してるぜ」




　　　　＊＊＊




「ステージでの発表の最中に全員で呼びかけるのも、あなたの仕込みですか？」

「まさか。そうじゃないのは、お前だってよくわかってるだろ」

　二階建ての養護施設の屋上には、カナタとアンネローゼの姿があった。地下都市の天てん井じようにある照明が絞られ、薄うす暗ぐらくなっている。遊具場の方から絶え間なく子供たちの歓かん声せいが聞こえていた。

「もしリコリスたちが、エミリーと愉しい時間を過ごしたいなら、俺も協力してやる。昨日の夜に、そういう約束はしたけどな」

「あなたがわたしに聞いてほしかったことについては、なんとなくわかる気がします」

　世界情勢や、社会的立場に捉とらわれては気づけないこともある。

　エミリー・ウィットベルンには、調ちよう伏ぶくされる以外の選せん択たく肢しがあることを、カナタなりの観点で示してみせた。

　しかし、そのことが意味するのは……

「ですが、エミリーさんにこの世への未練を意識させて、どうするつもりですか？　はっきり言って、カナタさんがしたことは死への迷いを生み出しただけです」

「そうかもな。でもさ、俺はエミリーに死への迷いってやつがあって、ほっとしたよ。だからこそ、俺の選択が正しかったって胸を張れるからな」

　それはつまり、カナタ・エイジがエミリー・ウィットベルンを殺さないということか。その『命の選択』が脳裏を過ぎったとき、アンネローゼは思わず尋たずねていた。

「カナタさん。まさかエミリーさんを殺さず、滅ほろびを待とうとするのではないでしょうね？」

「さあな。でもさ、俺には世界情勢や《崩ほう力りよく》を扱あつかう者の責任なんかより、もっと大事な理念があるんだよ。だからさ、そいつを守るつもりだ」

　そう口にするカナタの眼は意志の光で輝かがやいていた。覚かく悟ごを決めた者のそれだ。少なくとも悲ひ愴そう感に浸ひたっているようには見えない。

　具体的にどう動くのかよくわからない。しかし、心底理解できたこともある。それはカナタ・エイジが、意外性の塊かたまりであることだ。

　悲壮な決意を固めたエミリー・ウィットベルンに、たった二日で生への執しゆう着ちやくを取り戻させたのだ。世界の全てを犠ぎ牲せいにしても、その一日がほしいと思わせたのだ。教皇という権けん威いで人の行動を強制することはできても、人の心まで動かすことはできない。

　ふっと肩かたのチカラを抜ぬき、アンネローゼはカナタを見る。死ぬ覚悟を決めていたエミリーに生への執着を与あたえ、カナタ自身の死という危険リスクを高めるなど正気の沙さ汰たではない。

　だというのにカナタは、昨日より生き生きしている。まるでこれこそが自分の本領、自分が望んだ結果だと言わんばかりだ。

「わたしは、まだあなたを完全に信用することはできません。ですがこれだけは言えます。カナタさん、あなたは不思議な人ですね」

「んっ、なにが不思議なんだよ？」

　怪け訝げんそうな表情を零したあと、カナタが愉ゆ快かいそうに眼下を見やる。

「そんなことよりさ、なかなかいい光景だと思わない？」

「……ええ、いい光景だと思います」

　カナタとアンネローゼの眼下には、遊具場で遊ぶ子供たちの姿があった。エミリーが子供たちに混ざって本気で鬼おにごっこをしている。鬼のエミリーから逃のがれるために、リコリスがジャングルジムに逃にげ込むところだ。エミリーに指示され、なぜかリバーがジャングルジムの中に入って行かされている。

　カナタがいい光景と同意を求めるのは、どちらのことか？　とアンネローゼは考えた。

『敵』の種族が人と変わらぬことを感じているのか。それとも、純じゆん粋すい無む垢くに遊ぶ子供たちの姿を愛めでているのか。

　やはり不思議な人だ、とアンネローゼは思う。たかだか十七、八の小こ僧ぞうに、教皇である自分がこうも考えさせられるなんて。

　そんなとき。クリスが屋上へ姿を現した。

「教皇陛下アークビシヨツプ、さきほどリバーさんが探しておられましたよ」

「では、リバーさんは護衛失格ですね」

　パシリバー、とアンネローゼは胸中でつぶやいた。

　カナタとアンネローゼに並ぶようにして、クリスも屋上からはしゃぐ子供たちを見やり言う。

「いい光景ですね」

「まあな。そんでもって、俺はいま大事なことに気づかされてるよ」

　カナタがのんびりと言った。

「人型魔ま甲こう蟲ちゆうって、最初はどういう奴やつらなんだろうと気になってたんだよね。でも角つのは生えてないし、うねうねした触しよく手しゆもない。当たり前のことで喜んで怒おこって、泣いて笑って……心は人間と一緒じゃん。エミリーだってそう。そりゃ戦せん闘とう力なら呪じゆ力りよくを持っている分、ふつーの人間より強いかもしれない。呪力を持っているから、恨うらんでいる人間も大勢いるかもしれない。でも、それは大した問題じゃない」

　それが人類には受け入れがたい事実であるにもかかわらず、カナタはやすやすと言ってのける。

「あいつらはさ、人間と何も変わらないよ」

　カナタという人間の深さに、アンネローゼは脱だつ帽ぼうだった。認めよう、わたしはいまこの人に吞のまれているのだ。

「あっれー、カナタちゃん。わたしだけじゃ飽あきたらず、教皇陛下アークビシヨツプとクリスちゃんにも手を出してるのん？」

　今度は、エミリーが屋上に姿を現わした。到とう着ちやく早々軽かる口くちを叩たたくエミリーに、カナタは無言でデコピンを浴びせる。

「痛っ!?　こら、なにするのよん……っ!?」

「お前はおちゃらけすぎ。そんで、お前がどうしたいか俺にきちんと伝えてくれよ」

　カナタの言げんを受けて、エミリーの貌から陽気さの一切が剝はがれ落ちた。そしてこの世に顕けん現げんして以来初めて、エミリーは真しん剣けんに、カナタ・エイジという男に、この世界に生きる者の一人として向き合う。

「……あのさ、カナタちゃん。ひとつ聞かせて。もしも明日あしたが世界最後の日だったら、カナタちゃんは何をして過ごす？」

「決まってんじゃんか」

　へっと不敵な笑みを零こぼしたあと、カナタが言う。

「明日が世界最後の日にならないように、全力を尽つくすに決まってんだろ」

　その言葉が、彼の行き様を端たん的てきに表していた。

　不ふ屈くつの闘とう志しの象しよう徴ちよう。

《ベベル》でミソラたちとの模も擬ぎ戦をした際、彼がこういう人間であることはよくわかったつもりでいた。だが実際に自分がカナタから影えい響きようを受けて、エミリーはしみじみと思う。

　……敵かなわないわね、カナタちゃんには。本当に底が知れないわん。

　心底納得し、エミリーはアンネローゼの前で嘯うそぶく。

「あのさー、わたしの故郷ってね。ひどい病気が蔓まん延えんしちゃって、この世界に来るまでの間に、大勢の友達が死んじゃったのよねん。ここにいる子たちだってそう。みんなが家族や友達をなくしてる。それなのにこの世界でも安住の地ってなかなか見つからなくてさ、だから地下都市っていう居場所をもらって感謝してる。それでね、わたしにはあの子たちの将来を見守りたい……ううん。見守るんじゃなくて、護りたいって想いがあるのよねん」
















　そう前置きしたあと、エミリーは儚はかなくも優しげな微笑ほほえみを浮うかべ、とんでもないお願いをする。

「だからさ、まだ生きていたいの。わたしはもっと生きて、リコリスたちと同じ時を過ごしたい」

「……………………」

「もしリコリスたちの安全の為ために、わたしが無む抵てい抗こうのままカナタちゃんに調伏されるって言ったら、それは美しいことなのかもしれないわん。それは本当に世界の為であって、わたしの大事なあの子たちを護ることに繫つながるんだから」

　そう。それこそが、この世界が望む美しき結末だろう。世界を救う為に全てを捧ささげる。後世の歴史家に語り継つがれても可お笑かしくない、美しい話だ。

　だが、エミリー・ウィットベルンはこう付け足す。

「でも、他に道があるかもしれない。落ちこぼれだったカナタちゃんの教え子たちが、諦あきらめなかったからこそ、空戦武踏祭エリアルソードに出場できたように。もしかしたら、わたしも暴走するチカラに、強きよう靭じんな思念で打ち勝つことができるかもしれない。たとえ魂たましいの総量が足りなくても」

　しっかりとカナタを見み据すえ、エミリーが言い放つ。

「だから明日は、わたしのその覚悟を、カナタちゃんに示させてちょうだい。そのために、わたしはカナタちゃんに戦いを申し込むわん。これはエミリー・ウィットベルン個人が、世界の為にではなく、自分の為に戦うもの。本来なら狂きよう乱らんする定めにあるわたしが、最後の最後まで運命に抗あらがう覚悟があることを示す為の戦いよん」

　本ほん音ねでカナタと向き合うエミリー。傍かたわらで話を聞くアンネローゼは、リバーさんが聞いたら眼を剝むきますね、と思う。

　なにせ世界の命運と自分の命を天てん秤びんにかけて、自分の命を取ったのだ。運命に抗う覚悟といった、曖あい昧まいなものなどに賭かけて。仮にカナタに勝てたとして、エミリーが正気を保てるのは、十中八九、明日いっぱいだろう。

　捉えようによっては狂きよう気きとしか思えぬこのお願いに、カナタ・エイジはどう返事をするのか？

　むろん、彼の導く答え──『命の選択』は決まっている。

「うん。そうこなくっちゃな」

　飄ひよう々ひようと頷うなずき、カナタが言う。

「そんな前向きなお前と、俺は全力で戦いたかったんだ。勝負は一回、それでもしお前が勝ったら、あとは好きにしろよ。俺は一切口出さないから」

　何も事情を知らぬ人間から見れば、単なる我儘エゴイズムと映るだろう。なにせカナタは自分の都合で、エミリーに生への執着を認識させ、その上で立ちはだかるのだから。

　だが、アンネローゼは思う。滅びゆく者の運命を変えた男が、こんなつまらない答えしか用意していないはずがない、と。
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　ヴィーゲルト邸てい。ゼスの自室。

「今日の緊きん急きゆう会議では、大立ち回りをなさったそうですね」

「なに。もとからハルトマンは、わたしの責任を追つい及きゆうする腹づもりだと知っていたからね。当然の対応をしたまでさ」

　キルスティの視線の先には、白いガウンを纏まとってワインを嗜たしなむゼスの姿があった。

　この日は朝から、空戦武踏祭エリアルソードの最中に生じた重大な問題に対する緊急対策会議があり、警備責任者であるゼスもそれにかかりきりだったのだ。

　空戦武踏祭エリアルソードの運営委員会では、いまこのときも対応策について職員が四苦八苦し、代表小隊の身を案じていることだろう。むろん、その件でゼスが心を病やむことは微み塵じんもなかった。なぜならその問題は、ゼスの命令を受けたリーゼリットによって引き起こされたものなのだから……

「そういえばリーゼリットから報告があったよ。バトルロワイアルの最中に《ミストガン》の学生一人を人ひと質じちにしたとかで、明日大おお掃そう除じにかかるそうだ。どうやら代表小隊の中には、まだ抵てい抗こうする勢力がいるらしいね」

「抵抗、ですか？」

　キルスティが意外そうに眉まゆをつりあげた。

「突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに対応できるとは。学生と侮あなどっていましたが、なかなかやりますね」

「ああ。ひょっとしたらカナタ君の教え子たちかもしれないね」

　カナタと一いつ緒しよに、ミソラたちも幾いく度どか死線をくぐり抜ぬけている。有事の際の対応には、慣れているのかもしれない。

「そんなことよりキルスティ。エリスはどうしているんだい？」

「はい。それなりの成果を挙げて、今は精神操作した人間を教皇派の拠きよ点てんに仕込みに行っています。詳しよう細さいはこちらに」

　教皇派の拠点探しをしていたエリスの行動を纏めた報告書を、キルスティはゼスに手て渡わたした。一時的にキルスティをエリスに預けたとはいえ、キルスティはゼスの配下だ。本来の主あるじへの報告を怠おこたるはずもない。

「なるほど。教皇派の拠点には、カナタ君にクリスティーナさんの姿も確認されているのか」

　報告書に眼を通したあと、ゼスが言った。

「それにしても、エリスの性格ならわたしのところへすぐに報告にきてもいいものだが」

「おそらく密かに事を進めて、ゼス様を喜ばせようと考えているのでしょう」

「果たして本当にそうかな？　キミに嫉しつ妬としてるんじゃないかい？」

「……気づいておられたのですか」

「ふふっ、あの子は歪ゆがんでいるからね。わたしが妹よりもキミに信しん頼らいを置いているのが気に入らないんだろう」

「……その、ご重ちよう用ようして頂き光栄です」

「どうしたんだいキルスティ？　貌かおを赤らめて？」

「な、なんでもありません……っ!?」

　妙みように初うい々ういしい反応を示すキルスティを、ゼスは愉ゆ快かいそうな眼まな差ざしで見やった。そのあとエリスのことを思い浮かべ、

「昔からあの子は、わたしの為に頑がん張ばろうとする節があったんだ。それ自体は悪いことじゃない。教皇派の強行偵てい察さつ部隊に、《ゲート》を発見された際は、きちんと殲せん滅めつしてみせたしね」

　あれはゼスが指示したものではなく、ゼスとキルスティのやり取りを耳にしたエリスの独断専行だ。ゼスたちが極ごく秘ひ裏りに入手した、教皇派のアルメキア大陸の偵察計画書の中に、強行偵察隊が《ゲート》付近を捜そう索さくすることが書かれていたのだ。

　それを妨ぼう害がいしようとするゼスたちに気づき、エリスが強襲。教皇派の空士に痛打を与あたえることに成功したが、

「ええ。ですが結果として、《ゲート》の周期座標のひとつを、教皇に知られることになった。おそらくすでに移動パターンに察しをつけていることでしょう」

　キルスティの言葉を聞き、ゼスは頷いた。

《ゲート》は常にその場に留とどまらず、一定の周期で移動する。その周期座標は、できることならば教皇に知られたくなかった。それは魔ま甲こう蟲ちゆう全体の生命線にも等しい情報。最重要機密といっても過言ではないのだから……

　強行偵察部隊による捜索ルートは、まるで《ゲート》の移動パターンを把は握あくしたかのような正確さだった。これまで何度も捜索を断行した成果もあるだろうが、ゼスは内通者の可能性を考えていた。ゆえにカナタ・エイジの存在を報告しなかったクリスティーナ・バルクホルンは、《ベベル》に来た際に、速すみやかに処分することにしたのだ。

　そして彼の存在を報告したエリスを不問に付したが……

「悪意はないだろうが、愚おろかな側面を持つ子だ。そして愚かであることは、ときとして悪であることより始末に負えないことがある」

　悪戯いたずら好きな妹を脳裏に浮かべ、ゼスは思う。詰つめが甘い。

「あの子は、わたしがキミを貸した意味を理解しているだろうか？」

「さあ。その件に関しては、わたしの考えることではございません」

　リバーを見み逃のがし、教皇派の拠点を見つけるまでの手て際ぎわは見事だ。だが、あの詰めの甘さは改善されるだろうか。悪戯という軽い感覚でエリスに臨のぞまれては、人型魔甲蟲の長おさとして、魔甲蟲たちを統すべるゼスの面子メンツにも関わってくる。

　いまエリスがやろうとすることに、失敗は赦ゆるされないのだ。

「キルスティ。エリスの件だが、もし今回も失態を犯すようなら、そろそろあの子の進退を考えなければいけないね」

「はっ、畏かしこまりました」

　恭うやうやしく頭をさげるキルスティを見ながら、ゼスは思う。

　さて、エリス。キミがわたしの妹に相応ふさわしいかどうかを確かめさせてくれ。
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　空戦武踏祭エリアルソード三日目。朝。

　アリエスの離り宮きゆう。教皇の執しつ務む室。

「なるほど。状況はよくわかりました。ずいぶんお困りのようですね」

　執務椅い子すに腰こしかけたアンネローゼの向かいには、報告するリバーの姿があった。彼の説明によると、カナタとエミリーは戦う為に地下鍛たん錬れん場へ向かったらしい。

　その戦いの結果をリバーも見届けようとしたら、二人っきりで戦うから部外者は立ち入り禁止とのことらしい。監かん視し役も兼かねているリバーは立場に苦しむ。

「困るなんてものじゃありません。カナタ君がいったいなにを考えているか、僕にはまったく理解できません」

「そうですか？　わたしには理解できますよ」

「り、理解できるんですか……っ!?」

「ええ。具体的になにをするかまではわかりませんが、おそらくユニークなことでしょう」

「教皇陛下アークビシヨツプ、いまは冗じよう談だんを言ってる場合では……」

「冗談ではありませんよリバーさん。わたしはカナタさんの人ひと柄がらを読み違ちがえていました」

　努つとめて穏おだやかに言ったあと、アンネローゼはまるで世間話をするかのように言う。

「彼がわたしの手て駒ごまとして機能しない可能性を視野に入れましょう」

　えっ!?　とリバーの表情が一いつ瞬しゆん凍こおった。

「カナタさんとエミリーさんの戦いが、どういう結末を迎むかえるかはわかりません。ですがエミリーさんを、リバーさんや近この衛えで調ちよう伏ぶくする可能性も模も索さくするべきですね。極論を述べれば、わたしたちがいま欲ほつしているのは呪力を扱あつかえるこの世界の空士であって、カナタ・エイジという人間ではありませんから」

「ア、教皇陛下アークビシヨツプ……っ!?」

　リバーが驚おどろいた声を漏もらした。

　だが、それが教皇としての『命の選せん択たく』だ。彼女の立場では、個人の幸せより、その他大勢の幸福が優先される。個人の幸せなど、世界の安あん寧ねいの前には小さな問題なのだ。最大多数を幸福にする為ために、社会正義を優先せねばならない。

「わたし個人としてはカナタさんの人柄を気に入っています。ですが、教皇としてみすみす戦力を低下させるような真ま似ねをするつもりはありません。リバー・エンディケウス、わたしの言っていることは間ま違ちがっていますか？」

「……い、いえ。当然の選択です」

　否定しようもない選択だ、とリバーは思う。綺き麗れい事だけで世の中が回っているわけではない。

　そんなとき。とんとん、とドアがノックされる。

「教皇陛下アークビシヨツプ、この度たびは拝はい謁えつの名めい誉よを賜たまわりしこと光栄に存じます」

　入室して来たのは、髭ひげを生やした中年男性──ジャミラ・ダンベルクールだ。

「ダンベルクールさん、またですか」

「はっ、《ベベル》本体の警備が薄うすくなった隙すきに、ヴィーゲルト邸へ奇き襲しゆうをしかける御ご裁さい可かを頂きたく参上いたしました」

「その件なら、何度も伝えたはずです。ゼスの戦力を見くびらないことです。人型魔甲蟲は、それぞれが一いつ騎き当とう千せんの兵つわものです。人間と同じものさしで測ると痛い目を見ますよ」

「どうもわたしは嫌きらわれているようですな。ああ、こちらは献けん上じよう品です」

　そう言って、ダンベルクールが柄がらの入った紙かみ袋ぶくろを渡わたしてくる。おそらく中身は菓か子し折おりだろう。アンネローゼに直接渡そうとするが、間にリバーが割って入った。

「これは直接教皇陛下アークビシヨツプに……」

「僕が代わりに受け取ります」

　強引にリバーが受け取り、そのまま傍かたわらに控ひかえる。

「そういえばダンベルクールさん。あなたの管理下にあった空士数名が勝手に出しゆつ撃げきしたまま還かえってこないようですね。昨日はあなた自身も所在不明だったようですが……どこに隠れていたんですか？」

「……………………」

　アンネローゼの問いに答えず、ダンベルクールはリバーの持つ紙袋を見ていた。どうかしたのか？　とリバーが訝いぶかしげに眼を細める。

「わたしの問いに答えないのはどうしてですかダンベルクールさん？　ひょっとしてあなたは責任を取らずに逃にげ出す算段をしていたんじゃないですか？　状況が状況です。あなたには利り敵てき行こう為いの疑いがあります。リバーさん、衛兵を呼んで拘こう束そくしてください」

　すぐにドアの外に控えていた衛兵二人が入ってきて、ダンベルクールを拘束しようとする。

「触さわるな。自分で歩ける」

　両りよう脇わきを摑つかもうとする衛兵を一いつ喝かつし、ダンベルクールは衛兵とともにすぐに退室させられた。

「いったいどういうつもりなんでしょうか？」

　アンネローゼが疑念を抱いだく一方で、リバーが妙だなと思う。

　ダンベルクールの性格なら、拘束される際にもっと声を荒あらげて、反論したり、怯おびえたりするはずだ。それにこの献上品の入った紙袋の柄は、《ベベル》本体にある土産みやげ物屋のもの。地下都市には、あるはずもないものだ。

　不ふ吉きつな予感が、リバーの脳裏を過ぎる。

「教皇陛下アークビシヨツプ、非礼はのちほどお詫わびします」

「えっ!?　リ、リバーさんなにを……っ!?」

　リバーは執務室の窓を開けると、素早く紙袋を放り投げた。そして空中に浮うかぶそれに、片手から出した魔ま力りよく弾だんを浴びせる。途と端たんに、大爆ばく発はつが起こった。吹ふき荒あれる爆ばく風ふうが窓を叩たたき、金属片が窓ガラスを叩き破ってきたため、リバーが魔ま術じゆつ障しよう壁へきで防ぐ。突とつ然ぜんの事態に眼を丸くするアンネローゼへ、リバーが平然と言う。

「どうやら時限爆ばく弾だんだったようですね。ご無事ですか教皇陛下アークビシヨツプ？」

「……助かりました。それにしてもよく気づきましたね」

「ええ。あの紙袋の柄で勘かんづいたんです。あの袋はエミリーさんのお使いで行ったことのある《ベベル》の店のもので、地下都市にはあるはずのないものですから」

　パシリの経験も侮あなどれないな、とリバーは自分自身に驚いた。

「ダンベルクールさんは……？」

　アンネローゼの言げんを受け、リバーが慌あわてて廊ろう下かに出る。廊下には二人の衛兵が倒たおれており、走り去るダンベルクールの背が一いつ瞬しゆんだけ見えた。別の通路からは、慌あわててクリスが駆かけ寄よってくる。アンネローゼの様子を窺うかがいに来たのだろう。

「逃げたようです。裏切りというより催さい眠みん暗示の可能性が高いですね。行動に不ふ審しんな点が見られました」

「追いますよリバーさん。……クリスさん、協力してください」

「い、一体なにが……っ!?」

「教皇陛下アークビシヨツプはここで待機していてください。クリスティーナさんもここで教皇陛下アークビシヨツプとともに待機を。すぐに近衛が来ます。その者へ護衛を引き継ついでから……」

「いいえ。ダンベルクールさんに催眠暗示がかけられていた以上、他の警護の者まで操あやつられていないとは限りません。この場で信しん頼らいできるのは、リバーさんとクリスさんだけです。それにダンベルクールさんの次の行動が気になります。わたしの暗殺のために時限爆弾をしかけた彼が、どんな行動を起こすか」

「わかりました。……クリスティーナさん、事情は移動中に説明するから、ついてきてくれ。教皇陛下アークビシヨツプの警護もよろしく」

　突然の爆発に戸と惑まどう宮きゆう殿でん内を、リバーはアンネローゼとクリスとともに駆かけ抜ぬける。

　顔見知りの傍そば仕づかえたちが、何事かと血相を変えていた。だが、いまは詳くわしく説明する暇ひまはない。

　ダンベルクールのあとを追って、リバーは素早くアリエスの離宮の外に出た。そこであらためて周囲を見み渡わたす。敷しき地ち内に建てられた十階建ての塔とうの中へと入るダンベルクールの姿が見えた。

「まさか……っ!?」

「リバーさん、ダンベルクールさんを止めてくださいっ！　彼は〈タリスマン〉の発生装置を破は壊かいするつもりです……っ！」

　アンネローゼの指示を受けるより先に、リバーは動きだしていた。飛行魔術を使い、一気に塔の中へと入る。ルーン文字が刻まれた漆しつ黒こくの巨きよ大だいな柱へと近づく、ダンベルクールの姿があった。右手にスイッチのようなものを握にぎっており、そこから伸のびたコードが体へと繫つながっている。

　しまった……っ!?　とリバーが思った刹せつ那な、ダンベルクールが右手のスイッチを押す。直後、ダンベルクールの胴どう体たいに仕込まれた爆ばく薬やくが炸さく裂れつし、その塔は巨大な火柱に包まれた……！
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　第一人工空島メガフロート。エネルギープラント施し設せつ。

　そこには、気配を殺して屋上へ接近アプローチしていたエリスとキルスティの姿があった。第一人工空島メガフロートの内部から響ひびく轟ごう音おんとともに、結界の内部にいる感覚──肌はだに纏まとわりつく違い和わ感が消えていく。

「〈タリスマン〉がなくなったようですね」

「ええ。ダンベルクールが上う手まくやってくれたみたいね」

　キルスティの言を受け、エリスが頷うなずく。

「愚ぐ者しやなりに知ち恵えを絞しぼってくれたようで、なによりだわ。これで教皇も死んでくれていると楽なんだけど。そこまで上手くはいかないわよね」

　そう言って、エリスはエネルギープラント内部へ入っていく。内部は無人であり、整備用のエレベーターの幾いくつかが地下都市に繫がっている記き憶おくも入手済みだ。

　エリスがかけた催眠暗示は、教皇の暗殺と〈タリスマン〉の破壊。むろん、そのために必要な道具はエリスが提供した。

《ミストガン》でカナタを試した際にわかったことだが、この世界の人間たちは対人兵器に弱い。魔ま甲こう蟲ちゆうという怪かい物ぶつ相手に戦い続けているせいか、裏の戦いに弱い傾けい向こうがある。このような騙だまし討うちが奏功し、〈タリスマン〉を破壊できたのがその証明だ。

　非戦せん闘とう員を操作し自じ爆ばくさせるのは、エリスの流りゆう儀ぎではない。だが一昨日おととい遭そう遇ぐうした小隊に、ダンベルクールがゼスの暗殺を指示した以上、容よう赦しやするつもりはなかった。

　エネルギープラント内部に侵しん入にゆうしたエリスは、動力パイプを伝い、エレベーターシャフトを見つけた。鉄てつ柵さくで囲っているだけの整備用のエレベーターを運用するものだ。

「さあ、行くわよキルスティ。教皇を狩かりましょう」

「はい、エリス様」

　二人は同時に飛行魔術を発動。エレベーターシャフトを一気に飛び下りた。さらに、その先にある隔かく壁へきを呪じゆ力りよく弾だんで破壊。すると地下に広がる都市空間が姿を現した。

　さて。ここで功績を挙げて、誰だれがお兄様の信頼を得るに相応ふさわしいか示さなくちゃ……。

　妖よう艶えんな笑みを浮かべるエリスの瞳には、未だに黒こく煙えんが燻くすぶるアリエスの離り宮きゆうが映っていた。







　　　第四章　二人の選せん択たくがもたらしたもの







　空戦武踏祭エリアルソード三日目。朝。

　第一人工空島メガフロート。地下鍛たん錬れん場。

「んっ、けっこう揺ゆれたな」

　突とつ如じよとして地下へと響いてきた震しん動どうを感じ、カナタが言った。彼の視線の先には、真剣な表情をするエミリーの姿がある。

「ねえカナタちゃん、念のために断っておくけど。わたしが勝ってもこの世界の人類にとっては何一つプラスにならない。ぶっちゃけ、マイナス要素のほうが大きいわよん」

「でも、お前は俺に調ちよう伏ぶくされるつもりはないんだろ？」

「もちろんよ」

「なら、いいじゃんか。これでお前が勝つことがあれば、俺はもうお前に干かん渉しようはしないよ」

「……それは願ってもない条件ね」

　そう。願ってもない条件だ。願ってもない条件すぎる。

「ねえ、もうひとつだけ訊きいてもいいかしらん。カナタちゃん、あなたは自分が負けるということを考えてないのかしら？　世界の命運とかどうでもいいわけ？」

「へっ、負けるイメージで戦えるかよ」

　ふっと不敵な笑みを零こぼし、カナタが言った。

「それにいまは世界の命運とか、人類の未来とか、そんなかたっくるしい事情なんてどうでもいいじゃんか」

「……………………」

　エミリーはしばし沈ちん黙もくしていたが、やがてふっと口の端はをつりあげ、

「はんっ、言ってくれるじゃないのん。お姉ちゃん、少しときめいちゃったぞ？」

　そう言って、エミリーはカナタと本気で向き合った。言葉を交わさずともわかる。エミリー・ウィットベルンは全力でカナタと戦うつもりであると。

「お前、武器はどうするんだよ？」

「ああ。それなら問題なしよん」

　魔術士の宝石箱マギスフイアを持たぬエミリーが、当たり前のように手をかざした。すると瞬またたく間まに黒い粒りゆう子しが集まり、諸もろ刃はの片手剣けんを形成する。

「呪じゆ剣けん《ターディス》。わたしの愛剣よん」

「ふーん、呪じゆ力りよくの剣か。本当に呪力ってのはなんでもありなんだな」

　そう言って、カナタは魔術士の宝石箱マギスフイアに魔ま力りよくを注ぎ込む。虚こ空くうから漆しつ黒こくの魔ま砲ほう剣が出現し、カナタはそれを手に取った。

　両者はお互たがいに武器を構え、

「名乗らせてもらうわ。《翼撃の狩人ヤークトウイング》──エミリー・ウィットベルン、あなたをここで倒す」

「へっ、《ミストガン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン所属──カナタ・エイジ。勝つのは俺だ」

　二人は一気に間合いを詰め、激しく刃やいばを重ね、交え、ぶつけあった……！










　第一人工空島メガフロート。アリエスの離り宮きゆう。

　黒こく煙えんが立ち上り、粉ふん塵じんが舞まい上がった敷しき地ち内には、地面に伏ふしたアンネローゼの姿があった。その上にはクリスが覆おおいかぶさり、身を護まもっている。

「ご無事ですか、教皇陛下アークビシヨツプ？」

「助かりましたクリスさん」

　クリスに感謝しながら、アンネローゼは身を起こした。

〈タリスマン〉が納められていた塔は全ぜん壊かいし、無数の煉れん瓦がが周囲に激しく飛び散っていた。

「……リバーさんは？」

　アンネローゼが尋たずねると、粉塵のカーテンを割ってリバーが姿を現した。

「やられました。〈タリスマン〉は木こつ端ぱ微み塵じんです」

　どうやらリバーは直前で魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開し、致ち命めい傷しようを避さけたらしい。倒とう壊かいする塔の破片に巻き込まれなかった幸運にも恵めぐまれたようだ。

　リバーは淡たん々たんと説明する。

「体に爆薬を巻き付けたダンベルクールさんが自爆したようです。〈タリスマン〉を爆ばく破はするときの行動に、迷いはありませんでした」

「ダンベルクールさんは、理念のために死ぬような矜きよう持じをもちあわせてはいませんでした。おそらく催さい眠みん暗示にかかっていたのでしょう。それにしても爆薬とは……」

　教皇である自分の暗殺未み遂すいと〈タリスマン〉の爆破という事態に、アンネローゼは顎あごに手を当てる。

　魔ま甲こう蟲ちゆうには魔ま力りよく干かん渉しようによる攻こう撃げきが最も有効であり、爆破などの物理攻撃はあまり有効な手段ではない。しかも対魔甲蟲戦を主とするこの世界で、対人戦闘に慣れた手口を使う者は限られる。それに加え、催眠暗示を施ほどこせる相手となると、さらに数は限られた。

「すぐに敵てきが来ます。警けい戒かいを……」

　アンネローゼが指示した直後、

「まあ、さすがロリババアね。対応が素早いわ」

　どこからともなく声が降ってきた。

　アンネローゼが貌かおをあげるとそこには、西洋人形のような美び貌ぼうを持ち、ワンピースを纏う少女──エリス・ヴィーゲルトと、淡あわく輝かがやく蒼玉サフアイアのような長ちよう髪はつに、白いジャケットと膝ひざ丈たけのブーツを履はいた少女──キルスティ・バーミリオンの姿があった。

　見かけ上、空から降下して来た二人を見やり、アンネローゼが貌をしかめる。

「もう来たんですか。アポイントメントもとらずにやってくるなんて、礼れい儀ぎ知らずも甚はなはだしいですね」

「あら、ちゃんとベルを鳴らしたじゃないの。でも、あなたの家はダメね。ベルを鳴らしただけで、吹ふき飛んじゃった」

　爆破により瓦が礫れきと化した塔を見やり、エリスがせせら笑う。そんなとき、クリスが一歩前に出た。

「……エリス」

「あらクリス。あなた、本当に生きていたのね」

「ええ。そうやすやすと死ぬわけにはいきませんから」

　皮肉を述べながら、クリスはしっかりとエリスを見み据すえていた。

　魔剣を展開したリバーが、アンネローゼを庇かばうように立つ。

「教皇陛下アークビシヨツプ、キルスティ・バーミリオンがいますね」

「《殺戮の熾天使セラフイム》が来るとは、ゼスも本気ということですね」

「これはこれは。わざわざわたしの名前まで覚えて頂き、ありがとうございます」

　恭うやうやしくお辞じ儀ぎまでしてみせたキルスティを見やり、リバーが毒づいた。

「ああ。僕の先せん輩ぱい方があなたの手にかかって随ずい分ぶんと墜おとされたからね、嫌いやでも覚えるさ」

　キルスティ・バーミリオン。ゼスの秘書であり、片かた腕うでとも称しようされる女だ。同時に多くの教皇派の空士たちを血祭りにあげており、人類がこの戦いに勝利するための、最強の障害と位置付けられている。

「そういえばカナタ・エイジはどこにいるのかしら？」

「さあ。知りたかったら、勝手に家や探さがしすればどうですか？　品のない小こ娘むすめにはこそ泥どろの真似ごとがお似合いでしょう」

「やーね。ロリババアの家を漁あさったら、シラミが伝う染つるじゃないの」

　口元を手で隠かくし上品に笑ってみせたあと、エリスの貌が狂きよう気きに歪ゆがむ。

「さあ、教皇。そろそろ死んでもらうわよ」

　虚空から黒い鞭むちを取り出し、エリスが嬉き々きとして言った。だが、

「エリス、貴方あなたの相手はわたくしが務めさせて頂きます」

　エリスの前には、クリスが立ち塞ふさがった。それを見てリバーは軽く頷うなずき、

「じゃあ僕は、キルスティの相手を務めさせてもらおうか。……教皇陛下アークビシヨツプ、僭せん越えつですがお逃にげ頂いてもよろしいでしょうか？」

「いいえ。ここで彼女たちに勝てないようでしたら、人類に未来はないでしょう。わたしはこの場に残らせて頂きます」

　どの道逃げたところで、この二人が相手ならすぐに追いつかれてしまう。逃げろと言われて逃げ切れる相手ではない。増ぞう援えんとして当てになるカナタとエミリーは地下鍛錬場だが、その入口は塔の瓦が礫れきで埋うまってしまっている。

　せめて勝算があるとするなら、カナタさんがエミリーさんを調伏し、チカラを宿した状態で駆かけつけてきてくれることか。

　アンネローゼは険しい貌で、侵しん入にゆう者二人を睨にらみつけた。







　第一人工空島メガフロート。地下鍛錬場。

　脳天をかち割るような斬撃が、カナタへと迫せまる。

　くっ!?　片手剣のくせになんて斬撃の重さだ……っ!?

　魔砲剣でそれを受け止め、彼は思わず歯は嚙がみした。

　大剣である魔砲剣より、片手剣である呪じゆ剣けんのほうが明らかに軽いはずだ。だというのに、巨人の斧おのを叩たたきつけられたような反動が伝わってくる。

「ふふっ、驚おどろいた貌してるわね。でも、わたしのチカラはこの程度じゃないわよん」

　カナタの表情から、エミリーはすぐに心意を悟さとった。

　エミリーは軽やかに距きよ離りを取って仕切り直すと、呪剣を握にぎらぬ方の手の指を、ぱちんと鳴らした。次の瞬しゆん間かん、エミリーの眼前には十発の黒い光こう弾だんが形成される。虚空に生じたそれらの呪じゆ力りよく弾だんは、瞬く間にカナタの眼前へと迫った。

　あまりにも素早い事象干かん渉しように、カナタは思わず舌打ちし、

「ち……っ！」

　仕方なく、魔砲剣のシリンダーを五分の一回転させた。




　魔砲剣戦技──拡散多弾頭射撃マルチプルバースト




　四発に分ぶん裂れつした魔力弾が、さらに四発ずつに分裂。合計十六発の魔力弾となり、迎げい撃げきに向かった。

　交こう錯さくする魔力弾と呪力弾。

　カナタとエミリーの間で複数の爆ばく発はつが生じ、空気が震ふるえた。

　カナタの戦技は、エミリーの呪力弾を全て叩き落とし、なお六発あまりがエミリーへ襲おそい掛かかる。

　直ちよく撃げきコースだ。エミリーに躱かわす暇ひまはない。

　そして六発の魔力弾が、エミリーへと吸い込まれていく。爆発。しかし、次の瞬間──

「あっれー、いま何かしたかしらん」

　強固な呪力障壁で、六発全てを防ぎ切ったエミリー・ウィットベルンの姿があった。

　そのチカラの差に、思わず眉まゆをひそめるカナタ。なにせ六発の魔力弾が直撃したというのに、呪力障壁を三枚同時展開という妙みよう技ぎで防がれたのだ。

　呪力そのものは原種や変キ異メ種ラと同じもののはずだが、扱あつかう者の力量の差か。エミリーの呪力は、カナタの戦技を簡単には寄せ付けない。

「さてと、もう呪力と魔力の差に気づいたかしらん？」

「まーな。さすがに魔力の上位互ご換かんと言われるだけはあるよ」

　苦い貌をしながら、カナタは思う。

　生半可な攻こう撃げきは、エミリーには通じない。あいつの防ぼう御ぎよを崩くずすには、魔力を一点集させてぶつけないと。

　幸いにして、今回のカナタは魔力制限がない。普ふ段だんより派手な戦いも可能だ。

　余よ裕ゆうの表情を浮うかべてエミリーが言う。

「そろそろギアをあげさせてもらうわよん。体もあったまってきたことだしね」

　そう言ってすぐに、エミリーはカナタへと迫ってきた。だが、すぐに斬撃戦を挑いどもうとはしない。カナタに纏まとわりつくように飛び交いつつ、呪力弾を連射してくる。

「く……っ!?」

　雨あられと降り注いでくる呪力弾に、カナタは対応に苦く慮りよする。

　縮しゆく退たい魔力を充塡チヤージ中だ。撃うち合いに応じるわけにはいかない。だが、速度は向こうが上だ。呪力弾も的確に急所を突ついてきて、頭を抑おさえられつつある。

　くっ、中ちゆう距きよ離りの戦いじゃ勝ち目はねーか。

　不規則な軌き道どうを描えがきながら、カナタは必死に頭を絞しぼる。

　落ち着け。今回は相手の実力が、自分よりさらに上なだけだ。

　ミソラたちの教官に赴ふ任にんしてからは戦せん闘とうから遠とお退のいていたが、強敵相手の戦いは今まで何度も経験している。レアルや変キ異メ種ラとは違ちがう……確かな戦闘技術と狡こう猾かつさを兼かね備そなえた相手たちと、ランキング戦で幾いく度どとなく激戦を繰くり広げてきた。

　その当時の経験と知識を、カナタはフル活用する。

　中距離からの砲撃で、俺を苦しめた後のエミリーの動きは……。したたかなあいつなら、次はきっと──

「戦闘中に考え事するなんていい度胸じゃないの」

「く……っ？」

　カナタの隙すきを突いて、エミリーが呪じゆ剣けんを振ふりかざしながら急接近。対するカナタは死角に潜り込まれ、カナタは一瞬エミリーの姿を見失う。

「もらったわん……っ！」

　エミリーの呪剣が、逃げるカナタへ迫る。だが、彼は魔ま砲ほう剣を背面にかざし、エミリーの斬撃を容た易やすく受け止めてみせた。

「後ろを見ずに受け止めた……っ!?」

「わりーな。そうやすやすと墜おちるわけにはいかないんでね」

　中距離からの呪力弾のあとは、必ず接近戦を挑いどんでくると思ったぜ……！　即そく座ざに反転し、カナタは魔砲剣を振りかざしながら、

「接近戦なら、お前とだって互ご角かく以上に渡わたり合える」

「まさか。接近戦はわたしの得意分野でもあるのよん」

　次の瞬間、両者は超ちよう近距離戦を繰り広げた。

　空中で斬撃と斬撃が衝しよう突とつし、火花が飛び散り、気き迫はくが熱を帯びる。

　カナタの斬撃。エミリーが躱す。エミリーの反はん撃げき。カナタは頭を下げて躱すと同時に魔砲剣を片手持ちにし、空いてる右拳こぶしでエミリーの懐ふところを狙ねらう。エミリーがその拳を脇わきで挟はさみ込み、カナタに左手を向ける。掌てのひらに宿る呪力弾。カナタは、瞬時に飛行魔ま術じゆつで対応。右手を取られたまま、エミリーを軸じくに強引に縦たて回転ロール。体勢を崩くずすエミリー。外れる呪力弾。外れる右手の拘こう束そく。

　背中合わせになった両者は、振り向きざまに相手へ刃やいばを振るった。

「死ぬつもりだったわたしに未練を自覚させたあとに、戦って殺そうとするなんて。カナタちゃん、本当に嫌な性格してるわね。不ふ憫びんなお姉ちゃんに同情して、手加減とかしてくれないのん？」

「お前相手に手加減したら、俺が負けるだろうが……っ！」

　鍔つば迫ぜり合いになりながら、カナタが強引に相手を弾はじき飛ばす。同時に魔砲剣で砲撃を連射。一発がエミリーの至し近きん距離で爆発する。

「く……っ!?」

　離はなれたエミリーが左手を横に薙なぐ。遅おくれて出現した四つの呪力弾が、一気にカナタへと迫る。だがカナタは一発目を袈け裟さ斬ぎり、二発目を逆袈裟斬りにする。さらに三発目四発目をエミリーの足元へ回り込むようにして回かい避ひし、一気にエミリーへと迫った。

「へっ、これで終わりだ……っ！」

　チカラの差は圧倒的だが、戦い方次第では倒たおせない相手ではないと、カナタは確信していた。

　不意を突いたカナタがエミリーへ魔砲剣を振りかざす。同時に魔砲剣の縮退型魔力シリンダーが五回転した。

　むろん狙いは、零ゼロ距離からの収束ストラ魔イクブ砲ラスターだ。

　如い何かに強力な呪力を持つエミリーといえ、これは防げまい、とカナタは思う。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。エミリーの深い緑色の瞳ひとみが笑い、口の端はがつりあがる。

　読まれていた……っ!?　カナタがそう思った瞬間には、全てが後ご手てに回っていた。

　エミリーの背中に、忽こつ然ぜんと、黒く、巨きよ大だいな翼つばさが現れた。片側に四枚ずつ、合計八枚の黒い双そう翼よくだ。それらが放つ異様な重圧プレツシヤーに、カナタは直感的に不ま味ずいと悟さとった。すでに砲ほう撃げき体勢にあった彼は、即そく座ざに収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放つ。激しい反動とともに、漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうがエミリーへと向かった。しかしエミリーの黒翼のうち、四枚がエミリーの正面へと伸のびて、重なり合い、黒翼の盾たてを形作る。その盾に、漆黒の奔流が直ちよく撃げき。爆ばく煙えんが辺りを包み込む。

　やったのか……？　カナタの視界が晴れる。するとそこには、役目を終えたように砕くだけ散ちった黒翼の盾の向こうから姿を現す、エミリーの姿があった。

「なっ!?　相そう殺さいされたのか……っ!?」

　驚きよう愕がくするカナタ。同時に残り四枚の黒翼が、翼の先を鋭するどい槍やりのように変化させ、カナタへ迫せまってくる。鋭く直線的な黒翼相手に、カナタは必死に急旋回ブレイクした。だが──

　取りつかれる……っ!?　と判断したカナタは、慌てて魔砲剣を盾代わりにする。されどカナタへと迫る黒い翼撃は、予想以上に激しく、痛つう烈れつだった。あろうことか魔砲剣では押し返しきれず、カナタは完全にチカラ負けして、地上へ叩たたきつけられた。

　がは……っ!?

　胃液と何かが混じり合った酸っぱいものが口から零こぼれる。

　収束ストラ魔イクブ砲ラスターを防がれるのは、想定外だ。しかしそれ以上に彼の注意を引いたのは、突とつ如じよとしてエミリーの背中に生えた、鷲わしのように猛たけ々だけしく、鴉からすのように黒い、八枚の翼だ。

「なんなんだよ、それは？」

「んっ、言わなかったかしらん？」

　地にひれ伏ふした状態のカナタを睥へい睨げいし、エミリーが言う。

「《翼撃の狩人ヤークトウイング》って名乗ったと思うけど。……ああ、ひょっとして呪じゆ詛そそのものを知らなかったのん？」

「呪詛……？」

「そう。人型魔ま甲こう蟲ちゆうだけが扱うことができる、呪のろいのチカラ。自分の願望を果たす為ために、個に備わった超ちよう越えつのチカラよん。この翼が、わたしの呪詛。名前を──黒き双翼フリユーゲルっていうのん」

　そう言った直後、黒き双翼フリユーゲルが変へん幻げん自じ在ざいな影かげのように伸び、カナタを地面ごと串くし刺ざしにしようとする。

「ち……っ!?」

　宙を舞まい逃にげるカナタ。それを、エミリーは容よう赦しやなく追い立てる。追い縋すがるエミリーに、カナタは砲撃を放つが、漆黒の翼の一枚が容易く弾き飛ばした。

　どうやら魔ミ装ス錬リ金ルと同等か、それ以上の強度を持つらしい。しかも、四枚で収束ストラ魔イクブ砲ラスターを防ぎきるほどの事象干渉力の塊かたまりだ。

　苦し紛まぎれにカナタが砲撃を放つ。だが黒き双翼フリユーゲルはその圧倒的チカラをもって、魔力砲撃を蠅はえでも振り払はらうかのように弾き飛ばしてみせた。

　あらゆる魔術的干渉を圧倒する、呪力の願がん望ぼう器き──呪詛。

　……不味いな。戦いの次元が違う……っ!?

「悪いわね、カナタちゃん。これが呪力を扱える者の戦い方よん」

　勝ち誇ほこるでもなく、奢おごるでもなく、淡たん々たんと事実を語るようにエミリーが言い放った。










　アリエスの離り宮きゆう。庭園。

「どうしたのクリス、まだまだこの程度じゃないでしょう？」

　上空から睥睨するエリスの視線の先には、汗あせだくで肩かたで息いきをするクリスの姿があった。

　黒い鞭むちを握にぎったエリスは、クリスの頭上を飛びつつ鞭べん打だを浴びせる。

　戦闘に不慣れなクリスは、身を護まもるので精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「クリス。まさかあなたがわたしの前に立ち塞ふさがるとはね」

　サディスティックな笑みを浮かべて、エリスが尋たずねる。

「いったいどういうつもりかしら？　幼おさな馴な染じみのあなたが、わたしの足を引っ張ろうとするなんて。使用人だったあなたに眼をかけてやった恩を忘れたの？」

「恩を忘れてなどおりません。ですがわたくしにも、こうせざるを得ない事情があるのです」

「事情、ね。いったいどんな事情なのかしら」

　曖あい昧まいな言葉を口にして対立するクリスを見て、エリスは感じ取った。

　わたしの前に立ち塞がるクリスには、どうしても勝とうという意思が感じられない。これなら殺さず、捕ほ獲かくすることも可能だ。

「でも、せっかくあなたが生きていたのだから、ここでは殺さないであげる。安心しなさい。この場で捕とらえて、もう一度お兄様の判断を仰あおいであげるわ。わたしの精神操作で人類への憎にくしみを植え付ければ、きっとあなたにも生きる権利が与あたえられるはずよ」

「……わたくしを捕える、ですか」

「ええ。あなたじゃわたしを倒せないわ。そしてリバーのチカラでは、キルスティを倒すのは無理」

　そう言って、エリスは敷しき地ち上空で戦うキルスティを見た。

　巨大な黒鎌がまを振り回すキルスティの動きに翻ほん弄ろうされ、リバーは防戦一方だ。表情一つ見ても、リバーに余よ裕ゆうがないことが窺うかがい知れる。

　この時点で、もう勝負は決まったようなものだった。なぜなら──

「ねえ、知ってる？　これでもわたしとキルスティは、まだ全力を出していないのよ」

「ええ、知っております。あなた方が全力を出したら、この程度の戦闘では済まないでしょう」

　エリスには、呪詛と《崩ほう力りよく》という二つの切り札が残されている。対してクリスは武器の扱あつかいには不慣れで、呪詛を駆く使しして闘たたかった結果──圧倒されていた。

　リバーの増ぞう援えんは望めず、ともすればエリスとキルスティによる挟きよう撃げきの危険すらあった。

「じゃあ道を開けてくれないかしら？　今回はあなたを殺せとも、ここの住民を皆殺しにしろとも言われているわけじゃないわ。わたしがここで処分しなければいけないのは、そこのロリババアだけよ」

　後方に控ひかえるアンネローゼを見やり、エリスが言った。

「あなたが教皇に対して忠義立てするのも、もう充じゆう分ぶんじゃないかしら？　少しは粘ねばったんだから、仲間たちに面めん目もくも立つでしょ。ここで退ひいたらどう？」

　つまり。ここでクリスが退しりぞけば、共生派の立場を危うくせずに、生き残れるということだ。エリスなりの配はい慮りよなのだろう。

　そのことはクリスもよくわかった。だが同時に、自分の決意が侮あなどられていることに憤いきどおりを覚え、クリスはゆっくりと貌をあげた。

「生憎あいにくとここを通すわけにはいきません。わたくしには見定めなければいけないことがございます」

　そう言ってクリスは呪詛を使う。クリスが右手の人差し指と中指を立て、エリスを差す。すると瞬時にエリスを囲う力場が出現した。

　呪詛──破ア邪ーのジ障リ壁ス。クリスに敵意を持つ者を阻そ害がいする、拒きよ絶ぜつの盾だ。しかし次の瞬しゆん間かん、エリスが黒い鞭を振ふるい、破ア邪ーのジ障リ壁スに亀き裂れつが入る。

「ものわかりが悪いわねクリス。いいわ、あなたが跪ひざまずくまで遊んであげる」

　そもそもクリスの破ア邪ーのジ障リ壁スに、攻こう撃げき力はない。脅きよう威いですらない障壁を素早く破は壊かいし、エリスはなおも破ア邪ーのジ障リ壁スを展開しようとするクリスを睨にらみつけた。







　クリスとエリスが死し闘とうを繰くり広げる最中。

　アリエスの離宮の上空を制圧しながら、その者はこちらを見下ろしていた。

「さて、こっちはもう戦せん闘とうが終わりそうですね」

　地面に突つき立てた青い魔ま剣けんに体重を預け、どうにか屈さずにいるリバー。そんな彼の視線の先には、上空からこちらを睥睨するキルスティの姿があった。

「見苦しいですね、リバー・エンディケウス。貴様では、わたしに勝てません。退くというなら見み逃のがしますよ」

「ここで退いたら、キミは教皇陛下アークビシヨツプの首を狙ねらうんだろう。それじゃあ僕は近この衛え失格だ。それに、散って行った仲間たちに貌向けできないからね」

　リバーはチカラを振り絞しぼり、助走をつけて空中へと舞い上がる。キルスティは羽虫でも眺ながめるかのように眼を細め、

「死にたいというのなら、無理に止めるつもりはありません」

　そう言って、黒い大鎌で迎むかえ撃うつ。

　半月円を描えがく巨大な鎌れん撃げきが、瞬またたく間まにリバーへ迫せまる。

「ち……っ!?」

　慌てて魔剣で受けるも、リバーは舌打ちをした。攻撃半径は、キルスティの大鎌のほうが広い。ゆえに先手を取られるのは仕方ない。

　しかし、普ふ段だんから礼れい儀ぎ正しい彼が舌打ちしたのには、理由がある。

　攻撃に隙すきがなくて、キルスティの懐ふところに入れない……っ!?

　キルスティの鎌捌さばきに、舌を巻いているのだ。教皇に仕えるために、幼少の頃ころから鍛たん錬れんしてきた魔剣術がまるで通じない。

　相手はまだ呪詛も《崩力》も駆使していないというのに……

　手、足、腰こし。己の身しん体たいを掠かすめる黒い大鎌を、その使い手を見やり、リバーは思う。悔くやしいが認めなければならない。筋力、敏びん捷しよう性、技術、その他あらゆる能力で、自分は翻弄されている。悔くやしいことに、キルスティに劣おとっているのだ。

「このままじゃ……っ!?」

　まるで毒どく蛇じやのように喉のどもとへ喰くらいついてくる鎌撃に、焦じれるリバー。彼は斬撃を交える最中、魔剣に魔ま力りよくを宿し始める。その一いつ瞬しゆんの隙を、キルスティは見逃さない。リバーが戦技を放つタイミングに先さき駆がけて、キルスティは大だい旋せん斬ざんを放つ。飛行魔ま術じゆつの勢いを利用して急回転し、遠心力とともに放つ早はや業わざだ。

「ぐ……っ!?」

　その重い斬撃を受け止めきれず、リバーは弾はじき飛ばされる。地面に激しく背中を擦すりつけた。

「ぬるいですね、リバー・エンディケウス」

　他愛もないと言うかのように、キルスティは、リバーを雑ぞう兵ひようのように眺めていた。

　時をほぼ同じくして、悲鳴。破ア邪ーのジ障リ壁スを破壊されたクリスが、リバーの近くへ吹ふき飛ばされてくる。

「リバーさん、クリスさん……っ!?」

　後方で様子を見守っていたアンネローゼが、思わず駆かけ寄よった。素早くリバーとクリスの怪け我がの具合を確かめ、まだ息があることに安あん堵どする。

　しかし、二人ともすぐには戦えないだろう。

　そんなとき、背後から声がした。

「教皇陛下アークビシヨツプ……っ!?」

　振り返ると、数人の衛兵や近衛兵がこちらへ近づいてきた。ノエシス宮きゆう殿でんにいた頃から、傍そば仕づかえをしてきた者たちだ。衛兵は僅わずかしか魔力を扱えず、近衛はすでに年老いて、現げん役えきを退しりぞいた年ねん齢れいの者が大半だ。

　アンネローゼの方針で、激しい戦闘に耐たえられる人材は、ほぼ全て要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市へ送り出していたのだ。

「いけませんっ!?　来ないでください……っ!?」

　アンネローゼが叫さけぶ。だが、制止の声が響ひびいた直後──

「邪じや魔まをするなら、容赦はしません」

　キルスティが獲え物ものを狙う猛もう禽きんのような勢いで迫った。

　そこから先は一瞬の出来事だった。絶ぜつ叫きようをあげる暇ひますら与えず、キルスティは大鎌で教皇の傍仕えを血祭りにあげた。血液と肉片が飛び散る中で、逃げる素そ振ぶりをみせた瞬間にその者の命を狩かり取っていく。

　瞬く間に呪じゆ殺さつを成し遂とげたキルスティは、最後に血が滴したたる大鎌を振り抜ぬき、赤い滴しずくを振るい落とす。あとに残ったのは、事切れた配下たちの姿だった。

「なんてことをっ!?　彼らが満足に戦えないことは、あなた方なら一目で見抜けたでしょうに……っ!?」

　憤ふん怒ぬに駆られたアンネローゼが言った。一方でエリスは、その血だまりを眺め、

「愚おろかな人たち。助けに来なければ、死ぬこともなかったのに……」

　死を慈いつくしみこそすれ、犠ぎ牲せい者に同情する素振りはなかった。

　思わず眼を背そむけたくなる現実を見て、立ちあがったリバーが悔しそうに歯を嚙かみしめる。

　その隣となりでは、クリスが血だまりを見て、怪け訝げんそうな貌をしていた。

「何かあったのですか？」

「そっか。あなたは認識できなかったのよね」

　魔力を持たぬクリスは、記き憶おくの消失現象に苛さいなまれていたのだ。死すら認識できない状態。見知った者たちの、死すらも悼いためぬ事態に遭そう遇ぐうしたクリスが、ようやく何が起こったかを悟さとる。

「……そういうことですか」

「クリスさん？」

　ただならぬ気配を放ち始めたクリスを見て、アンネローゼが思わずつぶやいていた。魔力を持たぬクリスに、死者への激情が湧わくわけがない。

　だがアンネローゼの耳には、死者を悼むクリスの心の叫びが聞こえた気がした。

「エリス。貴方あなたにどのような理由があれ、わたくしはゼスの思想に賛同するつもりはございません。ですから、ここで賭かけをさせて頂きます」

「賭け？　いったいどんな？」

　興味深そうな貌をするエリスに、クリスが言い放った。

「もしここでわたくしたちが、貴方がたに勝つことができたら、エリス。貴方は、ゼスのもとを離はなれて、わたくしの仲間になってください」

「戯ざれ言ごとは大たい概がいにしなさい、クリスティーナ・バルクホルン」

　キルスティが敵意を浴びせるが、エリスが制す。

「待って、キルスティ。……それでクリス、もしわたしが勝ったらどうするのかしら？」

「この身をあなたの好きにしてかまいません」

「いいわ。その勝負、受けてあげる。……じゃあ悪いけど、そろそろ本気を出すわね」

　そう言って、エリスがチカラを行使する。

　人間が持つには大きすぎるチカラが胎たい動どうを始めた。一いつ瞬しゆん突とつ風ぷうが吹き荒あれ、エリスが《崩力》を生み出す。

　ぴりぴりとした威圧感が、クリスたちを襲う。

　次の瞬間。エリスの背後の空間が歪ゆがみ出す。

　まるで時空の歪ひずみのような渦うずが生じたかと思うと、その渦を割ってアルケナル級が姿を現した。その渦は次々と出現し、合計で十二、三体ほどのアルケナル級が瞬く間に出現した。

　空間の歪みから、魔ま甲こう蟲ちゆうを取り寄せたのか？　──否いな、そうではない。あのアルケナル級こそが時空の歪そのものなのだ。

　呪じゆ詛そ──夢幻泡影ニトケルテイ

　エリスのイメージを、理想を、現実に投とう影えいすることができる呪詛だ。一個体を生みだす為ために、莫ばく大だいなチカラを消費するが、いまの彼女は《崩ほう力りよく》がある。

　さらに数を増すアルケナル級たちを背景に、エリスは告げた。

「さあ、わたしの軍勢に勝てるかしら」

　その直後、無数のアルケナル級がクリスへ襲おそいかかった。







　第一人工空島メガフロート。地下鍛錬場。

　死闘はまだまだ続く。

「どうしたのカナタちゃん。お姉さんはまだまだ元気びんびんよん」

　漆しつ黒こくの双そう翼よくを生やすエミリーは、カナタに苦戦を強しいていた。

《翼撃の狩人ヤークトウイング》の二つ名の象しよう徴ちようであろう、呪詛──黒き双翼フリユーゲルが、縦じゆう横おう無む尽じんの影かげのような動きを以もって、カナタを押おし潰つぶそうとする。

　それに対しカナタは、反はん撃げきを繰り出すどころか、逃にげ回るしか術すべがない。エミリーは完全に制空権を──戦イいニのシ主ア導チ権ブを奪うばっていた。

　いくらカナタちゃんでも、この状じよう況きようは覆くつがえせないわん……っ！

　前後左右上下。激しく回りこむ黒い翼撃の動きを追い、カナタの眼球がめまぐるしく動く。

　カナタは呪詛の動きの先を読もうとしているのだろう。戦闘に対する嗅きゆう覚かくの鋭さは、カナタの長所だ。

　だが。黒き双翼フリユーゲルは、そんな小細工を寄せ付けない。

　なにせ八発の俊しゆん敏びんな翼撃が、常にカナタを狙っているのだ。一発一発の威い力りよくは、魔ま砲ほう剣けんの一撃以上。それをジャブの連打のように打ち出されては、カナタであってもどうしようもない。

「もうそろそろ終わりかしら……？」

　黒き双翼フリユーゲルでカナタを蹂じゆう躙りんしながら、エミリーは余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた。

　驚きよう異い的な打だ撃げき力でカナタの斬撃を弾き飛ばし、さらに後背へ回り込んだ別の翼が、カナタを背後から貫つらぬこうとする。カナタは身を捻ひねって躱かわそうとした。しかし、右みぎ肩かたから背中にかけて、ばっ！　と鮮せん血けつが飛び散る。

「ち……っ！」

　痛みを堪こらえながら、カナタは飛行魔術を駆く使しして距きよ離りを取ろうとする。

「さっきから逃げてばかりだけど、いい加減ギブアップしたらどうかしらん？」

　先程からエミリーはその場を動かず、呪詛による攻こう撃げきに専念。自みずから動こうとはしない。それは黒き双翼フリユーゲルを打ち破るのは不可能だという、絶対の自信の表れだ。

　八枚の黒翼は、宙を舞まって逃げるカナタを容よう赦しやなく追い立てる。魔砲剣で斬きり落とそうとすれば斬撃を弾き返し、残る七枚がカナタの肌はだを切り裂さいていく。

　すでに身につけた服もボロボロになり、まるでミキサーの中に放り込まれたように、カナタは無数の切り傷を負っていた。

「あらあらカナタちゃん。もしかしてもう手が出なくなったのかしらん？」

「へっ、どうだろうな」

　口だけは達者みたいね、と思いながら、エミリーは翼撃の連打のペースを上げる。

　むろん、カナタには一向に反撃の兆きざしはない。全方位から絶え間なく迫るエミリーの攻撃を前に、逃げるのが精せい一いつ杯ぱいといった様子だ。

　そんなとき、エミリーは違い和わ感を覚える。

　このままカナタが何もせずにいれば、エミリーの勝ちは決まったようなものだ。

　だがエミリーが知る限り、カナタは諦あきらめない男だ。《ベベル》でミソラたちに、不ふ屈くつの闘とう志しを伝えた戦いにおいても、そのことは証明されているはずである。

　だというのに、なぜ反撃の一発も繰くり出さないのか？

　エミリーは、注意深くカナタの様子を窺うかがう。すると魔砲剣のシリンダーが五分の一回転すると同時に、その中から押し出されてきた縮退魔ま力りよくが、カナタの体に宿るのが見て取れた。エミリーの翼撃の連打を耐えながら、シリンダーは回転し続け、カナタは着々と縮退魔力をその身に宿していく。

「……カナタちゃんっ!?　ま、まさか……っ!?」

「気づいたようだな。でも、もう遅おそいぜ……っ！」

　とたんに、カナタの動きが変わった。

　雲を斬るような鋭するどい動き。想定以上の加速で、エミリーに迫る。

　縮退魔力で身体を強化し、一時的に増強ブーストしたのだ。

　速い……っ!?　エミリーの翼撃の動きが若じやつ干かん遅おくれる。カナタの動きより、ワンテンポ遅れてしまう。

　直後に、カナタの魔砲剣が一いつ閃せん。




　魔砲剣戦技──閃せん光こう剣けん




　閃光の如ごとき一撃が、カナタを狙ねらう翼撃のひとつを斬り裂いた……！

　そう。カナタ・エイジはずっと反撃の機会を窺っていたのだ。自らの持てる魔力を最大限に注ぎ込み、エミリーの呪詛を破は壊かいできる機会を。

　これまで手が出なかったはずの攻撃に対処され、エミリーが驚きよう愕がくを露あらわにする。

「ま、まさかわたしの呪詛を前に、縮退魔力で身体強化を施ほどこすなんてっ!?　一対一サシなのをわかってるのん……っ!?」

　これは仲間がいない戦いだ。縮退魔力を練成する最中に、撃げき墜ついされる危険リスクは充じゆう分ぶんあった。負けが赦ゆるされない戦いだからこそ、慎しん重ちようでしかるべきなのに……

　だが、カナタは平然と言い放つ。

「なに言ってんだよ。そうしなくちゃ勝てねーんだから、危険リスクをとるに決まってるだろ……っ！」

「く……っ！」

　切断された漆黒の翼を引っ込め、エミリーは残り七枚の黒翼で、カナタを迎むかえ撃うとうとする。

　カナタを前にしたエミリーの表情は硬かたい。

　本来ならば、カナタに黒き双翼フリユーゲルを攻こう略りやくする術はない。普ふ段だんのカナタなら、身体強化術式を施しても、閃光剣はせいぜい四度の連続行使が限界である。

　だが、縮退魔力で身体強化を施したいまなら、その限界を突とつ破ぱできる。しかもカナタは幻想イリユー加ジヨン速アクセルを駆使し、エミリーに容た易やすく狙いを絞しぼらせないのだ。

「さすがにこれなら、お前もそうやすやすと手は出せないだろう」

「そうね。カナタちゃんの言う通りよん。でも、いつまでその動きが保もつのかしらん？」

「お前を墜おとすまでは保たせてやるさ。エミリー、覚かく悟ごしろよ……っ！」

　ぐっと加速したカナタが迫ってくる。エミリーは正面から翼撃三つを同時に放った。だが、それら全てが閃光剣によって一いつ瞬しゆんのうちに分断される。

　つ、強いっ!?　だけど、カナタちゃんにだって限界はあるはず……っ!?

　時間差をつけて攻撃。残った四枚の翼で、エミリーは死角からカナタを攻せめる。斜ななめ後背から二撃。側面から一撃。そして下方から本命の一撃。

　だが、それらは悉ことごとく無力化される。後背と側面からの三発は閃光剣によって忽たちまち切り裂かれ、下方からの本命はカナタの頰ほおを浅く切り裂くも、致ち命めい傷しようを与あたえられなかった。

　そのとき、エミリーは己の過あやまちに気づく。

　いまのカナタ・エイジに限界などない。いや、ないわけではないのだが、ここぞというときのカナタは常に自らの限界を乗り越こえてみせるのだ。

「これでどうだ……っ！」

　最後の翼撃を撃げき破はして、カナタがエミリーへと迫ってくる。

　エミリーの呪詛は再生まで時間がかかり、まだ再使用はできない。通常なら、ここは呪じゆ剣けんで反撃するべきところだろう。

「ええ。すごいと思うわん。わたしがカナタちゃんのことをよく知らなければ、負けていたでしょうね」

　しかし。ここで呪剣を駆使したところで、カナタに勝てようか？　──否。限界突破し、勢いのあるカナタに吞のみ込まれるだけだ。ならば、

「でも、わたしもこんなところで負けていられないのよ……っ！」

　そう言って、エミリーは自らの呪じゆ力りよくを盛大に練り上げる。呪力を大量消費することは、自然反応として、消費した呪力を穴あな埋うめしようとする呪じゆ核かくの活性化に繫つながってしまう。それは呪核を制せい御ぎよできないエミリーにとって自殺行こう為いなのだが、彼女は躊躇ためらわなかった。

　一瞬にして、黒き双翼フリユーゲルが復元する。そして至近へ迫りつつあったカナタに、エミリーは一いつ斉せいにそれを浴びせた。突とつ如じよとして復元した八発の翼撃をカナタは防ぎ切れない。

「く……っ!?」

　魔砲剣を盾たて代わりにしたまま、彼は地上へと再び叩たたきつけられた。

　よしっ！　これなら……とエミリーが自らの勝利を確信したその瞬間。不意にエミリーの体に変化が訪れる。黒き双翼フリユーゲルが膨ぼう張ちようし、その姿を四枚四対ついの翼、合計十六枚の剛ごう翼よくへと変え始めたのだ。

「え……っ!?」

　変化はそれだけに留まらない。エミリーは自らの両手が、不意に黒いオーラを纏まといだしていることに気づく。彼女は必死にそれを制御しようとするが、チカラが言うことを聞かない。そして誰だれもが危き惧ぐした結果が訪れる。両手を覆おおう黒いオーラは瞬またたく間まに体中へと広がり、彼女は狂きよう乱らん状態へと陥おちいってしまった。







　まさかあの状況で、反撃してくるとはな……

　地面に半分めり込んだ体を起こしながら、カナタは思った。あの場でエミリーが、眼を剝むくような反撃をしてきたのは想定外だった。結果として縮退魔力を駆使した反撃が通じなかったが、カナタに焦あせりの色はない。

　彼の脳内を占しめるのは、ただ一点。さて、次はどうやってエミリーを攻略してやろうかという、挑ちよう戦せん心だけだ。

　そんな最中、不意に異常なチカラの上じよう昇しようを感じ、カナタが貌かおを上げる。そこには、異常にチカラが高まっていくエミリーの姿があった。

　漆しつ黒こくのオーラに包まれ、呪じゆ詛そがますます凶きよう暴ぼう化している。

《崩ほう力りよく》の発動とは違ちがう、チカラが高まったこの状態は──
















「に、逃にげてカナタちゃん……っ!?」

　かろうじて意識を残したエミリーが叫さけぶ。次の瞬間、カナタに無数の翼撃が向かってきた。咄とつ嗟さに宙を舞まい、どうにか躱したカナタ。だがそのとき、彼は気づく。自らの心臓のあたりから狂乱しかけるエミリーの胸へと、半透とう明めいの黒いパイプのようなものが繫がっていることに。

　ひょっとして、これがクリスの言っていた流パ脈スか。

　なぜそれをカナタが認識できるのか？　この時点でカナタは、すぐにはその理由に思い当たらなかった。

「カナタちゃん、いますぐそれを斬って……っ!?」

　再びエミリーの叫び声。

　強きよう烈れつなチカラのせいで、流パ脈スが実体化したのだとカナタが気づいた瞬間。エミリーの体から溢あふれだす黒いオーラが、流パ脈スを通じてカナタへと流れ込こんできてしまった。




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺し尽つくせ




　猛もう烈れつな破は壊かい衝しよう動どうが、カナタの脳のう裏りに蠢うごめく。おそらくはいまエミリーが抗あらがおうとしているそれと、同じものだろう。

　この衝動に身を任せれば、おそらくはカナタも狂乱に陥ってしまうだろう。

　だからこそ、彼は必死で念じる。




　──黙だまれ




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ




　──黙れ




　流パ脈スを通じて伝わってくる破壊衝動に、カナタは必死で抗う。




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ




　──黙れ




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ




　──黙れ




　精神を浸しん食しよくしようとする破壊衝動を、カナタは必死で拒きよ絶ぜつした。

　リーゼリット戦で、一度呪力に意識を奪うばわれ、狂乱状態に陥った身だからこそわかる。

　呪力の本質は──憎にくしみ。

　この世界を呪のろう負の想そう念ねん。それが人の心の闇やみを曝さらけ出し、さらなる憎しみを生み出そうとする。そして欲よく望ぼうに吞まれた人間から、すぐに人外の化け生しようへと変へん貌ぼうする。

　本来なら狂乱に陥った際に、カナタはあのまま意識を乗っ取られても可お笑かしくはなかった。だがミソラのお陰かげで、戻もどってこられた。呪力というものの本質をその身で痛感しながら、呪のろいを受けても戻ってくるだけの奇き跡せきが起きた。

　ゆえに、カナタは必死に考えていた。

　自らに迫せまり来る呪いを律するイメージを。

　人を不幸にする呪いを消しさるイメージを。




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ




　──黙れ




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ




　──黙れ




　地下鍛たん錬れん場で、カナタが戦わない宣言をする前、クリスはこう言っていた。




　──教皇陛下アークビシヨツプが、呪核を浄じよう化かした先に人類の希望があるとおっしゃっていました

　──いままで例のなかったケースなので確かなことは言えないのですが、カナタさんには未知の可能性が……




　もし本当に可能性があるなら……

　いや、たとえ可能性がなかったとしても……




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ




　破壊衝動に耐たえながら、カナタは自らが為なすべきことを思い浮うかべる。

　ミソラたちは常に、俺の予想の上をいった。どんな厳きびしい特訓にも耐えて、貪どん欲よくに強さを求め続けてきた。

　その結果、空戦武踏祭エリアルソードまで辿たどりついたのだ。

　あいつらが必死になって成長したのに、教官である俺がここで立ち止まっていいはずがない。




　──殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ




　──黙れっっっ！




　狂乱状態に陥りながらも、カナタは心の声で一いつ喝かつし、

「ここで墜おちたら、ミソラたちに貌向けできねえだろうが……っ！」

　ままならぬ唇くちびるを動かすや否いなや、カナタは左手に持つ魔ま砲ほう剣けんで、実体化した流パ脈スを切断してみせた……！

　一度狂乱状態に陥った存在が、自力で回復するなどあり得ない。

　しかし。かつて狂乱に陥り、《ゲート》から呪じゆ怨おんを植え付けられていない身であるからこその可能性を、カナタはこの土ど壇たん場ばで発現してみせたのだ。

「う、うそっ!?　もしかして呪力の意思を打ち消してみせたの……っ!?」

　自らの破壊衝動を堪こらえながら、驚おどろくエミリー。

　如い何かにカナタ・エイジとて、普ふ通つうの人間だ。傷を負えば戦せん闘とう継続は難しくなるし、気持ちにおいて負けることだってある。

　不安も心配も懸け念ねんも、そういったあれこれの感情も、常人と同じく持ち合わせている。表に出さないだけで、彼にも心が折れることがあるはずなのだ。

　だというのに、

「待ってろよエミリー。いま助けてやるから……」

　そう言って、狂乱にも屈くつせず、カナタがエミリーに向かって飛びかかる。

「ダ、ダメよっ!?　来ないでカナタちゃん……っ!?」

　接近するカナタに対し、エミリーの意思に反して体が勝手に反応する。四枚四対ついの黒翼が伸のび、変へん幻げん自じ在ざいな影かげのような動きで、カナタへ迫る。合計、十六の翼撃。縮退魔ま力りよく抜ぬきでは、対処しようもないはずだ。

　だが、カナタは鮮あざやかに十六の翼撃を躱かわし始めた。まるで地じ獄ごくの悪あく魔まとダンスでも踊おどるかの如ごとく、黒翼の動きを全て把は握あくし、死中に活路を見み出いだしているのだ。

　そんな最中「いまのは……っ!?」と、エミリーは眼を大きく見開いた。

　偶ぐう然ぜんか、それとも狙ねらったのか。完全な死角である背面から迫った一いち撃げきを、カナタはまるで見えているかのように、小さな宙ル返ーりプで躱してみせたのだ。

　到とう底てい、満まん身しん創そう痍いの人間にできる所業ではない。

　エミリーが思わずつぶやく。

「いったいなにが……っ!?」

「へっ、呪じゆ力りよくの気配ってのが感じ取れるんだよ」

　そう。いまのカナタには、黒い翼撃の動きが、手に取るように伝わってくる。敵意が薄うすい場所に飛べば、それを躱せるということがはっきりと理解できる。

　無我の境地という言葉では済ますことのできないその現象こそが、カナタの心の強さであり、抗呪のチカラ。本気のエミリーとの死闘を経へて培つちかった、呪力を超ちよう越えつする可能性だ。

　呪を拒絶したカナタが、反はん撃げきに転じる。

「いままでさ、最小限の魔ま力りよくだけで戦ったせいかな」

　彼は黒い翼撃の嵐あらしを、当たり前のように潜くぐり抜ぬけてくる。視覚では捉とらえられぬ呪力の気配を感じ、その動きを見み極きわめて、悠ゆう然ぜんと進しん撃げきする。

「相手の動きを見極めて、チカラを見定めて、ここぞっていうときにだけ反撃をする癖くせがついちゃっててさ」

　後背から迫る翼撃を躱し、続く翼撃を魔砲剣で穿うがち、カナタが一気にエミリーへと接近。ついに狂きよう乱らんに陥おちいりかけたエミリーと斬撃を交える。

「魔力切れを心配せずに戦うってことが、こんなに楽だったなんて忘れてたよ」

「こ、これがカナタちゃんの全力……っ!?」

　呪じゆ剣けんでカナタの剣を受け止めながら、驚きよう嘆たんするエミリー。しかし彼女の意思に反し、体はなおもカナタと戦おうと動き続ける。

「《黒クのロ剣ノ聖ス》と呼ばれるのも伊だ達てじゃないわねん。でも、このチカラは……っ!?」

「いままで《崩力》を駆く使しして、限界突とつ破ぱばかりしてきたんだ。そのさらに高みに至ったってぜんぜん可笑しいことじゃねーよ」

　呪剣で押しのけられ、カナタは一いつ旦たん間合いを取り直す。そこへ、

「いけないっ!?　避よけてカナタちゃん……っ!?」




　呪詛戦技──双翼刺撃デユミナスニードル




　エミリーの四翼よくの先が無数に枝分かれし、黒く鋭するどい剣けん山ざんとなってカナタを串くし刺ざしにしようとする。だが、カナタは魔砲剣をさっと二振ふりする。たったそれだけで、黒い剣山が弾はじき飛ばされ、消失していく。

「それだけか？」

　カナタに問われ、エミリーの表情が引き攣つった。

「まだよっ!?　早く逃にげなさい……っ!?」




　呪詛戦技──黒翼雨刃ウイングレイ




　エミリーの十六枚の翼から、無数の黒い光が飛び出し、刃やいばのようにカナタに襲おそいかかる。絶対に回かい避ひ不可能なはずの無数の刃を、しかしカナタは最小限の動きと魔剣捌さばきだけでいなしきる。

「それだけか。だったら……」

「だから、早く逃げなさいって言ってるでしょ……っ!?」




　呪詛戦技──黒死メツサ嵐風ースマ撃ツシヤー




　双翼に宿った十六発の巨きよ大だいな呪じゆ力りよく弾だんが放たれる。圧あつ倒とう的てきな呪力が込められたそれは、エミリーが放てる最強の呪詛戦技だ。巨大な呪力弾はカナタの至近で一いつ斉せいに爆ばく発はつし、空間ごとカナタを攻め立てた。

　だが、爆炎の中から飛び出す黒い影。……カナタだ。彼は一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめて、斬撃を放つ。エミリーの翼が付け根から墜ちる。抵てい抗こうするエミリーの翼撃をものともせず、カナタはさらに斬撃を放ち続けた。全ての翼が瞬またたく間まに切断される。

　しかし。エミリーの体は、なおも戦い続けることを止やめない。

「気をつけてカナタちゃん……っ!?」

　エミリーが手に持つ呪剣を振ふるう。カナタに魔砲剣で弾き飛ばされる。

　これでエミリーは、全ての武装を失ったはずだ。

　しかし。カナタを傷つけることを危き惧ぐする、エミリーの表情は冴さえない。

　なぜなら剣けん戟げきを放つと同時に、先に切断され地に墜ちる途中の黒翼から影が伸び、カナタを背後から貫つらぬこうとしていたからだ。

「後ろよカナタちゃん……っ!?」

　目もく前ぜんの勝利に気をとられるこの瞬間は、どんな人間でも注意力が散さん漫まんになる。

　如何にカナタ・エイジとて、これは躱せないはずだ。最悪の予想がエミリーの脳裏を過ぎる中、カナタは死角から放たれた黒い刺とげを片手で受け止め、へし折ってみせた。

　自らが狂乱状態に陥りかけていることを忘れ、呆ぼう然ぜんとエミリーは問う。

「……どうしてあの一撃が躱せたの？」

「最後の最後まで気を抜かなかったからな。戦いってのは勝つまで笑っちゃダメなんだよ」

　当たり前のように口にするカナタを見て、エミリーは観念したように溜ため息いきを吐ついた。

「いまのカナタちゃんなら、きっとこれまでにない《崩ほう力りよく》を扱あつかえるわね。カナタちゃんは、この戦いを経て遥はるかに成長してみせたわん」

　そう言ったあと、せいせいした表情で告げる。

「さあ、その魔砲剣でわたしを突つき刺さしなさい。それで、わたしは完全にあなたに調ちよう伏ぶくされるわん」

　狂乱に陥りかけたエミリーに、この状じよう況きようを改善する術は持ち合わせていない。

　最後に眼を閉じる直前、ごめんね、と胸中でエミリーはつぶやいた。自分と再会することを愉たのしみに待つリコリスたちへの、せめてもの謝罪だ。

　そして運命の時は、すぐに訪れる。

　エミリーの胸にぶすりと刃は物ものが突きたてられ、激痛が奔はしる。

　ああ、これが死か。今わの際きわに、わたしを調伏する少年へ、今後の教訓めいたものを残してやろうかしらん。

　老ろう婆ば心しんからエミリーが眼を開けたとき、彼女は思わぬ光景に出くわした。

　自分の胸元に、カナタの手が届いていた。彼女の胴どう体たいに激痛を走らせたのは、魔砲剣ではなく、魔力を帯びた彼の掌てのひらだ。

「な、なにをしてるのカナタちゃん……っ!?」

「なにって、お前との流パ脈スを繫つなぎなおしてるんだけど」

　呪力で構成されたエミリーの肉体に干渉しながら、平然とカナタが言う。

「お前が呪じゆ核かくを上う手まく制せい御ぎよできないのは、魂たましいの総量が足りないのが原因なんだろ。ならさ、俺の魂をお前に渡わたせば解決できるじゃん」

　唐とう突とつに言われ、エミリーが呆あつ気けに取られる。

「思念体のお前は、呪力で肉体を形成することで魂を存続させながら、俺との間に流パ脈スを維い持じしてる。そしてお前が狂乱したときは、流パ脈スを通じて呪力が流れ込んできた。ならこの流パ脈スを通じて、俺の魂を注ぎ込むことだってできるはずだろ。クリスに確認したらさ、呪力は魔力よりも上位の事象干かん渉しよう力だから、できるかもしれないって。俺の魂の半分をお前に与あたえること」

　突とつ拍ぴよう子しもないアイデアに、エミリーは今度こそ言葉を失った。

　あろうことか。カナタは自分の命を捧ささげ、エミリーを救うと言っているのだから。

「で、でもっ!?　わ、わたしにそんなことをしたら、カナタちゃんがっ!?　そもそもなんでわたしにそんなことまで……っ!?」

「んっ、言わなかったか？　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン所属──カナタ・エイジって？」

　へっと不敵な笑みを零こぼし、カナタは言った。

「いまの俺は空士なんだよ。空士は仲間を見捨てない」

　何よりも大事な理念がそこにあった。

　カナタの想いが流パ脈スを通じて、エミリーの中に流れ込む。同時に想いを通じて、エミリーが知りたい記き憶おくすらなだれ込んできた。




　　　　＊＊＊




　──それは将来の夢の発表のあと、カナタがクリスと一いつ緒しよに、教室に残っていたときのことだ。




「それと、別件で相談があるんだけど。あのさ──俺の魂の半分を、エミリーに注ぎ込むことってできる？」

「そ、それは……」

　沈ちん黙もくのあと、クリスが言う。

「できなくはないです。ですが、それではカナタさんが……」

「俺にとっちゃさ、もうあいつは相棒みたいなもんなんだよ」

　クリスの懸け念ねんを、カナタは言わせなかった。

　半年以上前に、エミリーたちの戦いに遭そう遇ぐうしたとき。あの激戦の最中のことを、カナタは知った。エミリーが人型魔ま甲こう蟲ちゆうを裏切り、人類を護まもるために全力を尽つくそうとしたことを。そこへ加勢に入り、瀕ひん死しの傷を負ったカナタに、チカラを託すことで延命を図はかろうとしたことを。

　そんなエミリーの行動に、献けん身しんに、在あり様に……必死に誰だれかを護ろうとする『空士の心』を、カナタは見たのだ。

「誰かを守りたいと想っている空士を、このまま見捨てるのが正しいやり方とは思えない。そして俺が直面してる問題は、他人がどうこう口を挟はさめるものじゃないんだよ。エミリーが何をしたいか？　どう生きたいか？　本当に後こう悔かいはないか？　これはさ、エミリーの生き様の問題なんだよ」

　エミリーに命を救ってもらった少年は、曇くもりなき眼まなこで言う。

「もしエミリーがまだ生きたいっていうんならさ、俺は最大限の努力をするよ。エミリーに助けてもらったのは、俺だから」




　　　　＊＊＊




　地下鍛たん錬れん場。空中。

「お前が生きたいっていうなら、俺は最は初なっからこうするつもりだったぜ」

「ど、どうしてここまで……」

　胸元から伝わってくる熱い鼓こ動どうを感じながら、エミリーが言った。

「きっかけは、地下鍛錬場でチョコパイを喰くってるお前を見たときかな。あのとき、お前は『お菓か子しを食べると明日あしたへの活力が湧わいてくるのよねん』ってすっげー幸せそうな貌で言ってたんだよ」

　そのときの光景を想い出しながら、カナタが言う。

「でもさ、あとになって考えたら、それっておかしいんだよね。そのときは知らなかったけどさ、お前って死ぬ運命にあったんだろ。そんな奴やつが『明日への活力』なんて言葉を、ふつー使わないだろ。だから俺は、お前が悩なやんでるんじゃないかって思ったんだ」

「……………………」

「ついでにお前は『あははは、わたしはもう生き延びられる状態じゃないのよねん』って言ってたのを覚えてる？」

　呆気に取られるエミリーに、カナタが言い放った。

「あの時点で、お前はもう無理だからこそ諦あきらめかけていたと思うんだよ。クリスはどうかわからないけど、リバーは確実にお前が生きることを諦めてるって思ったはずだ。でもさ、俺はお前がどうしようもない『命の選せん択たく』の前で悩んでいるって思ったんだ。だからこそ、なんとかしたいって思った。だってさ、俺が今まで戦い抜いてこれたのは、お前がチカラを貸してくれたお陰かげなんだろ。お前の呪力がなければ、負けた戦いが幾いくつもあった。だから俺にとって、お前は恩人なんだ。なのに世界の命運なんて言葉にかまけて、恩人を見捨てるとか、恰好かつこわりーじゃんか」

「か、かっこわるい……っ!?」

「そ。大事な仲間を見捨てて、なにが空士だっていう話」

　カナタにとって、エミリーはすでに人型魔甲蟲という括くくりだけで計れる存在ではなくなっているのだ。

　エミリーは人型魔甲蟲である以前に、カナタの仲間なのだから。

「いいの？　わたしは人型魔甲蟲なのよん？」

「かまわねーよ。お前の中に空士の心を見た。俺にとってお前はさ、出会った瞬しゆん間かんから空士だったんだよ。お前は、虐しいたげられた子供たちを護まもるために戦ってたんだろ。そんな仲間を、俺は見捨てない。……それにお前が狂きよう乱らんに陥おちいりながらも、まだ自我を保ってるのは、そうまでしてやりたいことがあるからなんだろ。お前は充じゆう分ぶんに、呪じゆ力りよくに抗あらがうチカラがあることを示してる。だからさ……」

　しっかりとエミリーを見み据すえ、カナタが言う。




「俺は、どんなことがあってもお前を救すくってみせる」




　その言葉こそが、全てだった。

　やがて感情の流れを遮さえぎる堰せきが決けつ壊かいしたかのように、エミリーの表情に唐突で、激しい変化が現れる。

「んっ、俺なんかおかしいことを言ったか？」

　エミリーの瞳ひとみから溢あふれ出た涙なみだが頰ほおを伝い、鼻び梁りようは紅あかく染まっていた。だがそれは、悲しくて泣いているのではない。

　なぜならエミリーは、救われたような笑顔を綻ほころばせていたから。

「ううん。なんでもないわん。さすがはカナタちゃんだなって」

　眼を擦こすりながら、エミリーが言った。

　不ふ屈くつのカナタが、救ってみせると宣言したのだ。ならエミリーがするべきなのは、差しのべられた救いの手を、握にぎり返すことだ。

「いくぞ、エミリー。お前がいまどうしたいか？　自分のしたいことを強くイメージしろ。それがお前の『命の選択』だ」

　地下鍛錬場はあたたかく、眩まぶしく、どこか優しい光に包まれた。呪のろわれしチカラは闇やみを祓はらわれ、そして……本来の在り様を取り戻もどす。







　第一人工空島メガフロート。アリエスの離り宮きゆう。

「これで終わりね」

　無数のアルケナル級を従えたエリスの視線の先には、すでに呪力が尽きかけたクリスの姿があった。

「あなたにしては随ずい分ぶんと粘ねばったわね。でも、もうお終しまいよ」

　エリスが振ふるった黒い鞭むちがクリスの胴体に巻き付き、縛しばり上げた。

「く……っ!?」

「ふふっ、これからはわたしと愉しい毎日を過ごしましょうね」

　エリスがゆっくりと降下し、クリスを掌しよう中ちゆうに収めようとする。キルスティと空戦中のリバーがその光景に気づき、思わず叫さけぶ。

「クリスさん……っ!?」

「どこを見ているんですか、リバー・エンディケウス」

　キルスティが一気に間合いを詰つめ、黒い大おお鎌がまをリバーへと振り抜ぬく。

「………………っ!?」

「戦せん闘とう中によそ見をするとはいい度胸ですね」




　呪じゆ鎌れん戦技──羅刹謳歌デモンストライク




　キルスティの大鎌から放たれた、巨大な呪力の戦輪チヤクラムが、激しい回転とともにリバーへ迫せまる。

「く……っ!?」

　リバーは青い魔ま剣けんで受け止めようとする。だが魔剣が触ふれた刹せつ那なに、呪力の戦輪チヤクラムが爆ばく発はつ。不意打ちを浴びたリバーは気絶し、自由落下した。

「リバーさん……っ!?」

　アンネローゼが叫んだ。

「どうやら勝負あったみたいね」

　クリスを黒い鞭で拘こう束そくしたまま、エリスは小こ悪あく魔まの笑みを浮うかべる。

「それにしても教皇。時の流れに逆らってまで、なお戦い続ける気力は感かん嘆たんに値するわね」

「では、その気力に免めんじてこの場は見み逃のがしてはくれませんか？」

　わざとらしい口上を述べるエリスに、アンネローゼは率直に返した。

「それは難しい注文よ。長年の宿敵を前にして、見逃すほどわたしたちは甘くないわ」

　その声に応じ、キルスティがアンネローゼへと迫る。

　クリスが捕とらわれ、リバーが墜おち、傍そば仕づかえの何人かは還かえらぬ者となった。こうして、もうアンネローゼを護る者はいなくなったときのことだ。

　突とつ如じよとして、瓦が礫れきの山から一条の漆しつ黒こくの光が立ち昇のぼる。それはやがて爆発し、周囲の瓦礫をマグマのようにどろどろと赤黒く溶とかし、吹ふき飛ばす。

　入口が瓦礫の下に埋まい没ぼつしたはずの地下鍛錬場から、魔ま砲ほう剣けんを携たずさえたカナタ・エイジが姿を現した。

「あら、向こうからやってきてくれるなんて……」

「あれがカナタ・エイジですか」

「嫌いやな感じがすると思ったら、お前らか」

　エリスとキルスティの姿に気づき、カナタが眼を細める。二人の周囲には、無数の小型種と傷ついたクリスたちの姿があった。

　相手は無数のアルケナル級の他に、人型魔甲蟲が二人。

　普ふ通つうの空士だったら、まず敵かなわない相手だった。エミリー一人でさえ、カナタはさんざん手こずったのだ。ましてエリスやキルスティは《崩ほう力りよく》を扱あつかえるのだから、この場は撤てつ退たいを考えるべきであろう。

　だが、カナタは静かに魔砲剣を構えた。

　それは不退転の意思の表れ。立ちはだかる障害を排はい除じよする、断固たる決意だ。

「面白いじゃないの。ここで墜としてあげるわ……っ！」

　エリスが夢幻泡影ニトケルテイで生み出した、無数のアルケナル級をカナタへ向かわせる。

　膨ぼう大だいな数の暴力が、カナタに襲おそいかかろうとする。

　しかしそのとき。カナタは身に宿る新しいチカラを活性化させ始めた。

　するとカナタの体を、これまでにない光が包み込む。

　それは魔ま力りよく光こうの漆黒でも、呪力光の漆黒でもなかった。

　これまでのカナタにはなかった、穢けがれを赦ゆるさないような、透とう明めい感かんのある白。それは触れるもの全てを照らし出す光の色。

　そして、あるべきでない存在を無に帰きす、断絶の色だ。

　そのチカラを魔砲剣に込め、カナタは引き金を絞しぼった。




　魔砲剣戦技──砲千華バースト・フレア




　シリンダーが五分の一回転するごとに、巨きよ大だいな、白い、エネルギー弾だんが放たれる。それは空中で五発同時に炸さく裂れつし、痛つう烈れつな光を放つ、大の字の爆発を引き起こした。その爆発の網あみに吞のみこまれ、アルケナル級は悉ことごとく霧む散さんしていく。

　アルケナル級が殲せん滅めつされることは想定内だったとはいえ、エリスは驚おどろきを隠かくせない。

　カナタの魔力光は、黒だったはずだ。だが、いまの光の色は白。それにいま使ったチカラの波動は魔力でもなければ、呪力でもない。

「魔力光が変わったっ!?　いえ、魔力でもない呪力でもない。このチカラはいったい……っ!?」

　今まで直面したことのない事態に、驚きよう愕がくするエリス。

　そんなとき。キルスティと対たい峙じしていたアンネローゼがつぶやく。

「どうやらカナタさんは、冥めい力りよくを身につけたようですね」

「冥力……？」

　傍かたわらに控ひかえるリバーが尋たずねる。

「ええ。呪力から呪のろいを取り除いた、あるべきチカラの姿です」

　逆転の兆きざしを覚え、アンネローゼの表情に安あん堵どが広がった。

「もう少しの辛しん抱ぼうですよリバーさん。いまのカナタさんは、魔力と冥力の二つのチカラを使えます。ですから、あれができます」

　アンネローゼがそう口にしてすぐのことだ。再度アルケナル級を生み出しつつあるエリスに、カナタが宣言する。

「悪いけど、俺はいま急いでるんだ。だから、速そつ攻こうで片をつけさせてもらうぜ……！」

　そう言って、彼は眼を閉じ、意識を集中した。




　呼吸を整えて全てを空からにする。

　ひとつは魔力。もうひとつは浄じよう化かした呪力──新たなるチカラ。

　その身に宿りし、新たなるチカラを、魔力と纏まとめ上げていく。

　纏め、練り上げ、捏こね繰くり回し、収しゆう斂れんさせる。

　カナタの体の奥底で、新たなるうねりのようなものが生じる。そしてそれらが混ぜ合わさり、次第に一体化したチカラのようなものが生じた。

　生まれたのは、万ばん物ぶつの理ことわりを絶つチカラ。

《絶ぜつ力りよく》

　本来交わることのない二つの世界のチカラの合成物であり、全ての歪ゆがみを根こん絶ぜつする、拒きよ絶ぜつのチカラ。




《崩力》とは一線を画す、膨大なチカラの鼓こ動どうが伝わってくる。

　それを感じ、エリスとキルスティの表情が一気に緊きん張ちようした。キルスティの注意は、リバーではなく、正体不明のカナタへ注がれる。

「感じますかリバーさん？　カナタさんが放つ強いチカラの鼓動を」

「ええ。ですが、教皇陛下アークビシヨツプ。このチカラはいったい……？」

「これこそがわたしたちの追い求めてきた、人類の希望のチカラです。どうやらカナタさんは──」

　アンネローゼが何かを説明しようとした刹那。

「いくぞ……っ！」

　カナタは轟ごうっ！　という音を響ひびかせ、一気に加速する。魔砲剣をきつく握にぎりしめながら、彼は人型魔ま甲こう蟲ちゆうたちに向かって空を翔かけた……っ！
















　　　第五章　そして選せん択たくの連れん鎖さが、奇き跡せきを奏かなでる







　そのときエリスの瞳ひとみは、喜びに満みち溢あふれていた。なぜなら、探し物が向こうからやってきてくれたからだ。

　瞳に映るカナタは、まだ戦せん闘とうしていないにもかかわらず、すでに傷を負っている。

　詳くわしくはわからないが、どこかで戦闘していたのだろう。

　さあ、破は滅めつへの輪ロ舞ン曲ドを奏でてあげるわ……！

　エリスの思念に反応し、夢幻泡影ニトケルテイにより作りだされた無数のアルケナル級が、大たい挙きよしてカナタへ押し寄せる。

　無数のアルケナル級で、カナタに真っ向から挑いどみかかり、物量戦で疲ひ弊へいさせる。如い何かにカナタ・エイジとはいえ物量戦で消しよう耗もうさせれば容た易やすく倒たおせるはず。しかもこちらはわたしに加え、キルスティまでいるのだ。

　王手チエツクの高こう揚よう感に浸ひたるエリスの前で、それは起こった。

　正体不明のチカラを宿すカナタの戦技により、アルケナル級が一いつ瞬しゆんで殲せん滅めつさせられてしまったのだ。しかも不幸なことに、その正体不明のチカラを、カナタは遥はるかなる高みのチカラへと昇しよう華かしてしまった。

　こ、これはっ!?　《崩力》にも及およぶこのチカラはいったいなに……っ!?

　眼前の敵から生じるチカラを前に、エリスは眼を瞠みはる。人間の限界を遥かに超こえたチカラを感じるが、それは自分の知るチカラ──《崩力》ではない。

　あ、あり得ないわ……っ!?

　この世界の人間が、自分の知らないチカラを宿す。それだけでも問題だというのに、それを《崩力》に匹ひつ敵てきするレベルに押し上げるとは。

　このチカラは、人間に赦ゆるされた領分を超えている……！

「エリス様」

　振ふり向くと、そこには判断を仰あおぐキルスティの姿があった。彼女もこの突とつ然ぜんの事態に、いささか戸と惑まどっている様子だった。アンネローゼとリバーの動きを警けい戒かいしながらも、最も脅きよう威いとなる存在への対応を確認してくる。

　そんなとき。エリスの脳のう裏りに、ある考えが浮かんだ。

「ねえキルスティ、お兄様はカナタともう一度交こう渉しようしたがっているみたいだけど」

　酷こく薄はくな笑みを浮うかべ、エリスが言う。

「あのチカラが呪力を起源としていない以上、敵として排除しても怒おこられないわよね。お兄様の為ためにも、露つゆ払はらいをしてあげましょうよ」

　その直後。エリスが再び生み出したアルケナル級の群れが、カナタと接敵した。







　無限の軍勢相手に加速しながら、カナタはぐっと奥歯を嚙かみしめていた。

　なんて加速だ……っ!?

　予想を超える出力に、全身に激しいＧが加わってくる。まるでニトロを爆ばく発はつさせたかのような激しい加速に、カナタは一瞬眼を剝むき、気絶しそうになった。

　しかし。すぐにカナタの身を護まもるかのように、白く輝くオーラが薄うつすらと包み込む。

　その直後、意識がはっきりし、カナタは意外そうに眼を瞠った。

　チカラが俺に味方してくれている……っ!?

　そう勘かん違ちがいするのも無理はない。従じゆう来らいのやり方では、カナタは《崩ほう力りよく》を完全制せい御ぎよ下かにおけていなかったのだから。魔ま核かくしか持たぬ彼が制御できる《崩力》の量には、限界があった。戦技を使い、体を壊こわしたことがあったのもそれが原因だ。

　そのカナタの体に、いまは魔核の他に、冥めい力りよくを生み出す核が宿っている。

　つまり、いまなら全てのチカラを思い通りに操あやつれる。

　本当の意味で、全力を出せる……！

　……試してみるか。

　エリスへ向かって高速飛行するカナタの視線の先には、こちらへ向かってくる無数のアルケナル級の姿があった。

　そのさまは、まるで黒い津つ波なみのようだ。

　通常の空士なら、その物量の前に苦戦は必ひつ至し。まして、個人で殲滅することなど敵かなわないはずだが。

　視界いっぱいに広がる敵に対し、カナタは魔ま砲ほう剣けんの砲口を向ける。




　魔砲剣戦技──多弾ステイン頭弾ガーレイン・殲滅雨フルバースト




　通常の空士では放てない《絶ぜつ力りよく》による一撃だ。巨大な一発が、合計二百五十六発の砲ほう撃げきの雨となり、アルケナル級の群れへと怒ど濤とうのように襲おそいかかった。

　リコのように正確な狙いこそつかないものの、こちらは砲撃の雨。一発一発の爆発の規模が違ちがう。

　アルケナル級の群れは瞬またたく間まに霧む散さんし、無へと還かえる。

　その様を一いつ顧こだにせず、カナタは目標へ向かって突つき進んだ。

　まずは試しと戦技を使ったが、体のどこにも異常は見られない。黒い津波を一撃で粉ふん砕さいした彼は、いける……っ！　と確信する。

「ど、どうやら本物のチカラのようね……っ!?」

　思わず声に出したのは、エリスだ。

　しかし。お兄様への脅威を前にして、ここで退ひくわけにはいかない。

　額に浮かぶ脂あぶら汗あせに気づかず、エリスは言い放つ。

「次はこれよ……っ！」

　カナタの進路上に、すぐさま時空の歪ひずみを生み出す。歪は瞬く間に三体の変キ異メ種ラと化した。そこにいたのは、かつてカナタたちを苦しめた三位さんみ一体の変キ異メ種ラ。黒こく晶しようの姿は見当たらないが、それ抜きでも充じゆう分ぶん強力な変キ異メ種ラである。

　カナタたちが九人掛がかりで、辛からくも勝利した強敵だ。

　だが、その強敵相手でもカナタは飛行を止めない。

　最初にカナタの前へ立ち塞ふさがったのは、《キメラ・アルタイル》だ。電レ磁ー投ル射ガ砲ンの如ごとき散さん弾だん砲ほう撃げきを放つ砲が、すでに発射態勢にある。

「退どけ、俺の邪じや魔まをするな……！」

　カナタが持つ魔砲剣のシリンダーがすぐに五回転する。




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　遅おくれて発射された《キメラ・アルタイル》の散弾砲撃と、カナタの収束ストラ魔イクブ砲ラスターが正面から衝突。魔砲剣から放たれた、光り輝く白の奔ほん流りゆうは、まだ散らばる前の敵の砲ほう弾だんを貫つらぬき、さらにその先にいた《キメラ・アルタイル》の砲を撃げき破はした。

　あのクロエ・セヴェニーでさえも相そう殺さいが精せい一いつ杯ぱいだった散弾砲撃を容易く吹ふき飛ばす。しかも、カナタの収束ストラ魔イクブ砲ラスターはまだ迸ほとばしっていた。

「はああああ……っ！」

　カナタが魔砲剣を縦に振りおろす。正中線を真っ二つに斬きり裂さかれ、《キメラ・アルタイル》が爆発する。

　これで一体。

　続いて《キメラ・スピカ》が、カナタへ高周波ブレードの鎌かまを振りかざしてきた。ジェット噴ふん射しやによる飛行で瞬く間に距きよ離りを詰つめて。

「ち……っ！」

　高周波ブレードの一撃を、ぎりぎりで躱かわすカナタ。たとえ魔砲剣とはいえ、その一撃を受ければ切断される。だがそれを躱した刹せつ那な、高周波ブレードを関節ごともぎ取った。

《キメラ・スピカ》にさえ認識できなかったその斬撃の名は──閃せん光こう剣けん。カナタが持つ最速の戦技だ。この技は肉体に異常な負担を掛かけるはずだが、いまのカナタは微み塵じんの痛みも感じない。

　自じ慢まんの鎌を切断された《キメラ・スピカ》は紅あかい瞳を怒いかりに滾たぎらせ、残った鎌を振りかざす。だが、

「遅おそいぜ。お前はもう墜おちている……っ！」

　カナタがそう言い放った瞬間──残った鎌と《キメラ・スピカ》の首が落ちた。最初の一撃の閃光剣を放ったとき、続けて第二撃、第三撃を放っていたのだ。

　これで二体。

　崩くずれ落ちる《キメラ・スピカ》を背景に、カナタは最後の一体に向き直る。その《キメラ・リゲル》が、紅い結けつ晶しよう体を複数同時に発射して来た。回かい避ひ不能の音響衝撃波ソニツクウエーブが襲いかかろうとする刹那、カナタは不敵に口の端をつり上げる。

　あれをやってみるか。

　いまならできると判断したカナタは、容よう赦しやなくあの戦技を放つ。




　魔砲剣戦技──絶ぜつ空くう剣けん




　台風の如き剣圧が一気に駆かけ抜け、一瞬の真空状態を生み出す。それは音響衝撃波ソニツクウエーブを遮しや断だんするだけでなく、真空刃の轟ごう風ふうとなって《キメラ・リゲル》へ襲いかかった。

　一瞬でボロ雑ぞう巾きんのようになり、引き裂かれる《キメラ・リゲル》。最後にカナタは、その頭部へと魔砲剣を突き立て、零ゼロ距きよ離り砲ほう撃げきで止とどめを刺さす。

　以前なら九人掛かりで辛しん勝しようだった三位一体の変キ異メ種ラを、カナタは疾しつ風ぷうの如く仕留めてみせた。

　たった一人で。烈れつ火かの如く。

「くっ、やるじゃないの……っ!?」

　エリスの背後に無数の歪が生じ、それは呪じゆ力りよく弾だんの雨となって、カナタを迎むかえ撃うとうとする。

　まさかあの三体が一瞬で殲せん滅めつされるとは予想していなかった。そのためエリスの疲ひ労ろうが甚じん大だいで、強力な魔ま甲こう蟲ちゆうの創造は困難だったのだ。

　無限の弾だん幕まくが、カナタへ襲しゆう来らいする。だがこの程度の攻こう撃げきなど、いまの彼にとっては──

「ぬるいぜ……！」

　カナタは呪力弾の弾幕をものともせず、変則的加速チエンジオブペース──幻想イリユー加ジヨン速アクセルを駆く使しして一気にエリスへと肉にく薄はくする。

　や、殺やられる……っ!?　死を覚かく悟ごしたエリスが思わず身を硬くする。しかしカナタは、そんなエリスなど眼中にないが如く振る舞まう。

　直前で魔砲剣を路面に突き立て、路面を削けずり取るようにして急制動をかけながら接近し、

「クリス、動くなよ」

　流れるような動きで接近して来たカナタは、クリスを拘こう束そくする鞭むちを切断する。そして彼女の安全を確認したあと、戦せん慄りつするエリスを一いち瞥べつした。

　だが、それ以上何かするでもなく、カナタは進しん撃げきを再開。膝ひざが笑い、貌かおから怯おびえが覗のぞくエリスを残し、再び飛び立つ。

　今度はアンネローゼを手にかけようとしていたキルスティへと迫せまり、魔砲剣を突き立てた。

　ガキィィィィン！　武器がぶつかる甲かん高だかい音。

　加速をつけたカナタの斬撃を、キルスティは正面切って、黒い大鎌で受け止めながら、

「ちっ!?　たかが人間の分際で、わたしの邪魔をするとは……っ!?」

「お前らが人を殺あやめようとするなら、俺は何度でも邪魔してやるぜ」

　魔砲剣を握にぎる両りよう腕うでに、カナタがさらにチカラを込める。《絶ぜつ力りよく》で強化された膂りよ力りよくが、単純な、それでいて圧あつ倒とう的な暴力の塊かたまりとなり、武器越ごしにキルスティを吹き飛ばした。まるで横よこ殴なぐりの暴風を浴びたかのようにキルスティは弾はじき飛ばされ、瓦が礫れきの山へ激げき突とつする。

「な、なんて強さだ……っ!?」

　ダメージを受けすぎて、立ち上がれないリバーが眼を瞠みはった。

　当然の反応だろう。歴戦の空士たちが苦戦を強しいられた相手を、悉ことごとくあしらってみせたのだから。

　カナタが尋たずねる。

「よう教皇陛下アークビシヨツプ、怪け我がはないか？」

「ええ、お陰かげさまで。どうやらわたしの思おも惑わく通りに動いてくれたみたいですね」

「ふーん、あんたはこのチカラを知ってるって貌だな」

「はい。カナタさんが新しく身に宿したチカラは、冥めい力りよく。呪じゆ力りよくから負の想念を取り除いたチカラです。そしていま発動している新しい《崩ほう力りよく》こそが、歪ゆがんだ理ことわりを絶たつチカラ──《絶ぜつ力りよく》です」

　自分が望んだとおりの結果が得られ、アンネローゼが嬉き々きとした表情を浮うかべる。いま彼女の脳のう裏りでは、エミリーの犠ぎ牲せいのお陰で、人類を救済する駒こまを手に入れたと戦力分ぶん析せきがなされていることだろう。

　恐きよう怖ふに立ち竦すくむエリスを、振ふり払はらってきたクリスがつぶやく。

「では、エミリーさんは……」

　せめて人類の未来の為ために散った仲間に敬意を、とクリスは内心で謝辞を述べようとする。

　そんなとき、やけに陽気な声が耳につく。

「あははは、じつはエミリーちゃんだったりして？」

　そう言って、カナタの襟元から、妖よう精せいサイズの小さな少女がひょこんと姿を現した。呆あつ気けに取られたアンネローゼが、眼を丸くしてその妖精サイズの少女を見やる。そこにいたのは全ぜん裸らのエミリーだった。

「教皇陛下アークビシヨツプ。わりーけど、こいつを頼たのむよ」

　掌てのひら大に小さくなったエミリーの首根っこを摑つかみ、アンネローゼに手て渡わたす。

「えっ!?　は、はい……っ!?」

　突とつ然ぜんの事態についていけず、アンネローゼは思わず畏かしこまると、水を掬すくうように手を合わせた。そこへ、ぽとんとエミリーが落っこちる。

　この状じよう況きようでは、アンネローゼでなくともこう尋ねることだろう。

「い、いったい何があったんですか……っ!?」

「あのね。じつはわたしを調ちよう伏ぶくしないで、カナタちゃんはわたしに命をくれようとしたのよん」

　妖精サイズのエミリーが言う。

「その魂たましいのお陰で、わたしは呪じゆ核かくを完全に制せい御ぎよすることができたの。本当にカナタちゃんさまさまよねん」

「み、自らの命を捧ささげるなんて……っ!?」

「ノンノン。ここで驚おどろいてちゃダメよん、教皇陛下アークビシヨツプ」

　エミリーが人差し指を立てて、小さく左右に振る。

「カナタちゃんの命を貰もらったわたしは呪核の制御を取り戻もどして、それを譲渡しようとしたの。でもそのとき、これってどうよって思ったのよ。だってこれじゃあさ、わたしがカナタちゃんの足を引っ張ってる間ま抜ぬけで、しかもお情けで生きながらえさせてもらってる雑ざ魚こキャラみたいじゃないのよん。それは、わたしの主義に合わなかったのよねん」

　アンネローゼのポケットに入っていた白いハンカチを、エミリーは受け取りながら、

「だからカナタちゃんから一度魂を貰って、異常活性していた呪核を一いつ旦たん全部制御下において。そのあとはわたしの肉体を小さくして、この小さくなった肉体を維い持じするために必要な、少量の呪核と魂だけを残して、あとはみんなカナタちゃんに託たくしたのよん」

　白いハンカチをバスタオルのように体に纏まとい、エミリーが言った。

　必要以上に仲間の手を煩わずらわせるつもりはない。これもまた『命の選せん択たく』だ。

　傷ついたリバーと、呪力切れのクリスへ気を配りながら、カナタが言う。

「なんだかさ、俺たちがちょっと留守にしてる間に色々あったみたいだな」

　カナタの視線の先には、エリスとキルスティの姿があった。

「わたしの夢幻泡影ニトケルテイを容た易やすく突とつ破ぱするとは……。あなたは危険な存在ね」

　険しい表情でこちらを見るエリスを見て、カナタは不敵な笑みを浮かべた。

「そういうお前は、随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きが変わったじゃんか」

「あら、大分怖こわくなったでしょ」

「いーや。なんつーかさ、いまのほうがお前らしくて似合ってると思うよ。猫ねこ被かぶってるより、ずっとすっきりとした表情をしてんじゃんか」

「よくわからないことを言うのね。でもカナタ、あなたとはこれまでよ。ミソラたち以上に酷ひどい目に遭あわせてあげる」

　ミソラたち以上、ね。つまりミソラたちも、ちょっかいを出されてるってことか。

　カナタが射いるような眼光を向ける。

「用心しなさいキルスティ。カナタ・エイジは《崩力》と互ご角かく以上に渡わたり合うチカラがあるわ」

「はっ、エリス様。僭せん越えつですが、この者はわたしと所縁ゆかりのある相手のようです。代わって頂いてよろしいですか？」

「いいわ。好きにしなさい」

　分ぶが悪いと判断したエリスは、渋しぶ々しぶ交代する。

　キルスティが、黒い大鎌をカナタへと向けた。

「カナタ・エイジ。まさかエミリー粛清戦あのときの間ま抜ぬけが生き残って、チカラをつけるとは夢にも思いませんでした。貴様が宿したチカラは、エミリー・ウィットベルンに関するものですか？」

「ああ。エミリーから譲渡してもらった。もっとも、もう呪力じゃないようだけどな」

　おそらくキルスティは、エリスがダンベルクールから入手した記き憶おくを聞くことで、エミリー・ウィットベルンの生存を知っていたのだろう。

　エミリーから譲渡されたチカラを、抗こう呪じゆ耐性を極限まで高めたカナタが冥力へと浄じよう化かするのに、そう時間はかからなかった。

「お前にはエミリーが粛しゆく清せいされたときに、酷い目に遭わされたからな。今日は痛い目を見てもらうぜ」

　エリスとキルスティ。《崩力》の使い手二人を相手に、カナタが魔ま砲ほう剣けんの切先を向ける。

「本気で来いよ。今日はあのときの復讐リベンジをしてやる……っ！」










　アリエスの離り宮きゆう。庭園。

　上空を見上げるクリスの視線の先には、カナタと対たい峙じするキルスティ。そしてその後方に控ひかえるエリスの姿があった。

「復讐リベンジ、ですか。まさかわたしに勝てるとでも？」

　眼を細めたキルスティが、《絶ぜつ力りよく》を発動したカナタを見み据すえる。

「確かにそのチカラは、脅きよう威いかもしれません。エネルギー量も《崩力》と遜そん色しよくない。わたしやゼス様以外の人型魔ま甲こう蟲ちゆうでは、手こずることになるでしょう」

「まるでお前とゼスなら、俺に勝てるって言い方だぜ」

「勝てますよ。わたしはあなたより強い。そしてゼス様は、わたしよりもっと強いです」

　そう言い放った直後、キルスティの魔ま力りよくと呪力が高まる。そして爆ばく発はつしたかのようにチカラが上じよう昇しようし、黒い対流のようなものが生じる。

　その対流は地上へも届き、クリスたちの肌はだを打った。

《崩力》を発動したキルスティのチカラは、クリスには計り知れない。カナタの《絶力》のチカラが霞かすむほどの戦慄を覚えさせた。

「もしかして臆おくしましたか？」

「まさか。冗じよう談だんも大たい概がいにしろよ」

　キルスティの挑ちよう発はつに、カナタは短く返す。その直後、両者は弾はじけるように飛び、刃やいばが宙を舞い、火花が空に散る。《崩力》を駆使するキルスティに対し、カナタは《絶力》で応じる。リバーは手も足も出なかったが、カナタはキルスティの動きに翻ほん弄ろうされず、斬撃を交えていた。

　斬撃が交こう錯さくする都度、爆発したかのように空気が震ふるえる。クリスの眼には、刃がぶつかる際の衝しよう撃げき波はが、はっきりと認識できた。武器に宿る膨ぼう大だいなチカラが炸さく裂れつし、それらが波は紋もんの如ごとく飛び散っているのだ。

《絶力》と《崩力》。それら膨大なチカラで振るわれる一いち撃げきは、尋じん常じようではないエネルギーを宿している。

　しかも。両者が秀ひいでているのは、斬撃の威い力りよくだけではない。

　飛行速度もだ。

　交こう錯さくし斬撃を放った直後、素早く飛行し、少しでも優位なポジションを取ろうと画策する。それは、瞬しゆん光こうの如き刹せつ那なの動き。相手の死角へ、そのさらに死角へと飛び交う刹那の動きは、遠方からだからこそ全景を捉とらえられる。

　至し近きん距きよ離りで戦う両者にとって、それは気配を感じて動くしかないと思えるほど素早いはずだ。

　カナタは鋭えい敏びんな眼つきを崩くずさない。猛もう禽きんのように鋭い眼は、クリスの想像さえ及およばない速度を読みとり、キルスティの動きをはっきりと認識する。そして振るう刃は、《崩力》の使い手に後おくれを取らず、的確に相手の急所を貫つらぬこうとする。

　驚愕したかのように、クリスが言う。

「あ、あのキルスティと互角に渡り合っている……っ!?」

「ノンノン。互角以上よん」

　エミリーがちっちっちっと指を振った。そんな彼女を肩かたに乗せたアンネローゼの表情は、真しん剣けんそのものだ。

　カナタが得たチカラを、見み極きわめようとしているのだろう。

　空中で死し闘とうを演じるカナタが、魔砲剣を振るう。キルスティが呪じゆ鎌れんの柄えで受け止め、斬きり返した。迫る鎌先を、カナタは敢あえて斬りこむように回かい避ひ。そのまま攻撃半径ぎりぎりを掠かすめるようにして、キルスティの左側面から逆ぎやく袈け裟さ斬ぎり。キルスティが瞬光のように躱かわす。カナタの視界から、キルスティの姿が途と絶だえた。

　カナタが睨にらむかのように、鋭い眼光を放つ。

　そんなとき、カナタの背後にキルスティが忽こつ然ぜんと姿を現す。……気配を察知したのだろう。カナタは振り向くことなく急きゆう上じよう昇しよう。刹せつ那なの差で、大おお振ぶりの鎌撃が虚こ空くうを斬り裂くことになる。

「ち……っ!?」

　苛いら立だちとともに、キルスティが吐はき捨すてる。今度は彼女が、カナタの姿を見失ったらしい。しかし、不意にキルスティは空を見上げる。もしかしたら天てん井じよう照明の遮さえぎられ具合で気づいたのかもしれない。貌を上げた先には、急降下するカナタの姿があった。

「はあああああ……っ！」

　大だい上じよう段だんから振り下ろすカナタの斬撃から、《絶力》が見て取れた。キルスティは呪鎌で防ぎ切ろうとする。だが体勢が悪く、上手くチカラが入らないようだ。

「どうだ……っ！」

「この程度では……っ!?」

　パワー負けを悟りキルスティは、受け流そうとする。

　カナタの斬撃の勢いに逆らわず、急降下しながら呪力弾を連射。追つい撃げきをかけようとするカナタを怯ひるませた間に、飛行魔ま術じゆつで急制動をかけ、斬撃の勢いを完全に殺そうとする。地上すれすれでどうにか制御を取り戻し、キルスティは体勢を立てなおした。

　カナタはいまだ直撃こそ与えていないが、その剣勢はキルスティを捉えつつあった。

　人型魔甲蟲の長おさであるゼスの片かた腕うで。そう称しようされるキルスティ相手に健けん闘とうするカナタに、クリスは驚きを隠かくせない。

「教皇陛下アークビシヨツプ、カナタさんの《絶ぜつ力りよく》とはいったい？　たしか『歪ゆがんだ理ことわりを絶たつチカラ』とおっしゃっていましたが？」

「《絶力》とは、《崩力》と互角に渡り合えるチカラです。そしてこの世界の人類だけが扱あつかえるチカラでもあります」

「この世界の人類だけ、ですか？」

「ええ。発動には、呪じゆ力りよくから呪のろいを祓はらったチカラ──冥めい力りよくが必要なので人型魔甲蟲は扱うことができません」

　戦闘の推移を見守りながら、アンネローゼが説明する。

「カナタさんは《崩ほう力りよく》を扱いきれませんでしたが、《絶力》は完全に制御下におけます。それは、世界のパワーバランスを覆くつがえしかねない《崩力》を扱あつかう人型魔甲蟲に対し、唯ゆい一いつ対たい抗こうできるチカラということ。すなわち、世界の歪ゆがみを絶つチカラなんです。……《絶力》を理解しきれば、カナタさんは対人型魔甲蟲戦においては人類最強の存在になるでしょう」

「ならカナタさんは、キルスティを……」

　討とう滅めつできるかもしれない、とクリスは思う。

　まだカナタは自らのチカラの処し方に慣れていない。その状態でさえ、カナタはキルスティに対し優勢なのだ。

　ここでキルスティを倒せる可能性は高い。

「この場でキルスティを失うことは、ゼスにとって取り返しのつかないほどの痛手でしょう。ゼスはここぞという任務を、エリスではなくキルスティに任せる傾けい向こうにあります。肉親よりも信しん頼らいを置いている人物です」

　アンネローゼが言った。

　本来ならば強行偵てい察さつ部隊を処理する件も、エリスではなくキルスティが受け持つはずだったのだ。もし運悪くキルスティが率いる三位さんみ一体の変キ異メ種ラと、カナタたちが遭そう遇ぐうすることがあれば、彼らは還かえって来られなかっただろう。

　であるならば、この状じよう況きようはなんという好機か。思わずクリスの胸が熱くなる。

「ならこの戦いはカナタさんの勝ちということですか……っ？」

「僕もそうなることを心から願うよ。いまのカナタ君には勢いがあるからね」

　そう答えたのは、キルスティと直接刃を交え、満まん身しん創そう痍いとなったリバーだ。彼は青い魔ま剣けんを杖つえ代わりにして、立ち上がった。

　カナタの勝利を心より願うクリスとリバー。そんな二人に対し、アンネローゼはこう言い放つ。

「いいえ、この戦いはそんな甘いものではありません。根本的に戦いの次元が違ちがうんです。それに、まだキルスティは全力を出していませんよ」

　アンネローゼは厳しい表情で、キルスティを見つめていた。







　地下都市。上空。

「もう少しだっていうのに、なかなか粘ねばるな」

　カナタの向かいには、ギリギリで致ち命めい傷しようを避さけ続けるキルスティの姿があった。

　カナタの猛もう撃げきを受けても、息一つ乱していない。

　先程の言葉とは裏腹に、むしろ俺が弄もてあそばれてるな、とカナタは思う。いまだにキルスティは、底知れぬ相手だ。《絶力》を宿していても、気が抜ぬけない。

「お前さ、いい加減墜おちてくんない？　俺、急いでるんだけど」

「お急ぎですか？　なら、とっとと終わらせましょう。わたしも暇ひまではないので」

　右手でバトンのように大鎌をくるくると回したあと、キルスティはこちらへ迫ってきた。

　……これまでとは雰ふん囲い気きが違うな。

　キルスティの放つ闘気の変化を感じ、カナタは表情を引き締しめる。

　今までの競せり合いは、様子見に過ぎない。カナタは《絶力》の扱いに慣れようと真剣そのものだったが、キルスティはカナタの出方を窺うかがうような戦い方だった。

　そうでなければ、両者はいま呼吸が上がり、死に物もの狂ぐるいで刃を振ふるっていることだろう。

　キルスティはカナタを間合いに入れ、黒い大鎌を振りかざす。そして次の瞬しゆん間かん、牙きばを隠す毒どく蛇じやが、その本ほん性しようを露あらわにした。

　ガキィィィィン！　激しい金属音が鳴なり響ひびく。

　そこには黒い大鎌を全力で振りかざしたキルスティと、頰ほおから薄うすく血を流すカナタの姿があった。キルスティの抉えぐりこむような一撃が、迎むかえ撃うつカナタの魔砲剣をチカラで押し込み、カナタの頰にまで届いていたからだ。

　ちっ、この鎌捌さばき。邪じや流りゆうか。

　正せい道どうに対する、禁じ手。魔ま甲こう蟲ちゆうから人々を護まもる為ための流派ではなく、人を殺すことに特化した流派だ。

　下へ手たをすれば、カナタは先程の一撃で致命傷を負っていたことだろう。

　一いつ瞬しゆんのことだったが、カナタにはキルスティの鎌撃が蛇へびのように見えた。それも、相手の意表を突つく狡こう知ちを持ち、巨きよ大だいな牙を獲え物ものへ突きたてようとする毒蛇だ。

　この鎌撃のせいで、カナタの優位性は崩くずれていく公算が大きい。

　だが、カナタの表情に動どう揺ようは見られなかった。

「その表情、わたしが様子見していたことに気づいていたようですね」

「まあな。俺がお前の立場でも、未知のチカラを使う相手に、いきなり勝負を決めにいったりはしないよ」

「そこまで読んでいましたか。初見で毒蛇鎌ヴアイパーサイスを防いだのは、見事といっておきましょう。ですが……」

　キルスティが黒い大鎌にぐっとチカラを込める。

「く……っ!?」

　カナタは渾こん身しんのチカラで黒い大鎌を押し返した。

　キルスティは無理せずに間合いを取り、カナタと一定の距きよ離りを保つ。その距離が、カナタの不意を打てる間合いだろう。

　やっぱ一ひと筋すじ縄なわじゃいかねーな、とカナタは思う。

　チカラに溺おぼれず、策さくを講じる相手は手て強ごわい。

「さて。では準備運動を始めますよ」

　そう言って、澄すまし貌で迫せまってくるキルスティ。

　左右から毒蛇のように鋭するどく、抉りこむような鎌撃が、カナタを襲う。

　まるで喉元に喰らいつくような鎌撃に、たまらず後退するカナタ。だが、その動きを見み越こしていたかのように、キルスティは背後に回り込もうとする。

「そう簡単に後ろを取らせるかよ……っ！」

　相手のペースに乗せられたくないカナタは、不規則機動ランダムマニユーバでキルスティを振り払はらおうとする。両者は度たび々たび揉もみ合い、ぶつかり合うような軌き道どうを描えがく。

「次は地上方向へ降下したように見せかけて、さらに距離を取るつもりですね」

　黒い大鎌を振りかざしながら、キルスティが言った。

　こいつ、俺の動きを読んでいるのか……っ!?

　図ず星ぼしを指され、カナタは行動の変更を余よ儀ぎなくされる。

「先程の指し摘てきを受け、貴様は砲ほう撃げきを乱射してわたしを振り払おうとする」

　キルスティがそう言った直後、カナタがキルスティへ向かって砲撃を連射。直感で照準を合わせ、相手の動きを乱そうとする。

「全てはわたしの予測の範はん疇ちゆうを出ません。甘いですよ」

　砲撃を縫ぬうよう飛び、毒蛇鎌ヴアイパーサイスを放ってくるキルスティ。動きを先読みされたカナタは、必死でそれを受け止めた。

　なんでこいつは、こうも俺の動きを読めるんだ……っ!?

　額に脂あぶら汗あせを流したカナタが言う。

「お前、ひょっとして読心術でも使えるんじゃないだろうな？」

「ある程度の動きを観察すれば、相手の次の行動は予測できます。貴様はもうわたしの掌てのひらの上です」

　先読みしたキルスティが、黒い大鎌でカナタを捉え続ける。動きを読まれたカナタは、守りに徹てつするほかない。

　まるで猛もう毒どくが回まわりつつある獲物を、嬲なぶり殺すかのような光景が繰くり広げられた。

　じきにカナタを墜とせる、と踏ふんだキルスティが尋たずねてくる。

「そろそろ限界を覚えたのでは……？」

　キルスティの言げんを聞きながら、カナタは毒蛇のような鎌撃を注視する。その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを、具つぶさに見み据すえた。

　刃やいばを交えながら、カナタが減らず口を叩たたく。

「まさか。読心術じゃないって聞いて、むしろ安心したところだぜ」

「強情ですね……っ！」

　そう言って、さらに攻こう勢せいを強めるキルスティ。カナタはなおも防戦一方だ。

　しかしそれから間もなく、キルスティの表情が変化した。なぜか攻せめているはずのキルスティの貌色が冴さえなくなっていくのだ。

　その答えは、すぐ目の前にあった。

「貴様、なぜわたしの鎌撃をこうまで防げるのですか？」

「悪いな。観察眼なら俺も自信があるんだよ」

　直後に、カナタが魔砲剣を斬きり上げ、キルスティの毒蛇鎌ヴアイパーサイスを斬り弾はじく。その鋭い軌道を容た易やすく読んでみせたのだ。

　そして、体勢を崩くずしたキルスティの懐ふところに入り込む。

「お陰かげで俺も、お前の本当の実力を見定めることができた。ついでに《絶力》ってチカラの扱いにも大分慣れてきたよ」

　そこからカナタの逆ぎやく襲しゆうが始まった……！







　アリエスの離り宮きゆう。庭園。

「この調子なら、カナタさんが容易く押し負けることはないでしょう」

「教皇陛下アークビシヨツプ、ご懸け念ねんは杞き憂ゆうに終わりそうですね」

　窮きゆう地ちを脱だつして奮ふん闘とうするカナタを見やり、クリスとリバーが胸を撫なでおろした。しかし、戦せん闘とうを見守るアンネローゼの表情は相変わらず険しい。

　クリスが理由を尋ねようとした矢先のことだ。

「いえ、わたしが言ったのはそういう意味ではないんです」

　激戦を繰くり広げるカナタを見守りながら、アンネローゼが口を開いた。

「どういうことでしょうか？」

　クリスが尋ねた。

　戦せん況きようはいまだ五分と五分だ。

　上空では相変わらず大気が震ふるえ続けている。《絶力》と《崩ほう力りよく》を持つ者同士が、お互たがいの力量を見極めながら、牽けん制せいし合っているのだ。しかもカナタもキルスティも、相当な手て練だれだ。どちらかの不注意から、一いつ瞬しゆんで勝負が決まるということはあるまい。

　長ちよう期き戦せんなら、チカラに慣れているキルスティが有利ということか？

「まだわかりませんか。この戦いは次元が違うということが」

　アンネローゼは予断なく交戦を見守る。

　上空では、命の削けずり合いが続く。

「はあああああああ……っ！」

　カナタの剣けん戟げきがさらに冴え始め、キルスティに喰らいつこうとする。対してキルスティは、無言で黒い大鎌を振るう。

　チカラ同士がぶつかり合い、鬩せめぎ合い、大気を傷つける。

　間合いを詰つめたカナタが、至し近きん距離から突つきを放つ。

　キルスティは人間離ばなれした動きで躱かわし、そのまま呪じゆ鎌れんで反はん撃げき。前まえ髪がみをかすめるような斬撃を浴び、カナタが間合いを取り直す。

　やはりこの戦いは順調に推移している。少なくとも、《絶ぜつ力りよく》を扱あつかうカナタさんが一方的にチカラ負けすることはない。

　そう思っていたからこそ、クリスは気づけなかった。

　アンネローゼが言う『戦いの次元が違う』という言葉の真意を。

　カナタとキルスティは対たい峙じしながら、お互いの隙を探る。

　対峙する両者のチカラが極限まで高まっていくのを感じ取り、アンネローゼが言う。

「来ますよ。クリスさん、リバーさん身構えてください。ヘタをしたら、巻まき添ぞえを喰います」

　何の巻き添えを喰らうのだろう？　発言の意味を理解しかねたクリスとリバーが呆ぼう然ぜんと空中を見上げていた。

　そしてふとクリスは気づく。これから起きるであろう、恐おそるべき事態に。そのことを理解したクリスの貌から、見る見る血の気が引き、手足が小刻みに震えだした。

　死し人びとのように青ざめた貌で、クリスが思わず口を開いた。

「ま、まさかっ!?　教皇陛下アークビシヨツプがおっしゃられたのは……っ!?」

　戦せん慄りつするクリスの視線の先には、急激にチカラを高めながら対峙するカナタとキルスティの姿があった。







　地下都市。上空。

「やけにチカラを高めているのは、どういうつもりだ？」

　鋭い眼光を放つカナタの瞳ひとみには、一層チカラを高めるキルスティの姿が映っていた。

　人じん智ちを超こえた戦いに不慣れなカナタは、キルスティの動きに呼応して、自らもチカラを高め、蓄たくわえていく。

　結果としてこの行動がカナタ自身を救うことに繫つながるが、先の展開を予測できていたわけではない。

　ただ未知の敵相手に、後ごの先せんを取ろうと心こころ掛がけていただけだ。

　これまで牽制し合ってきた中で、相手の力量がひしひしと伝わってきた。だからこそ《絶力》を以もってしても、キルスティは容易く御ぎよしきれぬ相手であることはわかる。

　……さあ、次はどう動く？　どう動いてくる？

　飄ひよう々ひようとした態度を崩さずに、カナタはその動きを窺う。するとキルスティがゆっくりと口を開いた。

「さて、体が充じゆう分ぶんにあったまってきたことですし。そろそろ総力戦をしましょうか」

「総力戦……？」

「ええ。お互いの力量はもうある程度わかったはずでしょう。このまま斬戦を繰り広げても、なかなか決着はつきません。なら、次にする勝負は決まっています」

　そう言い放つや否や、キルスティの黒い大鎌がどす黒いオーラを宿した。そのまま彼女は、黒い大鎌を四度振ふりかざす。




　呪じゆ鎌れん戦技──羅刹謳歌デモンストライク




　巨きよ大だいな、呪力の戦輪チヤクラムが四つ放たれ、カナタへ迫せまってきた。リバーが受け切れなかった強力な戦技を、《崩力》で強化したものが四発もだ。

　通常なら、砲撃しつつ距離をとるべきであろう。だが、キルスティがチカラを高めていたことが頭の片かた隅すみにひっかかる。

　いきなり戦技？　──いや、そういうことか……っ!?

　俺の考えが正しいなら、ここで通常の対処をしたら墜おちる……っ！

　自らが考えた手が生なまぬるかったことに気づき、カナタは思わず舌打ちした。

　戦術の立て方が根本的に間ま違ちがっていたと気づいたのは、このときだ。

　これからが本当の戦いだというのに……

「く……っ！」

　カナタは奥歯を嚙かみしめ、魔ま砲ほう剣けんのシリンダーを五分の一回転させる。




　魔砲剣戦技──複数同時射撃マルチシヨツト




《絶力》を駆く使しして放った巨大な魔ま力りよく弾だんが、四発に分ぶん裂れつ。キルスティの黒い戦輪チヤクラムに直ちよく撃げきし、相殺しつつ大爆ばく発はつを引き起こす。

　その爆発の一つ一つが、最も早はや通常の戦技の範疇を遥はるかに凌りよう駕がしていた。眩まばゆいばかりの閃せん光こうと、轟ごう音おんと、爆ばく炎えんが地下都市上空を染め上げる。まるで幾いく重えにも連つらなる活かつ火か山ざんが、地下都市上空で一いつ斉せいに噴ふん火かしたかのようだった。

　街中の砂さ塵じんが舞まい上がり、地じ震しんでも起きたかのように地下都市が震え出す。住民たちは戦慄しながら、自らの家に閉じこもる。

「なら、これはどうです……っ！」

「その程度……っ！」




　呪鎌戦技──乱刃光舞ブレイド・レイ

　魔砲剣戦技──多弾ステイン頭弾ガーレイン・殲滅雨フルバースト




　キルスティの黒い大鎌から放たれた巨大な黒い光は、すぐに極小の光こう刃じんの雨となってカナタへ襲おそいかかる。一方でカナタの魔砲剣は素早くシリンダーが五回転し、巨大な魔力弾を発射。四度の四分裂を繰り返し、合計二五六発の魔力弾となって迎むかえ撃うった。

　リコほどの命中精度はないが、こちらは銃じゆう撃げきではなく、砲ほう撃げきである。一発一発が砲撃で、しかも《絶力》で強化されたそれは、キルスティの光刃の雨と接せつ触しよくした直後に爆発。強きよう烈れつな爆発で、光刃の雨を溶よう融ゆうと同時に蒸発させる。

「次も防げますか……っ！」

「お前こそどうなんだよ……っ！」

　さらに両者は精せい魂こんを込め、同時に一閃。




　呪鎌戦技──羅刹グラン断頭・ザ・刃リツパー

　魔砲剣戦技──絶空剣




　キルスティの放つ巨大な真空刃と、カナタの放つ真空刃が衝しよう突とつ。

　宙を舞う戦せん塵じんはさらに細かく破は砕さいされ、暴風が住居を破は壊かいするかのように殴おう打だし、衝しよう撃げき刃は住民を震しん撼かんさせた。それだけに留まらず、地下都市を構成するシャフトや外がい壁へきからぎしぎしという悲鳴の音ねが上がる。

　この戦いは、既き存そんのあらゆる戦いの次元を超ちよう越えつしていた。

　天災。

　人間のチカラが及およばぬ、自然災害。

　カナタとキルスティの死戦が行き着く先は、そこなのだ。

　アンネローゼの危き惧ぐしていた通り、この戦いは次元が違ちがう。その戦いの余波だけで、浮ふ遊ゆう都市そのものを破壊しかねないのだ。教皇派が、会長派を粛しゆく清せいできない真意は、そこにあるのかもしれない。

　このまま戦闘を続ければ、地下都市が崩ほう落らくしてしまう。

　だが、カナタが戦技の発動を断念することはない。手を止めた瞬しゆん間かん、自らが討とう滅めつされることを知っているからだ。

　ゆえに、両者は容よう赦しやなく戦技を放ち、お互いの隙すきを探り合う。

　総力戦。すなわち《絶力》と《崩力》による戦技戦。

　それは、破は滅めつへの黙もく示し録ろくに他ならなかった。

「く……っ！」

　戦闘中のカナタの表情には、焦あせりがあった。早々に戦技戦を切り上げ、キルスティを倒たおさなくてはならない。だが、戦いの流れを変えることができないのだ。

　羅刹謳歌デモンストライクを放ちながら、キルスティが言う。

「貴様はまだ未み熟じゆくですが、存ぞん外がい粘ねばりますね。その身にあまりあるチカラの使い方も理に適かなっています」

「ああ。要はさ、強力なエネルギーを持ってる分、それをどう使うか？　ってことに尽つきるんだろ」

　複数同時射撃マルチシヨツトで応じながら、カナタが返事をした。

　直後に、大爆発。天てん井じようの嵌はめこみ式の照明が、天板ごと、二、三十個吹ふき飛ぶ。

　おそらくキルスティの狙ねらいは、戦技戦を維い持じしたままで地下都市を崩落させ、カナタの注意を削そぐことだろう。

　狡こう猾かつな相手だ。それぐらいは考える。

　そうなる前に、カナタは決着をつけなければならない。

　……手がないわけじゃない。

　如い何かに無む尽じん蔵ぞうなチカラとはいえ、付け入る隙がないわけではない。険しい表情を崩くずさぬカナタの瞳には、天井にある無数の照明設備が映っていた。

　この戦せん闘とうの最中で、なおも灯ともり続けるのは、有事の際を想定して技術者が努力したからだろう。本来ならその頑がん丈じような作りを誉ほめるべきだが、いまは……

　カナタは素早く狙いをつけ、引き金を絞しぼる。

　その砲撃はキルスティの遥か足あし元もとを通り抜ぬけた。

「どこを狙っているんです？」

　嘲あざ笑わらうかのように、キルスティが言った。

　しかし、カナタに動どう揺ようはない。

　この戦闘の最中、カナタはある事実に気づいていた。キルスティは、カナタを舐なめている。この激戦の最中、まだ呪じゆ詛そを解放していないのだ。

　カナタが一度敗北している以上、舐められて当然だ。だからこそ、カナタはその甘さに付け入ることにしたのだ。

　キルスティの遥か足元を駆かけ抜けたその砲撃は、アリエスの離り宮きゆうに降り注いだ。厳密に言うと、その敷しき地ち内にある白い小屋だ。その小屋は照明設備の管かん理り棟とうであり、破壊されると一いつ旦たん全ての照明がオフになるシロモノだ。そこをカナタの砲撃が貫つらぬいた。

　一瞬の間に、無数の照明から急激に灯あかりが消え失せていく。

　予想外のことに、キルスティの注意が逸それる。いままさに、戦技を放とうと狙いをつけていたキルスティの動きが止まった。

　その間に、カナタは一気にキルスティとの間合いを詰つめる。

　キルスティが苦し紛まぎれに戦技を放った。強いチカラの塊かたまりがカナタの左斜ななめ上を飛んでいくが、痛みは感じない。

　すぐに照明が再点灯する。闇やみに紛れて迫ったカナタの視線の先には、差し迫った表情でこちらを睨にらみつけるキルスティ・バーミリオンの姿があった。

「これでどうだ……っ！」




　魔砲剣戦技──閃せん光こう剣けん




　確信を持って、カナタはその一いち撃げきを放った。

　キルスティは可能な限りのチカラを注ぎ込み、呪じゆ力りよく障しよう壁へきを展開。カナタの閃光剣を全力で防ごうとする。しかし次の瞬間、その痛つう烈れつな剣勢に押し負け、キルスティは呪力障壁ごと壁面に突つっ込こまされた。

　外壁に半ばめり込み、キルスティは口元の血を拭ぬぐう。そのときになって自らが手傷を負わされたことに気づき、キルスティの理知的な雰ふん囲い気きが一変。異様なまでの静けさを漂ただよわせ、その発言からは一切の感情が消え失せる。

「ああ。どうやら少し思い違いをしていたらしいですね」

　エミリー・ウィットベルンの粛清の際、キルスティに手傷を負わせたのは偶ぐう然ぜんでもなければ、奇き跡せきでもない。

　カナタ・エイジという空士の実力だ。

「いいでしょう。なぜわたしが《殺戮の熾天使セラフイム》と呼ばれるか、お見せしましょう」

　底知れぬ殺気を放ち始め、明確な殺意がカナタを貫く。弱っているはずのキルスティに、これまで以上のチカラと迫はく力りよくが漲みなぎっているのを感じた。

　まるで嵐あらしの前の静けさだ。

「ここから先が本当の勝負です……！」

　……来るっ！

　警けい戒かいするカナタの前で、キルスティはいままさに呪詛を解放しようとする。しかし、その直前で彼女は思いとどまった。

　まさかこの期ごに及んで出し惜おしみか？　と怪け訝げんな貌かおをするカナタ。そのとき、キルスティは冷然と言い放つ。

「いや。わざわざ呪詛を出すまでもなく、わたしたちの勝ちのようですね」

「どういう意味だ？」

　キルスティという脅きよう威いに気を取られていたカナタは、本当に見落としていた。いや、ひょっとしたらその相手は、このタイミングを狙っていたのかもしれない。

「ち……っ!?」

　異変に気づいたカナタが、慌あわてて球形の魔ま術じゆつ障壁を展開する。次の瞬間、カナタの全方位から無数の呪じゆ力りよく弾だんが襲いかかってきた。

《絶ぜつ力りよく》で強化された魔術障壁に対応した、大型の呪力弾が降りかかる。やがて障壁に亀き裂れつが入り砕くだけ散ちって、カナタは大型の呪力弾の直撃を浴び、弾はじき飛ばされた。

　肺から一気に空気が漏もれ、数秒の間呼吸ができなくなる。全身が焼けるように熱く、激痛が奔はしる。《絶力》の身しん体たい強化術式を施ほどこしていなければ、即そく座ざにお陀だ仏ぶつだっただろう。

　それでもカナタは気力を振ふり絞り、体勢を立て直す。彼の視界には、無数の呪力弾を生みだしたエリスの姿があった。

「わたしもいることを忘れてもらっては困るわ。カナタ・エイジ」

　エリスは即座に無数のアルケナル級を生み出し始める。

　どうやらエリスは、突如の暗くら闇やみに対応できたらしい。

　エリスはカナタが最後まで逆転を諦あきらめない人物であることを知っていた。ゆえにキルスティと戦う最中、彼を倒す機会を窺うかがっていたのだ。

　カナタの見けん当とう違ちがいの砲撃にも、意図があると考えて……

「キルスティ、あなたが情けないようだから手を貸してあげるわ」

　単独でカナタと戦えば苦戦は必ひつ至し。ゆえにエリスはキルスティと共きよう闘とうしつつ、功績をあげる方針らしい。エリスは虎こ視し眈たん々たんとカナタの命を、絶大な功こう績せきを狙っている。

「さあ、カナタ・エイジ。あなたはそのチカラで、《崩ほう力りよく》の使い手二人を相手に勝てるかしら」

　その直後、エリスが生み出した魔ま甲こう蟲ちゆうが一いつ斉せいに襲おそいかかる。さらにエリスを庇かばう位置取りで、キルスティが戦技戦を再開。カナタは苦境に追い込まれた。







　アリエスの離宮。庭園。

　地下都市での戦闘の帰き趨すうは、決しつつあった。エリスの参戦により均きん衡こうが崩れ、戦せん況きようは人型魔甲蟲が優勢になる。

　カナタとキルスティの戦技戦の最中に、死を恐おそれぬ魔甲蟲たちがカナタへ突っ込んでいく。

　むろん、やすやす辿たどりつけるはずもない。

　両者の放つ戦技に巻き込まれ、瞬またたく間まに無数の魔甲蟲が墜おちていく。

　だが数十体のうちの一体。いや、数百体のうちの一体が、カナタのもとへ辿りつければ、それでいいのだ。戦技戦の最中に、カナタは魔甲蟲への対処を余よ儀ぎなくされ、僅わずかだが判断が遅おくれる可能性がある。

　一いち撃げき一撃が、必殺の戦い。そんな最中での判断の遅れは、取り返しのつかないミスとなって、当人へ撥はね返ってくる。

　ゆえに、エリスの参戦が果たす役割は甚じん大だい。

　その事実は、地上から見守る者たちにも明らかだった。

「カ、カナタ君……っ!?」

　負傷したリバーがどうにか飛び上がろうとするが、体に上う手まくチカラが入らなかった。どう頑がん張ばったところで、リバーにキルスティを倒すことはできない。

　だが、夢幻泡影ニトケルテイで作りだした魔甲蟲の主……エリスならまだ倒せる可能性がある。彼女はチカラこそあれ、戦闘はあまり得意ではない。そしてエリスを倒せば、呪詛は解除され、魔甲蟲の軍勢も消え去る。

　アンネローゼの肩かたに立つ、妖よう精せいサイズのエミリーが言う。

「まずいわねん。このままじゃカナタちゃんに勝ち目はないわ」

　カナタは戦闘を諦めてこそいないが、勝機を見み出いだしているようにも見えない。そんな彼の一助となれる人物は……と、エミリーがアンネローゼを見た。

「教皇陛下アークビシヨツプ、あなたはどうするのん？」

「わたしがどうするとは、どういう意味ですか？」

　相変わらずの無表情で、アンネローゼが尋たずね返す。

「この状じよう況きようになっても静観してるつもりかしらん。あなたが全力を出せば、勝てないこともないわよね？」

「……ええ。ですが、いまここで全力を出すわけにはいきません。わたしのチカラの使いどころは他にあります」

　アンネローゼは彼女なりに考えがあるらしい。

　エミリーもそれ以上は懇こん願がんせず、地下都市の上空で魔甲蟲を操るエリスを見やる。

「……せめてあれをなんとかできないかしらん」

「エリスの夢幻泡影ニトケルテイですよね」

　呪じゆ力りよくが回復したクリスが、覚かく悟ごを決めた貌で言う。

「カナタさんなら、エリスさえどうにかできればこの状況を覆くつがえせる。そうですよね、エミリーさん？」

「まあ、わたしの見立てではね。でも、本当になんとかできるって保証はないわよん」

「その一言で充じゆう分ぶんです」

　そう言って、クリスは微笑ほほえんだ。

「本来なら、散りゆく運命さだめにあったエミリーさんが、いまこの場におります。そして運命さだめが変わったのは、カナタさんがおられたからなのでしょう」

　生への執しゆう着ちやくを隠かくし、周りだけでなく自分すら欺あざむいていたエミリー。そこにあったのは、どうしようもないという諦てい観かんだ。

　その問題を解決するために、カナタは介かい入にゆうした。だが当初から、エミリーの狂きよう乱らんを阻そ止しできるイメージがあっただろうか？　エミリーを救う具体的な方法について、確信を得ていただろうか？　──その答えは、ノーだ。

　だが、彼は諦めなかった。

　いや、諦めることを知らなかった。

　そして……カナタ・エイジはエミリー・ウィットベルンを滅ほろびの運命さだめから救い、いま戦っている。

　この地下都市を、人々を、侵しん略りやく者の手から護まもるために……

「カナタさんの行動に、人類の可能性を見ました。その彼を、みすみす失うわけにはいきません」

　可能性……本来なら調ちよう伏ぶくされ、存在が消失しているはずのエミリー・ウィットベルンがここにいること。

　カナタもエミリーも運命さだめを乗り越こえ、未来を切り開いたこと。

　それを起こしたのは、人の意志だ。

「わたくしも選せん択たくをしなければなりません。カナタさんから頂いた勇気に恥はじぬ『命の選択』を」

　そう言って、クリスはリバーにとあるお願いをした。










　地下都市上空を睥へい睨げいするエリスのもとへ、スカートのポケットに手を入れたクリスがゆっくりと飛んできた。

「あらクリス。どうしたのかしら？」

「エリス、貴方を止めに参りました」

「ふーん、そう。でも悪いわね。いまあなたに関わってる暇ひまはないの」

　どうせ僅かな呪力しか回復していないだろう。もとより《崩力》を扱あつかえず、しかも障壁しか扱えぬクリスなど敵ではない。

　ゆえに手持ちの魔甲蟲は、全てカナタの迎げい撃げきに当てていた。

　クリスが尋ねる。

「エリス。ひとつ伺うかがわせてもらいたいことがあります。この地には、迫はく害がいされた人型魔甲蟲の子供たちもおります。もし貴方あなたがこの地を征せい服ふくすることがあれば、その子たちをどのように扱うつもりですか？」

「そうね。できることならば、わたしの配下に加えるつもりよ」

　地下都市の外れに設けられた養護施設を見やり、エリスが言う。

「いまも微かすかだけど呪力の反応を感じる。お兄様は魔ま力りよくを使えない人型魔甲蟲に価値を見出さないようだけど、わたしは彼らに住居を提供してもいいと思っているわ」

「……そうですか」

　僅かに返事が遅れたのは、エリスがゼスと同じ選択をしなかったことにあったのかもしれない。

　エリスがその気になれば、この地に住む人々を人ひと質じちにして、カナタを脅きよう迫はくすることだってできるはずなのだ。

　なのにそれを選択しないのは、武器を持たぬ人々に慈じ愛あいの心を持つからか。

　キルスティはおそらく、下等生物を相手にする必要など感じていないだろう。

「エリス、貴方にカナタさんを墜おとさせるわけにはいきません」

　そう言ってクリスは右ポケットから手を出し、指先で空間を指定しながら障壁を張はる。クリスの呪じゆ詛そ──破ア邪ーのジ障リ壁スは、瞬く間に展開し、巨大な障壁の檻おりを築き上げた。絶対防ぼう御ぎよの障壁が十と重え二は十た重えにエリスとクリスを囲いこむ。

「これで足止めをしたつもり？　ぬるいわね？」

　盾たてと矛ほこの戦いは、常に矛に分ぶがある。しかもクリスは戦い慣れていないためか、自分とエリスとの間に障壁を展開するのを忘れている。

　これならクリスを直接攻こう撃げきすることが可能だ。エリスは鼻で笑いながら、ゆっくりと黒い鞭むちを振りかざす。そんなときだった。

「わたくしを甘く見ましたね。《崩力》を扱えませんから、戦力として数えられていないようです」

　そう言って、クリスが左ポケットからも手を出す。その手には、青白い光が宿っていた。

「これがなんであるか、おわかりになりますか？」

　初めは、それがなんだかわからなかった。だがその正体がわかったとたん、エリスの貌が青ざめる。

「ま、まさか……っ!?」

「ええ。リバーさんの魔力を少し拝借させて頂きました」

　クリスの左手に宿るのは、リバーの縮しゆく退たい魔力だ。それ単体では、《崩力》を発動したエリスにとって脅きよう威いたり得ないが、

「この閉へい鎖さ空間で、この縮退魔力とわたしの呪力を合成爆ばく発はつさせれば、如い何かに貴方が《崩力》で防いだところでただでは済まないでしょう」

《崩力》を生み出すには、繊せん細さいな合成が必要だ。以前、人類は野生のアルケナル級の呪力を駆く使しして人じん為い的に《崩力》を生み出そうとし、大爆発を引き起こしたことがある。

　全身から血の気が引くのを、エリスははっきりと感じ取った。

「や、やめなさいクリスっ!?　そんな真ま似ねをしたら、あなた本当に死ぬわよ……っ!?」







「死ぬ？　ええ、死ぬでしょうね」

　エリスが震ふるえ上がる一方で、クリスには少しの怯おびえもなかった。それどころか、なぜこんな容た易やすいことに怯える必要があるのか？　と本気で疑問に思った。

「それこそ望むところです。わたしの命で、貴方を止めることができるのなら本望です」

　そう言って、クリスはゆっくりとエリスとの距きよ離りを詰つめる。

　ひょっとしたらエリスには、その姿が死神に映ったかもしれない。エリスは震える手で、何度も、必死に黒い鞭を振ふるう。それは容よう赦しやなくクリスを傷つけた。衣服を破り去り、額から血を流させ、近づこうとするクリスを少しでも遠ざけようとする。

　そんな中、クリスは自分でも思わぬ変化を指し摘てきされることとなる。

「な、なにがおかしいの……っ!?」

　怯えるエリスに問われ、クリスは自分が笑っていることに気づいた。額から血を流しながら、自じ爆ばくする直前に笑みを浮うかべる。エリスには狂きよう気きの沙さ汰たに映ったことだろう。

「いえ、悩なやんだわりにはじつに簡単なことだと」

　普ふ段だんと変わらぬ上品さを保ちながら、クリスが言った。

「自分の命と引き換かえになら、なんと楽に選択できるものかと思いましてね」

『命の選択』。エリスと殺し合えるかなどと、我ながらなんとも小さなことで悩んでいたと思う。今この場で必要なのは、世界の理ことわりを覆すような叛はん逆ぎやくのチカラではない。

　全てを背負う覚悟だ。友の過あやまちも、友の命も、自らの全てを賭として。

　カナタが自らの命を賭かけて、エミリーを救ったように。

　一歩。また一歩。ゆっくりと歩くように飛行して近づきながら、クリスが言う。

「ここで貴方がなおもカナタさんを襲おそうというのであれば、わたくしが貴方を殺しましょう」

「そんなはったりなんて、いまさら……」

「はったり？　この状況で、はったりを言う必要がどこにあるというのです？」

　鞭を握にぎるエリスの手が震えていた。震えながら、エリスはきっと考えることだろう。

　この状況で、夢幻泡影ニトケルテイを解除した場合についてだ。おそらくキルスティが救助に来ることを前提に、計算しているはず……

　だが、好きにさせるつもりはない。

「わたくしが冗じよう談だんで『殺す』などと口にしていると思うのであれば、それは大いなる勘かん違ちがいです。戦場に出た以上、当然わたくしにも相手を殺す覚悟と、自らが殺される覚悟があります」

　クリスが言った瞬しゆん間かん、カナタを襲う魔ま甲こう蟲ちゆうの動きに乱れが見えた。理由もなく震えたり、うっすらと黒い蒸気を放ち、存在そのものが気化消失しかかっている。

　エリスの精神と結合リンクしているせいだろう。

　我わが儘ままなせいで誤解されがちだが、エリスの精神は儚はかなく脆もろい。

《崩力》こそ扱えるが、彼女の心はガラスの脆さを持つ。そこを兄に利用されていることを、クリスは知っている。であるからこそ、いざというときは道を踏ふみ外はずさぬように、身を挺ていしてエリスを押しとどめなければならない。

　ここでカナタが墜おちることは、人類の希望が潰ついえることを意味するのだから。

　痛みを堪こらえ、一歩一歩近づきながら、クリスは自らに念じる。

　カナタさんが彼だからこその答えを出したように、わたくしもわたくしだからこその答えを出さなければならない。

「さあ、どうしますか？　選ぶのは貴方です」

　エリスの間近へと辿たどりついた彼女は、額から血を流すも、普段と変わらぬ表情で言う。これこそまさに、鬼き気き迫せまる貌なのだろう。

「ここでわたくしと一いつ緒しよに死にますか？　それとも夢幻泡影ニトケルテイを解除しますか？」

　左手に宿した縮退魔力に、右手に宿した呪じゆ力りよくを近づけようとするクリス。彼女が本気であることに気づき、エリスの理性が吹ふき飛ぶ。

　それは生まれて初めて直面する『命の選択』の恐きよう怖ふ。自ら覚かく悟ごを決めたものに対する恐怖。それはこの世界に現れてから、《崩力》を宿してから、ゼスの下では感じることがなかった本物の恐怖だ。

　死ぬ？　ここでお兄様の為ためにクリスと心中する？　誰だれが？　──わたしが……っ!?　死ぬのは嫌いやだ。怖こわい。死にたくない。けどここで夢幻泡影ニトケルテイを解除すれば、お兄様に失望される。キルスティにお兄様を奪うばわれる。でも、クリスは本気だ。どうしようもない。誰か助けて。誰か……っ!?　ここで夢幻泡影ニトケルテイを解除したところで、もしクリスが自爆したら……

『命の選択』の恐怖に、エリスは打ち勝てなかった。

　乱れた精神は夢幻泡影ニトケルテイへと影えい響きようし、作りだされた魔甲蟲が悉ことごとく蒸発していく。それこそ一いち抹まつの泡あわの如ごとく。そのことにエリスが気づいたときには、いや気づかぬうちにクリスは言う。

「……最後まで答えは出なかったようですね」

　抵てい抗こうするのを忘れ震え上がるエリスの背中に、クリスは呪力で拘こう束そくのルーン文字を直接書き込んだ。直後、エリスの体は震えすら生じなくなる。

「賭けはわたくしの勝ちです。貴方はここで拘束させてもらいます」

　これがクリスの『命の選択』が齎もたらした結果だった。







　地下都市。上空。

「馬ば鹿かなっ!?　夢幻泡影ニトケルテイが……っ!?」

　戦技戦の最中、突とつ如じよとして消失する魔甲蟲たちに、キルスティの意識が一いつ瞬しゆん奪うばわれる。皮肉なことに、結果としてエリスの介かい入にゆうは、キルスティに予想外な結末を与あたえた。

　すかさずカナタは間合いを詰める。劣れつ勢せいな状じよう況きよう下かで戦い続けた彼は、もうほとんど体力を残していないはずだ。

　だが、その動きは相変わらず鋭するどい。

　予想以上に勢いがついたため、カナタは飛行魔術の加速を利用した、回し蹴げりを放つ。キルスティは右みぎ腕うでで防ぼう御ぎよ。しかし詰つめ切った間合いを無む駄だにせず、カナタは回し蹴りを放った姿勢のまま、すぐに魔ま砲ほう剣けんを振るった。

　首を斬り落とすような斬撃。キルスティは身を仰のけ反ぞらせるようにして躱かわす。蒼玉サフアイアのように美しい長ちよう髪はつがぱらぱらと散っていく。

　苦虫を嚙み潰したような貌で、キルスティは距離を取る。

「どこにこんなチカラが……っ!?」

「ちっ、もう少しで致ち命めい傷しようを与えられたのに」

　カナタの言葉を聞き、キルスティがふと頰ほおに手を当てる。指先から伝わる、ぬるっとした生温かい感かん触しよく。

「人間のくせにこざかしい真似を……っ!?」

　血を吐はかされた次は、頰を斬きられるとは。

　正面にいるカナタは、額に汗あせをかき、肩かたを上下させている。もう完全に息が上がっているのだ。

　対してキルスティは、まだ呼吸一つ乱していない。当然だ。先程からエリスが夢幻泡影ニトケルテイで生み出した魔甲蟲が、加勢してくれていたのだから。

　目の前の少年は、一いち撃げき浴びせれば墜ちる。いや、もう体力すら尽つきかけているというのに、どうして自分はこうも苦戦を強しいられているのか。

　その理解不能な事実は、キルスティの心を取り乱させる。やがて猛もう烈れつな怒いかりが湧き上がって限界を通り越こし、キルスティは狂きよう喜きしてしまった。

「ははははははっ！　ははははははっ！　ははははははは……っ！」

　理性が崩ほう壊かいした、狂きよう人じんのような笑い。

　呪じゆ詛そを発動する間ま際ぎわに感じた、異様な殺気を再び宿し、キルスティは笑っていた。心の底から笑っていた。

「いいでしょう。全力で相手をして差し上げます……っ！」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべるキルスティのチカラが、限界を突とつ破ぱして高まっていく。その光景を見やり、カナタは思わず背筋を震わせた。







　どうなっているんだ……っ!?

　いまのキルスティには隙すきがない。笑っているのに、隙がない。明らかに狂くるっているのに、攻せめ込めないのだ。

　対たい峙じしながら、カナタはチカラを蓄たくわえる。

　だがカナタが《絶ぜつ力りよく》を蓄えるより先に、キルスティが動いた。

「な……っ!?」

　驚きよう愕がくするカナタの前で、キルスティが黒い大鎌を振りかざし、襲いかかってくる。その身から溢あふれ出る《崩力》が視覚化し、どす黒いオーラのように纏まとわりついていた。

《絶力》での身体強化が通じず、カナタが魔砲剣ごと弾はじき飛ばされる。

「はははははっ！　どうしたんですか、その程度ですか……っ!?」

　高笑いしながら、カナタを嘲あざけるキルスティ。そのときになって、カナタはキルスティに生じた現象に察しをつける。

　このチカラは……狂きよう乱らんかっ!?

　微かすかに理性を保っているが、おそらくはそうだ。

　先程の戦技戦では互ご角かくだったが、それ以上のチカラを前に、カナタには為なす術すべがなかった。







　アリエスの離り宮きゆう。庭園。

「この状態になったキルスティは、もう止めることができないわよん」

　戦せん闘とうの推移を見守っていたエミリーが言う。

「故意に狂乱直前まで、チカラを高めているのよん。狂戦士バーサーカーモードとでもいうのかしら。あれは人型魔ま甲こう蟲ちゆうでも、キルスティにしかできない技術スキルよ」

　その言葉を聞きながら、アンネローゼは戦闘を見守っていた。

　エリスを捕ほ縛ばくしたクリスとリバーが戻もどってくるが、二人の表情は揃そろって硬かたい。

　意い気き消しよう沈ちんしているらしいエリスは、呆ぼう然ぜんとその戦いを眺ながめていた。

　上空では、キルスティが羅刹謳歌デモンストライクを放つ。カナタが複数同時射撃マルチシヨツトで迎げい撃げきするが、相そう殺さいしきれない。咄嗟に閃せん光こう剣けんを放ち、どうにか相殺。しかし勢いと爆ばく風ふうに押し負け、たまらず吹き飛ばされた。

「このままじゃカナタちゃんが……っ!?」

　エミリーが加勢に行けと言いたげな表情で、アンネローゼを見た。

　しかし、アンネローゼは戦闘から眼を離はなさずに言う。

「《崩ほう力りよく》はチカラを高めすぎると、狂乱に陥おちいり、自我を失います。では《絶力》はどうなると思いますか？」

「《絶力》では……？　──ま、まさか……っ!?」

　そう口にするエミリーの視線の先には、眩まばゆいばかりの輝かがやきを放つ光をオーラのように纏まとったカナタの姿があった。

「カナタさんが、光を纏っている……っ!?」

　驚おどろいたクリスが言った。

「オーバードライブ。《絶力》の極限を突破した状態です」

　その現象を、アンネローゼは知っていた。

「短時間に持てる《絶力》の全てを放出します。放出後は一定時間チカラを扱あつかえなくなりますが、カナタさんは自我を保ったまま戦い続けることができます」







　ここで墜ちていいわけないだろ……っ！

　暴ぼう虐ぎやく的なチカラを前にして、カナタがなおも屈さぬときに、その現象が生じた。それがなんなのかはすぐにわかった。

　なんのことはない。目の前の相手を、そいつが操る世界の理を崩くずすチカラを、絶つための力だ。

「はははははっ！　これで終わりです……っ！」

　剛ごう撃げきを受け、吹き飛んだカナタへ、容よう赦しやなくキルスティが追い縋すがる。そして大きく振ふりかぶった黒い大鎌を振りおろしてくる。

　それはカナタへの止めの一撃フイニツシユのはずだったが、

「なに……っ！」

　突如として光のオーラを纏ったカナタが、それを魔砲剣で受け止めてみせた。

　驚くキルスティに構わず、カナタが魔砲剣を振るう。一撃目で黒い大鎌を弾き返し、二撃目で黒いオーラごとキルスティの左ひだり腕うでを切断した。

「な……っ!?」

　驚いたキルスティは、たまらず間合いを取ろうとする。迷わず、カナタは追つい撃げき。黒い大鎌を握にぎる右腕を狙ねらう。狙いを見み越こしたキルスティが右足を突つき出す。盾たて代わりだ。カナタの斬撃は、黒いオーラを纏った右足を切断した。

「はははははっ！　貴様は化物ですね、カナタ・エイジ……っ！」

　黒いオーラで瞬またたく間まに右腕と右足を再生したキルスティが、カナタと神速で斬り結ぶ。

　無数の斬撃の音が響ひびく。刹せつ那なに閃ひらめく刃やいばの数は、数えきれなかった。二人はアイゼナッハ流の剣速すら及およばぬレベルで、剣戟を交えているのだ。

「いひひひひひ、斬る斬る斬る斬る斬る斬る斬るーーー……っ！」

　超ちよう至し近きん距きよ離りで斬り負けたキルスティの体が切断されるが、黒いオーラで再生していく。

　絶え間なく刃を交えながら、カナタは思う。おそらくキルスティは防ぼう御ぎよを捨てて、ひたすら攻こう撃げきに徹てつするつもりだろう。狂乱寸前のキルスティは、高速再生が可能だ。ゆえに強きよう靭じんな回復力に依い存ぞんした、超攻撃特化戦法を取れる。

「来い来い来い来い、もっと攻めてきてください。そしてこの斬り合いを愉たのしみましょう……っ！」

　いま両者の斬撃には、限界を突破した過か剰じようなチカラが付加されている。身体強化を施ほどこさない人間相手なら、一ひと太た刀ちで粉ふん砕さいと同時に、跡あと形かたもなく吹ふき飛ばすレベルだ。最も早はや『斬る』という次元を超ちよう越えつしてさえいる。

　そんな中、カナタは自らが狂っているのではないかという錯さつ覚かくに捉とらわれる。キルスティのように戦いに、狂きよう気きを以って臨のぞむべきなのかもしれないとも。

　死し闘とう続きで忘れがちだったが、冷静に戦うというのはある種の狂気だ。

　これは対たい抗こう試じ合あいではなく、命の削けずり合いなのだから。

「はははははっ！　気持ちいい。これはじつに気持ちいいですねっ！　とてつもなく高ぶる……っ！」

　狂気と狂喜を一体化させ、凶きよう刃じんを振り回しながらも、キルスティは狡こう猾かつな戦術を選び続ける。

　鎌れん撃げきの乱らん舞ぶという名の自じ爆ばく攻撃はなおも続く。

　ダメージなら、カナタのほうが与えているはずだ。

　だというのに、キルスティはこの斬戦の最中に笑っている。通常なら、致命傷のはずの傷を受けながらも、嬉き々きとして、あまつさえ恍こう惚こつとした声を上げている。

　もしかしたら、狂ったように見えるこれら一連の行動すべてが演技であり、本当はこちらが侮あなどるのを誘さそっているのかとすら疑いたくなる。

　しかし。いまのカナタの前では、その自爆攻撃すら通じない。振るう刃は狙いたがわずキルスティを貫つらぬき続け、逆にキルスティの刃はほぼ全て叩き落とした。

「はははははっ！　はははははっ！　ははははははは……っ！」

　狂乱寸前の状態に陥ってもカナタに及ばないというのに、キルスティはいまだ狂喜する。異様な高笑いを保ったまま、カナタと斬り結び続ける。

　最早、この戦いはどちらが優勢なのか判断がつかない。

　肉体的には、幾いくつか掠かすり傷を負っただけのカナタが優勢であろう。キルスティは高速再生を駆く使ししているがゆえに無傷だが、やがてカナタの刃が相手の喉のどを搔かき切るはずだ。だが精神的には、キルスティが圧おしている。彼女の言動には、恐きよう怖ふがまるでない。

「いい加減にしろ……っ！」

　白いオーラを纏った斬撃をキルスティに放つ。それは飛ぶ斬ざん刃じんとなって、キルスティを薙なぎ払はらった。

　腹部を一いち文もん字じに深く傷つけたが、すぐに回復してしまう。キルスティのチカラはますます高まっているようだ。しかし同時に、キルスティの精神も限界が近いらしい。

「はははははっ！　このままではわたしの意識が飛んでしまいますね。そろそろ勝負に出ましょうか……っ！」

　狂乱寸前まで高めたチカラ全てを、キルスティは黒い大おお鎌がまへと注ぎ込み始めた。

　その意図を察知し、カナタも持てるチカラの全てを魔ま砲ほう剣けんへ注ぐ。

　ここでキルスティの全力を避よけたら、第一人工空島メガフロートそのものに大穴が空く。ゆえに、受けて立つしかないのだ。

　おそらくは次の衝しよう突とつで、勝負が決まる。

　二人の殺気が高まる中、拘こう束そくされたエリスが地上にいるのが見て取れた。

　カナタが問う。

「そういや、エリスを助けに行かなくていいのか？」

「捕つかまったのであれば、それがエリス様の実力です。むしろ、ゼス様の妹として相応ふさわしくないことがわかり、喜ばしいことでしょう。……ゼス様のお傍そばに相応しいのは、わたしです」

　仲間が捕縛されても、キルスティは全く動じない。エリスは使い捨ての駒こまだったか、と悟さとるカナタに、キルスティは酷こく薄はくな笑みを浮うかべてみせた。

「そんなことより、チカラ比べをしましょう。エミリー・ウィットベルンを粛しゆく清せいしたときは、貴様はその辺の虫けら同然で面白みがありませんでしたから」

「今度はそう簡単にはやられねーよ」

　カナタが纏う白いオーラは、風のように形を変え、彼の周囲を球形に漂ただよい始める。キルスティも同様だ。それらは次第にうなりを強め、対流を生み出し、大気を緊きん張ちようさせ、戦せん塵じんをさらに細かく砕くだき、吹き飛ばす。

　はちきれんばかりに荒あらぶるチカラ。そのチカラは善悪を問わねば、神こう々ごうしくもあり、すさまじくもある。いまは天が墜おちる瞬間であり、神が世界を創造する瞬間であるのかもしれない。

　そこにあるのは、まさに天てん壌じようのチカラ。あらゆる存在を屠ほふり、全てを容易く覆すことができる絶対的なチカラだ。

　それを宿す両者は、冷静に相手だけを見み据すえていた。

　これで終わらせる……っ！

　両手で握る魔砲剣に、カナタはぐっとチカラを込める。キルスティのチカラがいつ溜たまるかは定かではないが、自分はもうすぐ臨界を迎むかえる。

　その瞬間こそ、この戦いの終着点だ。おそらくはカナタが最大の戦技を放つと同時に、キルスティも応じてくる。

　この事実は、地上から見守る誰だれの眼にも明らかだった。

　いまにして思えば、呪じゆ力りよくを宿して以い来らい、ただの学生からは程遠い日々だった。裏切り者と爪つま弾はじきにされたりもした。だが、それでよかったとカナタは思う。お陰かげでミソラたちに教官として出会い、世界を護まもる後こう進しんを育はぐくめた。

　そして……これからも彼は、人々を護るために戦い続ける。

　運命の刻ときが訪れた。

　魔砲剣の切先をキルスティに向け、カナタが言い放つ。

「いくぞ……っ！」

「来るがいい、カナタ・エイジ……っ！」

　両者は同時に戦技を放った。




　魔砲剣戦技──光翼アストラノ帝ル・ブ剣レイカー

　呪じゆ鎌れん戦技──煉デモン・獄ザ・テ衝ンペスト




　白と黒。二つの極点に達した光──極光が轟とどろき、激しく押し合い、へしあう。

　無制限に解放されたチカラが、主あるじの意思に従い、眼前の敵を打ち滅ほろぼす為ために荒あれ狂くるう。異ことなるチカラと衝突し、空間を歪ゆがませ、力場の干かん渉しよう波を撒まき散ちらした。

　すさまじい衝しよう撃げきが第一人工空島メガフロート全体を揺ゆさぶる。最早、人間の限界を超こえたレベルの戦いに、アンネローゼたちだけではなく、この地下都市の住民すべてが眼を瞠みはった。

　白い極光と黒い極光が拮きつ抗こうする。

　力場を撒き散らし、均きん衡こう状態を築きあげる。

「はははははっ！　ただの人間のくせに、このわたしとこうまで渡わたり合うとはっ！　ですが、これで終わりです……っ！」

　勢いを増す黒の極光。それが白い極光を吞のみ込み、カナタへ迫せまろうとする。

　その瞬間、カナタの口元がふっと弛ゆるんだ。

　直後に、白い光が勢いを増し、黒い光を押おし潰つぶそうとする。

　押し負けることなどない。この白は、全ての黒を絶ち続け、蹂じゆう躙りんした。

「ば、馬ば鹿かなっ!?　なぜこのわたしが撃ち負けることに……っ!?」

　眼前に光が迫る中、キルスティが衝撃を受けたかのように言う。

「んっ、言わなかったか？」

　平然と、だが誇ほこらしげにカナタが言い放つ。

「そっちは一人だけどさ、俺のチカラはエミリーと一いつ緒しよなんだ。だからこっちは二人なんだよ」

　そして、白い極光がキルスティを抱ほう擁ようする。それは瞬く間に、キルスティが宿す黒いオーラを吹き飛ばし、その発生源を絶とうとした。

　極光が、容赦なく迸ほとばしる。

　白い極光が過ぎ去ったあとには、黒い大鎌を完全に消失し、全身がぼろぼろになったキルスティの姿があった。直ちよく撃げきの瞬間に、持てる《崩力》の全てを駆使して、防御に回したらしい。

　肌はだはただれ、衣服もほとんど弾はじけ飛んでいるが、眼つきだけは異様に鋭するどい。

「……この借りはいずれ返します」

　非常に不ふ愉ゆ快かいだと言わんばかりに、貌を歪めたキルスティが捨て台詞ぜりふを吐はいた。すでに狂きよう乱らん寸前の状態から平時へと戻もどったらしい。彼女はすぐに身を翻ひるがえし、侵しん入にゆうして来たエレベーターシャフトへ逃にげ去さって行く。

　カナタは黙だまってその光景を見送った。

　時間切れという奴やつだろう。急激に高まっていたチカラが一気に消え去り、全身から抜ぬけていくのが感じ取れた。

　オーバードライブには、制限時間タイムリミツトと激しい反動があるらしい。魔ま力りよくはあるが、冥めい力りよくがほとんど底をついている。回復するには、しばらく時間がかかるだろう。

　ゆっくりと、カナタは地上に降下する。アリエスの離り宮きゆうがある庭園に降りると、アンネローゼの肩かたで器用に立ち上がるエミリーが声をかけてきた。

「どうにか勝てたみたいねんカナタちゃん」

「まーな。お前のお陰かげだよ」

　復讐リベンジを果はたした二人が、誇らしげに視線を交わす。大敗した相手に勝っただけあって、喜びもひとしおだ。

「どうやら皆みなさん、なんとか無事のようですね」

　アンネローゼが、全員を見み渡わたす。そこにはリバーに後ろ手を押さえられたエリスの姿もあった。クリスの『命の選せん択たく』の結果、戦意喪そう失しつしたところを拘束されたらしい。

「クリスさん、エリスさんに関してはわたしたちで拘束させて頂きます」

　人類の未来の為に、アンネローゼはエリスの身み柄がらを引き受けようとするが、

「いいえ、お断りします」

　人類の全権代理者からの要よう請せいを、クリスは拒きよ否ひした。呆あつ気けに取られるアンネローゼの前で、クリスは指先に呪力を生み出し、エリスの胸元へ打ち込んだ。

「さきほど打ち込んだのは、拘束術式です。エリスの体内に常じよう駐ちゆうし、わたくしの意思で心臓を握にぎりつぶすことができます。ですので、エリスはわたくしの管理下に置きます」

　あくまで友として処すため、クリスが宣言した。

「しかし、わたしたちにはゼスに関する情報が必要です。そうやすやすとエリスさんの身柄をお譲ゆずりするわけには……」

「あのさ。取り込み中のところわりーんだけど」

　割って入ったのは、カナタだ。飄ひよう々ひようとしながらも、眼だけは燦さん然ぜんと輝かがやいている。

「俺は行きたいところがあるからさ、もう行っていい？」

「ああ、落ちこぼれ赤レツドたちのとこよね。んじゃあ、わたしも……」

　当然のように、エミリーがカナタの肩へ飛び移る。

「ま、待ってください……っ!?」

　予想外の事態に、アンネローゼが声を荒げた。

「カナタさん、あなたのチカラは人類の希望ともいえるものです。おいそれと動かれては困ります。この場に留まって、わたしのもとで人類のために動いてください」

「ああ、そういやお前への返事を保留してたんだっけ？」




　──人型魔ま甲こう蟲ちゆうを含ふくめ、この世界に集つどう全ての魔甲蟲を殲せん滅めつします。その尖せん兵ぺいとして、あなたには活かつ躍やくしてもらいたいのです




　謁えつ見けんの間で、教皇から直じき々じきに賜たまわった言葉だ。

　人類救済の為に、世界秩ちつ序じよの維い持じの為に、カナタのチカラは必要不可欠と言えるはずだが、

「あの話だけど、断るよ。また機会があったらさ、誘さそってくれる？」

　憤ふん怒ぬに染まったアンネローゼが[image: しか]しかりつける。

「ふざけないでくださいっ！　あなたは何様のつもりですか……っ!?」

「でもエミリーとの問題も解決したことだし、もう教官を休業するのはやめにしたんだよ。だから、ここに留まるわけにはいかないんだよね」

　傍かたわらで聞いていたクリスが、人知れず微び笑しようを零こぼした。

　しかし、アンネローゼは喰くい下がる。

「カナタさんが扱あつかうチカラは、世界の歪みを絶つほどの強大なチカラです。そして大いなるチカラには、責任と代だい償しようが伴います。わたしの近衛として、人類を護るために戦うというのであれば、その代償についても教えましょう。これなら、どうですか？」

「……………………」

　その問いにカナタは答えなかった。

　ただ飄々とした様子で、彼はこう述べる。

「いまの俺はミソラたちの教官だからさ。あいつらの様子を見に行かなくちゃな。連中からの介かい入にゆうもあったようだし」

「カナタさんの教え子の件については同情いたします。ですが、ここでカナタさんを手放すわけにはいきません。あなたは人類の未来と教え子さんたちと、どちらが大事なんですか？」

「決まってんじゃんか」

　へっと不敵な笑みを零して、カナタが言う。




「ミソラたちだよ」




　アンネローゼの眼の底に、明らかな敵意が宿った。

「リバーさん、カナタさんを拘こう束そくしてください。カナタさんは人を殺すような真ま似ねはしません。チカラずくで拘束してください」

「悪いね、カナタ君」

　そう言って、リバーがカナタの前に立ち塞ふさがる。

　だが、様子が妙みようだ。リバーは微み塵じんも覇は気きを纏まとわず、もう戦いはこりごりだと訴うつたえるかのように、カナタへウィンクしてきたのだ。

　……なるほど、そういうことか。

　その意図がわかったカナタは、リバーの左頰ほおを全力で殴おう打だした。

　えっ!?　手加減なしなのかいカナタ君……っ!?　薄はく情じようなカナタに衝撃を受けながら、リバーは地面に吹ふき飛ばされる。

　本当に痛い左頰を押さえながら、リバーはアンネローゼを見上げ、

「……教皇陛下アークビシヨツプ、取り押さえようとしたんですがダメでした。最近パシリばかりしていたせいかどうも気が滅め入いっていて、パシリバーとでもお呼びでください」

「リバー・エンディケウスっ!?　なにをふざけているんです……っ!?」

　思わぬ相手の謀む反ほんに、アンネローゼが面喰らった。

　その間に、カナタとエミリーは、

「さてとしっかり摑つかまってろよエミリー」

「オッケー。準備はばっちりよん」

　カナタの髪かみを摑み、耳元でエミリーが返事をした。

「よしっ、行くぞ……っ！」

　飛行魔ま術じゆつを発動し、ばっ！　と弾けるように二人は空中を舞まった。

　その急きゆう上じよう昇しようは、蒼そう穹きゆうに突つき刺ささるが如ごとく、天を貫つらぬくが如く、本当に迷いのない真っ直ぐなものだった……！







　　　エピローグ







　──これはカナタたちが第一人工空島メガフロートを発たつ二日前

　──空戦武踏祭エリアルソード本戦一日目の出来事だ




　第九人工空島メガフロート。競技会会場。

　上空には、多数の偵てい察さつ用ドローンが舞まっていた。地上には、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる密林。伸のび放題の蔦つたが木々に絡からみつき、背の高い雑草が襲しゆう撃げき者たちの姿を隠かくす。

　発はつ砲ぽう音とともに複数の魔ま力りよく弾だんが、Ｅ６０１小隊へと叩たたきこまれる。

『このままじゃ吞のみこまれるぞ、前線をさげろ』

　樹の上で魔ま銃じゆうを構える少女──リコ・フラメルが素早く指示を飛ばす。

『ミソラ、手当たり次第に砲ほう撃げきを撃ち込め。ユーリ、レクティとブレアを引き連れて退さがれ』

『……………………』

　濃のう密みつな茂みの陰かげに潜ひそむ少女──ミソラ・ホイットテールに指示を出すが、返事はない。ミソラはどこか上の空といった様子で呆ぼう然ぜんとしている。

　ちっ、こんなときに……っ!?

　思わず舌打ちするリコ。彼女は心配そうに前衛三人へと視線を移した。

『レクティさん、ブレアさん、先に退がってください。わたしがここで足止めをかけます』

　茂みの向こうから襲おそってきた襲撃者二人に、ユーリが魔ま槍そうを向けた。

『そ、そのぅ……お、お願いしますユーリさん……っ!?』

『うぬ。ユーリ先せん輩ぱい、殿しんがりは任せます』

　心配そうな表情を浮うかべながらも、レクティ・アイゼナッハ、ブレア・アイゼナッハの二人は速すみやかに後退する。

　濃密な茂みの向こうから、三人分の射砲撃が飛来。相手の位置情報すら摑つかめないまま、完全に翻ほん弄ろうされていた。

　飛行魔術の使用は、リコから厳禁とされていた。

　この第九人工空島メガフロートでは、空戦武踏祭エリアルソードに参加する代表小隊全てが同時に競い合っている。空中に姿を晒さらすことがあれば、地上から無数の攻こう撃げきがその人物を叩き落とすことだろう。

　慌あわてて後退したレクティが、ミソラに懇こん願がんする。

『ミソラさん、ユーリさんに援えん護ごを……っ!?』

『……………………』

『？　ミソラさん？』

　上の空のミソラは、前線で襲撃者二人と戦うユーリを、呆然と眺ながめている。ブレアがミソラの耳元で怒ど鳴なりつけた。

『なにを呆ほうけているミソラっ！　援護だ……っ!?』

　はっと我に返ったミソラが、慌てて魔ま砲ほう剣けんで狙ねらいを定さだめ、襲撃者たちへ砲撃を連射する。突とつ然ぜんの砲撃に驚おどろいた相手に、リコが的確な狙そ撃げきを浴びせ始めた。

『ユーリ、いまだっ！　後退しろ……っ！』

『了りよう解かいです、リコさん……っ！』

　襲撃者たちが怯ひるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきを縫ぬって、ユーリが後退する。

『ごめん、ユーリさん。あたし……』

『……問題ありません。それよりすぐに撤てつ退たいしましょう』

　その後、Ｅ６０１小隊は辛からくも襲撃してきた代表小隊の追つい撃げきを振ふり切り、難を逃のがれた。

　遭そう遇ぐう戦せんでの混乱も収まり、ようやく彼女たちが平静を取り戻もどしたとき。リコがミソラの胸ぐらを摑みあげて、ぐっと引き寄せる。
















　そして冷れい酷こくな、見下げ果てたという眼まな差ざしを向けて言った。

『ミソラ、次に同じ失敗をしたら次はわたしが後ろから撃うつぞ』

　ミソラは虚うつろな表情のまま、ただ俯うつむくことしかできなかった。

　そしてカナタ・エイジが不在の中──Ｅ６０１小隊に最大の危機が訪れることになる……！







　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　お忙いそがしい中なか拙せつ著ちよを手に取って頂き、ありがとうございます。

「空戦」８巻、いかがだったでしょうか？

　ミソラたちが出て来ないということで、普ふ段だんとは異なる巻だったと思います。カナタも新しいチカラをつけてパワーアップして、めでたしめでたしでしたね。







　そういえば今年は、いままで行ったことのないイベントに二つ行けました。アニメジャパンと夏コミです。

　どちらも「空戦」関係の展示やイベントがあったので、拝見させて頂きました。

アニメジャパンは「空戦」に加え、他作品の展示やグッズなども拝見させて頂きました。とにかく人が大勢いるのが印象的でしたねっ！　コスプレイヤーさんも、生まれて初めて見ました……っ！

　夏コミは友人と行ったのですが、暑くてすぐギブアップです。ですが、国際展示場駅にあった「空戦」のロッカーの写真撮さつ影えいに成功しました！

　担当さんから「冷やしファンタジア文庫」（ネットでチェックしてみてください！　当日入手された方いらっしゃいますか？）なるものも頂けて、愉たのしかったですよ！




　僕は作家デビューするまで、こういうイベントに一度も行ったことがなかったので、本当に愉ゆ快かいな経験でした。

　そういえば、ライブというのも初めて経験しました。野の水みずいおりさんの「D.O.B.」という曲のライブです。一いつ生しよう懸けん命めい歌ってくださっているのが伝わってきて、元気が湧わきました！







　さて。この巻を書くにあたり、担当さんにかなりご迷めい惑わくをおかけしてしまったので、この場でお詫わびさせてくださいませ。加えて、いつもご指導いただき、ありがとうございます！







　最後に謝辞を。

　担当編集さまへ。前巻より引き続き、今回も大変ご迷惑をおかけして、申し訳ございません。今後とも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　甘あま味みみきひろさまへ。夏コミお疲つかれさまでした！　お忙しい中イラストを担当して頂き、ありがとうございます。この巻のイラストも抜ばつ群ぐんに素敵です！

　獅し童どうありすさまへ。夏コミお疲れさまでした！　コミカライズ２巻、おめでとうございます！　雑誌連れん載さいも愉しく読ませていただいております。

　関係者の皆みな様さまへ。流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆様へ。皆様のお陰かげで、ここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。




　次は空戦武踏祭エリアルソードのバトルロワイアルが繰くり広ひろげられる、９巻でお会いしましょう。それではっ！
















特別付録

　カバーイラストコレクション






























空くう戦せん魔ま導どう士し候こう補ほ生せいの教きよう官かん８




〈電でん子し特とく別べつ版ばん〉








諸もろ星ぼし　悠ゆう





富士見ファンタジア文庫





平成27年10月25日　発行





©Yuu Moroboshi, Mikihiro Amami 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『空戦魔導士候補生の教官８』

平成27年10月25日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p041.jpg





item/image/cover.jpg
R 3
B S AN HIRAZ DA,

(727752) S Y

J7I997

XEFI5 A‘ P ‘ ‘ C,

D'l G LT AL






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/orikaeshi1.jpg
HER
0L2ELIS

PAMBIT 7 VI ITRE. &H
ZEMF [RHEYTRBEDORE]
TTFEa1—. —ftBERIT. T2
[CMARENITD. MALE. R
ARE e ZAEETICTHWVS
EDUED,

ASZAKH

FHEOD(FITTSR)
AN=FTHAY  EqrEq

NN E—.





item/image/p235.jpg





item/image/f002.jpg





item/image/f001.jpg





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　命の選択



		第二章　全てを捧げて、護りたかったもの



		第三章　最後の晩餐の日に……



		第四章　二人の選択がもたらしたもの



		第五章　そして選択の連鎖が、奇跡を奏でる



		エピローグ



		あとがき



		特別付録　カバーイラストコレクション



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p185.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/p335.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
s

N\" 4". y [ 8 \y ;
@»ﬁcéﬁh NS4
W 4

‘, 2
T\l
/ | Ny

[

r// ‘

[t %]ES'J"'A&?%E‘%
e b dl]
W5 (REDR)





item/image/p091.jpg





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/kuchie-004.jpg
A 53
B IGANEHIE A X2

(777 7IR) SN






item/image/kuchie-002.jpg
ell what will happen next.
. hope and....






item/image/kuchie-003.jpg





